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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ









　意識を回復したとき、少年は深い闇やみの中に倒れていた。

　どれほどの時間、気を失うしなっていたのだろうか──目を覚さまして最初に感じたのは、俯うつぶせになった頰ほおに当たる、ひんやりと湿しめった地面の感かん触しよくだった。

（──ここは？）

　ラッセル・シュレディングは身体からだを起こし、怪け訝げんそうに周囲を見回した。

「ようやくお目め覚ざめねぇ、ボウヤ」

　頭の上からかけられた声と共に──。

　音もなく、空中に鬼おに火びのような明かりが灯ともった。

　エーテル操そう作さによって具ぐ現げん化かした疑ぎ似じ精せい霊れいの炎ほのおが、土壁に囲まれた地下坑こう道どうのような光景を照らし出し、ラッセルの目の前に二人の人影が浮き上がった。

　一人は、細身の身体を黒い野や戦せん服ふくで固めた、二十代後半と思われる女。整ととのった顔立ちではあるが、切れ長の目と尖とがった顎あごには、どこか爬は虫ちゆう類るいめいた酷こく薄はくさが漂ただよっている。

　そしてもう一人は──年齢も性別も判わからない。金きん襴らんの織物を身体に巻き付け、古代の装飾品のような黄金の仮面で鼻から上を覆おおった人物。

　身体の具合でも悪いのか、女の足元に力無く座すわり込んでいる。

「お、おばさんたち……誰だれ？」

「ご挨あい拶さつだこと。親から、レディに対する口の利き方を教わってないの？」

　女はやや不快そうに眉まゆを上げたが、口くち許もとに浮かぶ薄笑いは消えなかった。

「別に初対面というわけでもないけど──改めて自己紹介しておきましょ。私はアルマ・ローネ。〝黒い太陽ソル・ニゲル〟の行動隊長よ」

「アルマ……アルラウネ!?」

　その瞬しゆん間かん、ラッセルの意識にこれまでの記憶が鮮明に呼び覚まされた。

　現体制の打だ倒とうを目もく論ろむテロ組織〝黒い太陽ソル・ニゲル〟に占せん領りようされた町ファティム。

　囚とらわれの身になった、姉ユピテルとメルティア。

　組織の武器密造工場──。

　姉とメルティアを救きゆう出しゆつするため、仲間たちと共に工場内部に潜せん入にゆうしたラッセルは、そこで敵の疑ぎ似じ人にん間げん──半はん人じん半はん蛇じやのヒト型擬ぎ獣じゆうアルラウネ──に捕とらわれ、この地下坑道の奥まで連行されてきたのだ。

（こ、殺される──！）

　事態は最悪だった。

　目の前に立つアルマは、丸まる腰ごしの人間ですら平然と射殺する冷れい酷こくなテロリストであり、その彼女の恨うらみをラッセルは存分に買っている。

　アルマの身体を〝器うつわ〟とする疑似人間アルラウネがメルティアと闘たたかった際、アルノーから借りた対擬獣用の突撃拳銃スツルム・ピストルを発射して手痛いダメージを与えたのは、他ほかならぬラッセル自身なのだ。

「ようやく、思い出してくれたようね。うふふふ……」

「ひっ──」

　ラッセルはいつものように悲ひ鳴めいを上げようとして──思いとどまった。

　共に工場に潜入した対テロ特とく捜そう官かんのレベッカ──自分を守るため傷ついた身体でアルラウネに立ち向かい、そして虫けらのように工場の床ゆかに叩たたきつけられた少女の姿が脳のう裡りを過よぎったからだ。

「……！」

　少年は泣き出しそうになるのを懸けん命めいに堪こらえ、唇くちびるを嚙かんでアルマを睨にらみつけた。

　泣かないこと。怯おびえないこと。逃げ出さないこと──それが、今のラッセルにできる唯ゆい一いつの抵抗。これまでひ弱な自分を守ってくれていたレベッカやメルティア、姉ユピテルらの想おもいに応こたえるための、精せい一いつ杯ぱいの闘いだった。

「あら？　さっきみたいに、ギャアギャア喚わめかないのね？」

「………」

「まあいいわ。──その顔つき、男の子らしくてなかなか凛り々りしいわよ」

　アルマはにっこり笑うと──あまりに邪じや気きのない微笑ほほえみが、却かえってラッセルには不ぶ気き味みだったが──少年の傍かたわらにしゃがみこみ、上うわめ目遣づかいに目線を合わせてきた。

「憶おぼえてる？　あの戦艦の上で、私の目を潰つぶそうとしたこと」

「あ……っ」

「うふふ、心配しなくていいのよ。あれはラザルスの報告を鵜う吞のみにして、ボウヤのことを嘗なめてかかっていた、私の落ち度ですもの。全然恨みになんか思ってないし……いえ、むしろボウヤの勇気と忍耐力、それにここぞという時の決断力には、敵ながら敬意を覚えているくらいよ」

　いいながら、少年の小さな顎を指先でくいっと持ち上げる。

「だから、ご褒ほう美びに……素す敵てきなプレゼントを上げる。このヴァリシニアに何千万といる人間の中で、たった一人だけに与えられる幸運。──ボウヤは、あるお方の遺産を相続するのよ」

「……な、何の……話？」

「かつてこの国の歴史を書き換え、そして近い将来には、新たな神として君くん臨りんされるお方──偉い大だいなる錬れん金きん術じゆつ師しゼルファナス」

「──!?」

　ラッセルは驚きに目を瞠みはった。彼自身は異い術じゆつ師しではないが、異術師の家に生まれた者として、その名を知らぬはずもない。

　およそ百年前、未知なる第五元素エーテルの存在を見いだし異術の創そう始し者しやとなった男。

　同時に──魂たましいなき疑似生物〝擬獣〟を造つくり出し、この国ヴァリシニアを荒こう廃はいに追いやった──世界の破壊者。

「で、でも──あの人は、ずっと昔に死んだって」

「トボけちゃ駄だ目めよ。アンタだって知ってるでしょ？　カラナンの海から引き揚あげた棺ひつぎの中に、いったい誰が眠っていたのかを」

　知っている。百年前に死んだゼルファナス自身の記憶を受け継つぐホモ・ファルサス〝デミウルゴス〟──錬金術大系において〝世界の創造者〟を意味する神の名を冠かんせられた、最後の疑似人間。

　ラッセルは顔を上げ、正面の土壁にもたれて座る仮面の男を見やった。

「ま、まさか……」

「擬獣災害以来の百年間、〝彼〟が何ど処こでどう過ごしていたのかは、私も知らないわ。判っているのは、今から十五年前に異ソ術シ師エ協タ会スの手で身み柄がらを拘こう束そくされ──輸送中の事故でカラナンの海底に沈み、それからずっと眠り続けていたってこと。

　全く──よくもこれまで肉体が保もったものよねぇ。いくら不死身の疑似人間ホモ・フアルサスとはいえ」

　女テロリストは哀かなしげにかぶりを振ると、立ち上がって仮面の男のそばに戻った。

「でもね、もう限界なのよ。この〝器〟は──」

　いうなり、おもむろに男の仮面を取り去る。

「……!!」

　仮面の下の素顔は──なかった。

　眼がん窩かから額ひたいにかけての前頭部がごっそりと抉えぐり取られ、ラッセルの目から見えたのは後頭部──赤黒い椀わんのようになった頭ず蓋がい骨こつの裏側だけだった。

「ソシエタスの連中、彼を捕ほ獲かくするのによほど手こずったのねぇ。最後は重じゆう狙そ撃げきライフルで脳を破壊して、動きを封じた上であの棺に詰め込んだんだから……」

「ひぁ……あぅぁ……っ」

　喉のどから掠かすれた声を上げ、地べたに尻しり餅もちをついたまま、ラッセルは後ずさった。

　震える少年の肩を、ぐいっとアルマの手が摑つかむ。

「──痛っ!?」

　女とは思えぬ強い腕力──そしてラッセルを見つめる彼女の顔は、もはや女でも人間でもなかった。

　デスマスクを思わせる灰色の相そう貌ぼう。縮ちぢれ気ぎ味みの長い黒髪は、いつの間にかゴカイのように蠢うごめく管状の器官へと変へん貌ぼうしていた。

「い、痛いっ……は、放して！　放してよ！　ぼくをどうするつもり!?」

「恐こわがることなんかないのよ。光栄でしょ？　ボウヤはこれからこのお方の〝器〟になって──そして、新たな神として世界を創つくり直すんだから！」

　白目のない漆しつ黒こくの双そう眸ぼうを細め、女の顔を持つ灰色の大だい蛇じや──疑似人間アルラウネは甲かん高だかい哄こう笑しようを上げた。




「──レベッカ!?」

　薄暗い工場の内部に踏み込んだユピテル・シュレディングは、整然と並ぶ鋼鉄製の作業台の狭はざ間まに倒れた人影に目を留とめ、慌あわてて駆け寄った。

　小柄な身体に赤いフェルトのケープをまとい、赤みがかったショートヘアの額には逆三角形の小さな結晶体──〝タブレット〟と呼ばれている──が緑光を放っている。

　まだあどけない十五歳の少女ながら、彼女は額の〝タブレット〟を通してエーテルの〝力オプス〟を自在に使いこなす、一流の異術師なのだ。

　ここは王国の地図から抹まつ消しようされた町ファティム。その中に築きずかれた、革命結社〝黒い太陽ソル・ニゲル〟の武器密造施設──。

　つい先刻まで、ホモ・ファルサスのメルティアと融ゆう合ごうし銀色の巨人へと姿を変えたユピテルは、工場の庭で組織の大幹部ドクター・ライオスと死し闘とうを演じていた。

　闘いを終え元の姿に戻った直後、メルティアを通して弟ラッセルの危機を感じ取り、こうして武器工場の構内に駆けつけてきたのだ。

　俯せになって工場の床に倒れていたのは、黒革のジャンパーを羽は織おった十七、八の若い女性だった。

　ソシエタス保安局の対テロ特捜官レベッカ・ラシュタール──クセの強い硬かたそうな髪に強固な意志を感じさせる太い眉。目鼻立ちもきりっとした野性的な美少女だが、その横顔はすっかり青ざめ、歯を食いしばって苦痛に耐えている。

　ユピテルの手が彼女の肩に触ふれた途と端たん、ほとんど悲鳴に近い呻うめき声が上がった。

〈下へ手たに動かさない方がいい。この娘、肋あばらが折れているぞ〉

　ユピテルの意識の裡うちに、湖のごとく深く冷たく、そして透き通った若い女の〝声〟が響いた。

　常に彼女と共に在あるもう一つの人格。かつては肉体を奪おうとした敵でありながら、今や自みずからの魂たましいを分かつ無む二にのパートナーとなった、もう一人の自分が。

「ひどい、ひどいよ……誰が、こんなこと」

「……ユピテル……さん？」

　顔をわずかに動かし、レベッカの口から弱々しいつぶやきが洩もれた。

「しっかりして！　誰にやられたの？　いったい、ここで何があったのよっ!?」

「敵の疑似人間……蛇女メデユーサみたいな奴やつが、ラッセル君を……」

「蛇へび──アルラウネ!?」

「あそこに、地下道への、入り口が……」

　震えながら指さす先──コンクリートの床の上に、五メートル四方の四角い穴がぽっかりと口を開あけていた。床の一部が沈み込むような形で開いた、暗く深い縦たて穴あな──おそらく、何らかの機械仕掛けで上下する昇リ降フ機トになっているのだろう。

「私は、大だい丈じよう夫ぶだから……早く、行ってあげて……！」

「──メルティア！」

〈判っている！〉

　ユピテルはすっくと立ち上がり、ブラウスの胸ポケットから小さな物体を取り出した。

　わずかに楕だ円えんがかった、親指大ほどのエーテル体封印容器。材質は不明だが、いかにも金属的な銀色の光を放っている。

　小さな封印容器を、右手で固く握りしめた瞬間──レベッカの目の前で、ユピテルの全身は青白いアストラル光に包まれた。

　水銀のように滑なめらかな銀色の皮ひ膜まくが体表を覆ったかと思うと、同時に百五十センチ足らずの華きや奢しやな少女の身長が二〇センチ近くも伸び、みるみるうちに成熟した女の体型へと変わっていく。

　白目のない紅あかい瞳ひとみを光らせた、仮面のような顔。

　腰の辺あたりまで流れ落ちた白はく銀ぎんの髪。

　獣けもののように尖った手足の爪つめ──。

（あれが、ヒト型擬獣のメルティア……!?）

　たんっ──。

　相そう変へん異いを終えた銀色の女は床を蹴けり、数メートルの距離を軽やかに跳ちよう躍やくして、躊躇ためらうことなく穴の中に飛び込んだ。

　だが──。

「──くっ！」

　地下坑道に到達するより遥はるか前に、彼女の足は地面に着地していた。

　縦穴の底が、枯れた井い戸どのごとく土ど砂しやで埋め尽くされていたからである。

〈アルラウネの仕し業わざね!?　戦闘異術で坑道を塞ふさいだんだわ！〉

　先刻とは立場が逆転し、今は自分が意識体となったユピテルが叫さけんだ。

　時間的に考えて、爆薬や機械を用いて坑道を封鎖する余裕はなかっただろう。しかし優秀な異術師ならば、土の疑似精霊コボルトを使し役えきして瞬時に地面を液状化させ、坑内を埋め尽くすことなど造ぞう作さもない。

「ラッセル──っ!!」

　吼ほえるような叫びを上げながら、メルティアは両手の爪を穴の底の土に突き立てた。

　指先と鋭するどい爪が一体化した爪そう刃じんを振るい、銀色の肌が泥どろにまみれるのも構かまわず凄すさまじい勢いで掘り始める。

〈落ち着いて、メルティア！　もう無む駄だよ──アイツは逃げちゃったわ〉

「やかましい小こ娘むすめ！　おまえも異術師なら、こんな泥さっさと除のけて坑を掘り直せ！」

〈無茶いわないでったら！　闇やみ雲くもに掘ったって追いつくわけないでしょっ、もう坑道の奥まで潰されてるんだから！〉

「ラッセル……！」

　銀色の女は拳こぶしを固め、悔くやしげに地面を打ち据すえた。

〈諦あきらめちゃダメよ。連中が弟を人ひと質じちのつもりでさらったのなら、すぐに殺すはずないわ。──助け出すチャンスは、まだ必ずあるわよ！〉

「………」

〝黒い太陽ソル・ニゲル〟側も、ラッセルがソシエタス理事長シュレディングの息子むすこであることは既すでに感づいている。殺すよりは、何らかの取引材料として利用してくるに違いない。

　せめてもの救いは、シュレディングの家族に個人的な恨みを抱いだいていた男──ドクター・ライオスが、もはやこの世の者ではないことだった。

「ひぁあああっ!?」

　頓とん狂きような叫び声に振り返ると──いつの間にか背はい後ごに現れた若い男が、メルティアの姿に仰ぎよう天てんして棒立ちになっていた。

　ニッカーボッカーのズボンにベストという、まるで狩しゆ猟りように来た貴族の子し弟ていのような出いで立ち。額に埋め込まれた〝タブレット〟の存在が、彼もまたユピテルと同じ正規の異術師であることを示している。

　レベッカと共にこのファティムに潜入していたソシエタスの監かん察さつ官かん、ルスカ・ゲルハルトであった。

「な、何者だおまえ!?　さては〝黒い太陽ソル・ニゲル〟の擬獣兵かーっ!?」

　顔を強こわ張ばらせて叫び、同時に額の〝タブレット〟を輝かがやかせて戦闘異術を放つ体勢を取る。

〈……あ～もうっ。鬱うつ陶とうしいわねっ〉

　メルティアが動く前に、ユピテルの意識が風シのル疑フ似イ精ー霊ドを具現化させていた。圧縮空気の炸さく裂れつによって発生した突風──というより衝撃波──がルスカの身体をあっさり吹き飛ばし、床に倒れたレベッカの隣となりに叩きつける。

「ぶぎゅうっ!?」

「バッカね～、なに早トチリしてんのよ？　あたしよ、あたし！」

　倒れたルスカに対し、メルティアの声せい帯たいを借りたユピテルが声を発した。

「そ、その声は──するとこの銀色の奴が、おまえと融ゆう合ごうしたメルティア!?」

　異術師の若者は尻しり餅もちをついたまま、啞あ然ぜんとして垂たれ気ぎ味みの三さん白ぱく眼がんを瞠った。

「詳くわしい話はあと！　そんなコトより、早くレベッカを診みてあげて。同じソシエタスの仲間なんでしょ？」

「へ!?　あ、ああ……」

　いわれてようやく気づいたのか。俯せになってぐったりした特捜官の少女に這はい寄り、しばらく傷の具合を確かめていたが──。

「だ、駄だ目めだ──とてもボクの手には負えない！」

　五分と経たたぬうちに匙さじを投げた。

「何でよ!?　監察局の研修で、応急医療くらい習ってるんでしょ！」

「肋ろつ骨こつが四、五本折れて、たぶん内臓も破裂してる……今すぐ手術しなけりゃ、とてもじゃないが助からないよ！」

「そんな……！」

「──どけ。小こ僧ぞう」

　それまでユピテルに喋しやべらせていたメルティアが、ふいに口を開いた。

　いきなり彼女の声こわ音ねが変わったことに仰天するルスカを無む造ぞう作さに押しのけ、レベッカの傍らまで歩み寄って片かた膝ひざをつく。

「〝エウリディケ〟でのことを憶えているか？　あそこで使った生命気プネウマを、また試ためしてみよう」

〈艦長のエルヴァンさんに施ほどこしたやつね。効きき目があるかしら？〉

「さあな。あの後、あの男が本当に助かったのかどうかも知らんからな。しかし──」

　銀色の女は瀕ひん死しの少女を慎しん重ちように抱き起こし、母親が我わが子を抱ほう擁ようするような姿勢で上体を密着させた。

「この娘が、ラッセルを守ろうとして傷を負おったのなら……死なせるわけにはいかない」

　メルティアの体表が青白い燐りん光こうを放ち、淡い光は抱き締めたレベッカの身体を繭まゆのように優しく包み込んだ。

（生命気治療──エーテルを生命エネルギーに変換して送り込んでるのか!?）

　呆ぼう然ぜんとして眺ながめるルスカの目前で──レベッカの肩から流れ出していた出血が止まり、苦しげに歪ゆがんでいた表情が見る間に和やわらいでいく。

「う、噓うそだろ……？」

　ソシエタスの異術師の中でもエーテル応用の医療技術をマスターした者は少なくないが、その多くは患者の免めん疫えき機き構こうを活性化させて傷の回復を早めるなど、補助的な治療法でしかない。しかし、たった今メルティアから生命気を吹き込まれたレベッカの身体は、奇き跡せきのごとく急速に負ふ傷しようが癒いえているのだ。

「──おい、小僧！」

　唐とう突とつにメルティアに呼びかけられ、ルスカはぎょっとしたように後ずさった。

「この娘、貴き様さまの仲間なのだろう？」

「ま、まあ一応は……」

「なら……後は、任まかせる」

　ヒト型擬獣の身体がひときわ目ま映ばゆい光こう芒ぼうを放ったかと思うと──次の瞬間にはユピテルの姿に戻り、すっかり傷の回復したレベッカを抱き締めたままどさっと床に倒れた。

「──!?」

　生命気治療に手持ちのエーテルを使い切ったのか──メルティアは再び封印容器の中に還かえり、残されたユピテルはレベッカと共に、心地よさそうな寝息を立てて眠り込んでいる。

　その場に立っているのはルスカ一人だけとなった。

「任せる、っていわれても……」

　つい一時間ほど前、ユピテル救出のため組織の兵器工場に突入した他の仲間たち──傭よう兵へいアルノー、アビス教の司祭フェルゼン、そしてルスカの部下フリッツ──は、それぞれが傷を負って工場の庭に横たわっている。

「──ボク独ひとりで、いったいどうしろってんだよぉ？」

　若い異術師は肩を竦すくめ、途と方ほうに暮れたようにつぶやいた。








第１章　地の底から来る者









（あ～あ、もうすぐ王都かあ……戻ってきたんだ、あたし）

　馬車の窓硝子ガラスに片かた頰ほおを押しつけ外の光景を見やりながら、ユピテルはさしたる感かん慨がいを抱いだくこともなく、ただ見たままの感想を胸の裡うちに洩もらした。

　彼女の生まれ育った街、ヴァリシニア王国の都モラックスの街並みは未いまだ影すら見えないが、進行方向にあたる小高い丘の稜りよう線せんからは、既すでに王都圏に入った事実を示す明らかな証拠が姿を現しつつあった。

　鉄骨を組み合わせて建造された、高さ五十メートルの鉄塔──一基だけではない。

　それらはおよそ二百メートルの間隔をおいて建ち並び、鉄塔同士の間には数十本の細い金属線が張り渡されている。その眺ながめは見ようによっては巨鳥を捕とらえる霞かすみ網あみのようでもあるし、また巨人を閉じこめる檻おりのようでもある。

　ユピテル自身が肉眼で確かめたわけではないが、同様の鉄塔群が円を描くようにして王都の周囲を巡っていることは、王都に住む者にとっては周知の事実である。

　だから、現在彼女たちが便びん乗じようしている交易商人の輸送馬車があの鉄塔の下をくぐって進み続ければ、いずれ地平線の彼方かなたに懐なつかしい王都の街並みが姿を現すはずであった。

「モラックス名物の環かん状じよう防ぼう護ご結けつ界かいか──久しぶりだな」

　隣となりに座すわっているアルノーが声をかけてきた。

　妙みように鋭するどい目つきを別にすれば、まあ端たん正せいといってよい顔立ちの若者である。濃緑色の薄うす汚よごれた野戦服と頭部に巻かれた真新しい包ほう帯たいという取り合わせは、あたかも戦場から帰き還かんした負ふ傷しよう兵へいのようにも見えた。

　忘れられた町ファティムにおける〝黒い太陽ソル・ニゲル〟との対決から、およそ二週間──。

　現地で知り合った機械職人の老人、グラソルの家に逗とう留りゆうして闘たたかいの傷を癒いやしたアルノーとユピテルは、ミザリアの森を出た後、いくつかの馬車を乗り継つぎながら一いち路ろ王都モラックスを目め指ざしている。

　本来は貨物を輸送するための大型馬車の後部に連結された即席の客車には、やはり王都のソシエタス本部に帰還するソシエタスのエージェントたち──レベッカとルスカ、及びフリッツが乗り合わせていた。

　ただし、ファティムで共に闘ったアビス教会の司祭、フェルゼンとカティーナの姿はない。
















〝黒い太陽ソル・ニゲル〟の疑ぎ似じ人にん間げんスパルトイの戦せん闘とう異い術じゆつ──光の元素を集束した強力な熱線──を浴びたフェルゼンのダメージは小さくなかった。幸い命に別状はなく数日で起きあがれるくらいには回復していたが、大事をとって現在もファティムに留とどまり、カティーナの看護を受けながら総主教府からの迎えを待っているはずであった。

「確か──あの金属線の中にエーテルだか何だかを流し込んで、擬ぎ獣じゆう除よけにしてるんだっけ？」

「違うわよ。ソシエタス本部の敷地内にある大規模抽出装置からエーテルを送ってるのは確かだけど、あの伝導線にエーテルそのものを流してるわけじゃないわ。郊外にある変換炉を使って擬獣の嫌う特殊な波動を発生させてるのよ」

　そこまで説明しかけて、ユピテルは意外そうにアルノーの顔を見た。

「あれ？　あんたもこっちの生まれだったの？」

「俺の生まれ故郷は、西の方にある貴族領サトルナスさ。……まあ、王都にいたこともあるけどな。つい何年か前までは」

「えーっ？　なによぉ、ソレ!?」

　異術師の少女は驚いたように叫さけび、ついで不服そうに頰ほおを膨ふくらませた。

「アルノーってば、そんなこと一ひと言ことも教えてくれなかったじゃないの！　もう何か月だかの間、ず～っと一いつ緒しよに旅してるのにさっ」

「べ、別に隠してたわけじゃねーよ。おまえさんが、聞かなかっただけで……いてっ」

　若者は気まずそうに頭を搔かこうとして──傷口の痛みに顔をしかめ、慌あわてて手を降ろした。

「懲こりないわねー。今日はこれで三度目よぉ」

「……しょーがねーだろっ、クセなんだから。だいたいユピテル、おまえちっとは嬉うれしそうな顔しろよ。久しぶりで、懐かしの我わが家に帰るんだろ？」

「あたし、家に帰るつもりなんかないよ」

　わずかにむっとしたような顔で、ユピテルは答えた。

「王都に来たのは、ソシエタスの本部に用事があるからよ。あそこに行けば誘ゆう拐かいされたラッセルを捜さがす手がかりがあるっていうから──でしょー、レベッカ？」

「確かに……ラッセル君の身み柄がらを押さえた彼らが、ソシエタスの理事会に対してなんらかの要求をつきつけてくる可能性は高いわ」

　向かいに座ったレベッカがうなずいた。

「──そのためには、王都にいた方が最新の情報を入にゆう手しゆしやすいってこと。もっとも、テロリストたちの動向はソシエタス内部でも最高レベルの機密事項だから……保安局の本部に出しゆつ頭とうして、私の直属上司であるマイアー二課長の許可を貰もらう必要があるけどね」

「めんどくさいのねー。それじゃ王宮や自治都市のお役人と変わんないじゃない」

「そんなものよ、仕事なんて。対テロ特とく捜そう官かんっていっても、普段の業務はデスクワークや地じ道みちな聞き込みが殆ほとんどですからね。ふふ……」

　ちょっと疲れたような微び苦く笑しようを浮かべるレベッカだったが、ふと真ま顔がおに戻ると

「でも、奴らの新しい拠きよ点てんさえつかめれば──あの子は、必ず助け出すわ。私の命に代かえても……」

「やめてったらー、もうっ。何度もいってるでしょ？　弟のことで、あんたには何の責任もないって！」

「はん、果たしてそうかな？　危険な現場にあのボウヤを連れ込んだのはレベッカ、君なんだぜ？　ボクらは止めたのに……」

「るさいわねーっ！　あんた黙っててよ！」

　客室後部の長なが椅い子すにふてぶてしく座ったルスカを、ユピテルは眉まゆをつり上げて睨にらんだ。

「だいたい、何だってあんたとフリッツがついてくるの？　あんたたち監かん察さつ官かんの仕事は、ゼルファナスの〝遺産〟を捜すことなんでしょー？」

「仕方ないだろ？　レベッカと一緒に王都のソシエタス本部に戻って、今回の任務について詳しよう細さいを報告しろって命令なんだから！」

「あっそ？　それじゃー本部に着いたらそこでお別れね☆　ばっはは～い」

「ちっ──勝手にしろい！」

　ふてくされたようにそっぽを向いたルスカだったが──ポケットから出した懐かい中ちゆう時ど計けいにチラリと視線を走らせると、

「おい、今どのへんだ？」

　隣に座っている部下のフリッツに、何なに気げない口くち振ぶりで尋ねた。

「へい。ようよう防護結界の鉄塔も見えてきやしたから……あと一時間もすりゃ、ポーリスの検問所に着きやすな」

「ふふん。ポーリスといえば、事実上モラックスの南の玄関口といってもいい町だ。──今夜は王都の夜景でも見ながら、のんびり辺へん境きよう任務の埃ほこりを落とせるというわけだね」

「へ、へい……まったくで」

　追つい従しようまじりに相づちをうつフリッツは、頰のこけた険けん相そうを黒硝子の眼め鏡がねで隠したいかにもガラの悪い大男だ。しかし今は気分が優すぐれないのか、その顔色は青ざめ、額ひたいにはうっすら汗すら滲にじんでいる。

「──ちっ」

　ルスカは軽く舌を打ち、手下の耳元に顔を寄せて小声で囁ささやいた。

（馬ば鹿か、ソワソワするな。あいつらに感づかれたらどうするつもりだ!?）

（そのぉ、ルスカ様──マジでやらかす気ですかい？）

（決まってるだろ？　この計画はエーテル通信で伯お父じ貴きにお伺うかがいを立てて、とうに承認を貰ってるんだから！）

（し、しかし……いくら何でも、理事長のお嬢様を……）

（そのことは、もう何度も説明したろ？　あいつはユピテルなんかじゃない、ユピテルの皮を被かぶったヒト型擬獣メルティアだって）

（そ、そいつは、まあ）

　既に、手はずは整ととのっている。

　あと一時間もすれば、馬車は王都の郊外にある小さな町ポーリスに入るだろう。そこには擬獣捕ほ獲かく用ようの装備を整えた監察局の特務部隊が待たい機きし、速すみやかにユピテル──いやヒト型擬獣メルティアの身柄を拘こう束そくする段取りになっていた。麻ま酔すい弾だんで狙そ撃げきして眠らせ、その後は中央本部の研究施設に連行し、有う無むを言わせず徹底的な生体検査を行う。

　このことは同じソシエタスの人間でもレベッカには知らされていない。表向きは理事会命令の形をとっているが、実質的には監察局の独どく断だん専せん行こう──もちろん、理事長シュレディングさえ知らないはずだ。

（ホモ・ファルサスと融ゆう合ごうした物的証拠を挙あげちまえば、理事長閣かつ下かといえども娘を庇かばうわけにはいかないだろ。ユピテルは研究施設に送られ、ボクらはソシエタスの英雄として賞しよう賛さんを浴びるってわけさ）

「何やってんのよ？　男同士でこそこそ話しこんじゃってさー」

　ただならぬ気け配はいを感じ取ったのか──ユピテルが怪け訝げんそうに声をかける。

「あ！　さてはあんたたち、ゲイのカップルね？　危険と隣り合わせの任務の中で、ついに越えてはいけない一線を越えてしまったのね!?　いや～ん！　でもちょっとステキ♡」

「勝手なストーリーをでっち上げないでくれっ!!　だいいち失敬だろ!?　たとえ男だん色しよくに走るとしても、ボクだって好みがあるよ！」

「ルスカさま、その言い方ってあんまり……」

　泣きそうな声で抗議するフリッツはこの際無視し、ルスカはじっと物思いに耽ふけった。

（ふっ。今のユピテルの中身が人か擬獣かなんてのは、この際どーだっていいコトさ。何にせよ、今度という今度は積せき年ねんの恨うらみを百倍千倍、いーや万倍にして──）

「くけけけけけけけけっ!!」

　突とつ如じよヒステリックに笑い出したルスカを、そばにいたアルノーとレベッカが薄気味悪そうに注視する──が、すぐ何事もなかったかのように無視して目を逸そらした。

　短いつきあいとはいえ、彼らもルスカの人間性はおおかた把は握あくしていたし、同時に相手にする気力を喪そう失しつしていた。ロクでもないことを企たくらんでいる──ということは充分察しがつくのだが、それがあまりに恒こう常じよう的てきなので、もはや本気で注意を払う気にもなれないのだ。

　アルノーは再びユピテルの方に向き直った。

「それはともかくな──やっぱり家には顔くらい出しとけよ。親父おやじさんだって心配してるだろ？」

「そんな暇ひまないもーん。あたし、これから弟のこと捜さがさなくちゃならないんだから──おっと、あたしとメルティアでね☆」

　澄すまし顔でいいながら、ユピテルは首に掛かかったペンダントを大たい切せつそうに撫なでた。凝こった透すかし彫りの施ほどこされた銀製の首飾り──その中央には、親指の先ほどの大きさを持つ銀色の球体がはめ込まれている。

　ファティムの町で〝黒い太陽ソル・ニゲル〟に捕とらわれた際、メルティアのエーテル体はユピテルの体内から強制分離され、特殊な容器の中に封じ込められた。その後奪い返した封印容器を、同じファティムで知り合った機械職人の老人グラソルに依い頼らいして、携けい帯たいに便利な形に加工して貰ったのだ。

　仮の〝器うつわ〟に封じられたメルティアの意識は今のところ沈黙しているが、ブラウスの胸元を飾る銀色の封印容器は、少女の言葉に同意を示すかのようにキラキラと陽光を反射していた。

「……それでも、帰ってやれよ。ラッセルのことも正直に話せ。あの子はおまえの弟かもしれないけど、同時に親父さんの息子でもあるんだから」

「ラッセルのこと息子だなんて思ってないわよ、あいつは！　でなけりゃ、弟を養子に出そうなんて考えるわけないでしょ！」

「でもなぁ、親父さんには親父さんなりの考えが……」

「偉えらそうに説教ぶたないでったら！　あんたに何が判わかるのよ!?　赤の他人のくせに！」

　そう怒ど鳴なるなり、ユピテルは勢い良く席から立ち上がった。

「父さんの手なんか借りない！　弟は、ラッセルはあたしらが助け出すわよ！──うるさいわねっ、何がおかしーのよ!?」

　ぼすっ。「ぶきゃっ!?」

　依い然ぜんとしてけたたましく笑い続けるルスカの鳩尾みぞおちに蹴けりを入れて黙らせると、ユピテルは乱暴に床ゆか板いたを踏み鳴らしながら客車の後部にあるデッキの方に出ていった。

（赤の他人か……そーだよなあ、いわれてみれば。今まで、ただ何となく一いつ緒しよに旅してたってだけで……）

　ため息をついて視線をレベッカに移すと、特捜官の少女は複雑な表情で床に視線を落としていた。

「彼女が、羨うらやましいわ……私には、ああやって反抗できる両親がいないから」

「そう思うんなら、あんたからも何かいってやれよ」

「いってあげたいけどね──できないのよ。私たち保安二課はソシエタス幹部メンバーの家族に関する情報を握っているけど、特別な命令を受けない限り、彼らの私生活には一いつ切さい干かん渉しようできない決まりになってるから」

「ふうん……苦労が絶えないな、あんたがたも」

　ガクンッ──車両が大きく前後に揺れ、馬車が急制動をかけた震動を車内に伝えた。

「検問かな？──にしちゃ早いな。王都に着くのはまだ一時間近く先のはずだけど」

　何気なく窓の外を見やったアルノーは、そこで眉をひそめた。

　馬車が止まったのは、王都へと至る広い街道の真ん中だった。

　街道の脇わきになだらかに広がる平野の向こう──百メートルほど離れた先に、馬車と並へい行こうする形で数台の車両が停車している。

　馬車ではない。エーテル機関によって自走する機械駆く動どうの車──しかも、頑がん強きような装そう甲こうに身を包む軍用車両のシルエットであった。

「──戦車？」

「陸上近この衛え隊たいの重戦車、通称〝ティグリス〟ね……去年から量産が始まった新兵器だわ。王おう宮きゆうの部隊が、こんな所で何をやってるのかしら？」

　アルノーの背はい後ごから車しや窓そうを覗のぞいたレベッカが、訝いぶかしげにいった。

「演習か？　にしても、何だってこんな街道のそばで──」

　言葉の途中で、アルノーは口を噤つぐんだ。

　縦列を組んで停車した戦車部隊の砲ほう塔とうが一いつ斉せいに旋回し、制退器を装着した内径八八ミリの砲口を馬車の方に向けたからである。

　キューポラから半身を乗り出した戦車長が、無表情でこちらを睨み付けていた。

「……囲まれてるわね」

　戦車部隊の後方には、履り帯たいの上に長方形の筐はこを載のせたような形の装甲兵員輸送車の列が続いていた。後部のドアが開くと同時に小隊単位の歩兵がバラバラと飛び降り、短機関銃を携たずさえて馬車の方に駆け寄ってくる。

　兵士たちの制服は、やはり近衛隊の陸上部隊──ソシエタスを別にすれば、このヴァリシニア国内で最も優れた近代装備を誇る正規軍であった。

「いちおう聞いとくが……こいつは、ソシエタスの差し金かい？」

「覚えにないわね。少なくとも、私には……」

　レベッカは振り返り、背後にいたルスカを冷ややかに睨んだ。

「な、何だよ、その目は!?　濡ぬれ衣ぎぬだ！　ボクだって、こんな話聞いてないよ!!」

　ルスカの困こん惑わくぶりは、あながち演技とばかりは言い切れなかった。

　伯父ゾシモスと計はかり、ユピテル／メルティアの捕獲を目論んだのは事実だ。だがそれはソシエタスの監察局によって、あくまで隠おん密みつのうちに実施されるはずであり、こんなに早く──しかも王宮の部隊が乗り出してくるとは彼にとっても予想外の事態であった。

（いったい何を考えてるんだ伯父貴は？　全然、打ち合わせと違うじゃないか！）

　激しい爆音が頭上を通過し、馬車の天てん蓋がいをビリビリと震動させた。

「飛行機まで繰り出してきやがったか……ったく、大げさな連中だぜっ」

「アルノー！　レベッカ！　外に戦車が──！」

　客室の扉とびらが開き、デッキにいたユピテルが慌あわてた様よう子すで飛び込んできた。見晴らしの良いデッキからは、当然外の状じよう況きようも見えていたに違いない。ただ口くち喧げん嘩かの直後だけに、なかなか客室に戻り辛づらかったのだろう。

「判わかってる。落ち着け」

「ね、アルノー……その、さっきのことだけど……」

「『本気じゃなかった』──だろ？」

　気まずそうに口ごもるユピテルの頭にぽんと手を置き、アルノーは優しく笑った。

「バーカ、判ってるって。いったい何か月一緒に旅してんだよ？」

「え、えへ……」

　頰を赤らめ、照れくさそうに頰を搔くユピテルだったが、すぐ思い出したようにルスカを睨み付け、

「ちょっと、これってどーゆーコトよ!?　あんた、また何かしょーもない悪わる巧だくみしてるんじゃないの？」

「失しつ敬けいな！　ユピテル、おまえまでボクを疑うのか？　哀かなしいよ！　仮にも元クラスメートだろう!?」

「……ホントにホント？　その言葉、信じていーのね!?」

「当然だろう！　おまえとメルティアはボクら監察局の獲え物ものさ。みすみす王宮の連中なんかに渡してたまるか！」

「やっぱり裏切ってるじゃないのーっ!!」

　グゥワッシャバ──ン!!

　戦闘異術の雷らい撃げきがルスカを打ち据すえ客室の端はしまで弾はじき飛ばす。

「わーっ、ルスカ様!?」

　フリッツが慌てて駆け寄るが、他の仲間たちはもはや見向きもしなかった。

　ガンッガンッ！　馬車の側面を、外部から銃じゆう床しようで殴なぐりつける激しい音。

　ついで野の太ぶとい兵士の声が響いた。

「聞こえるか!?　馬車の中にいる者、全員出てこい!!」

「ひとまず……あちらさんの言い分を、聞いてやるとするか」

　ボソリとつぶやくと、傭よう兵へいの若者は腰のホルスターから引き抜いた突撃拳銃に、対戦車用の成せい形けい炸さく薬やく弾だんを装そう塡てんした。

「アルノー……」

「この場は、俺とレベッカで何とかする。だから、おまえは──メルティアを抑おさえてろよ。いいな？」

「──！」

　半なかば反射的に、ユピテルは封印容器のペンダントに手をやった。

「彼のいう通りよ、ユピテルさん。もし〝彼女〟が近衛隊の兵士を傷つけるようなことがあれば──私もアルノーも、もう貴方あなたたちを庇いきれなくなるわ」

「う、うん……分かったよ」

　ペンダントを握りしめ、こくんと頷うなずくユピテル。

「おいっ、グズグズするなっ！　抵抗は無む駄だだぞ、この馬車は完全に包ほう囲いされている！」

　再び、銃床が馬車の側面を叩く。

「うふふ、ワンパターンのセリフね。保安局の訓練で、私もいわされたものだわ」

「ちっ、せっかちな連中だぜ。──そろそろ、行ってやるか」




　馬車の外には既に他の乗員──馬車のオーナーである交易商人や馭ぎよ者しやたちが引きずり出され、兵士たちの突きつける銃じゆう口こうを前にすっかり蒼あおくなっていた。

　ユピテル一行に馬車の一部を貸しただけで、他の事情は一いつ切さい知らされていない彼らにしてみれば、ただひたすら迷惑な話であろう。

　アルノーとレベッカ、そしてユピテルの三人がタラップをおりて車外に現れると、兵士たちは緊張した面おももちで銃を構え直した。続いて半ば失しつ神しん状態のルスカがフリッツの肩を借りてよろよろ降りてきたが、こちらには視線を向ける者すらいなかった。

「ソシエタス保安局二課の特捜官、レベッカ・ラシュタールよ！」

　最初に口を開いたのはレベッカだった。革ジャンパーのポケットから取り出した身分証を掲かかげ、兵士たちに向かって大おお股またに歩み寄っていく。

「国王の紋章を戴いただく近衛隊が、強ごう盗とうまがいのやり方で民間馬車の進行を妨害する以上、それなりの理由があるはずよね？　説明してもらうわよ」

　兵士たちの間に、明らかな動揺が生じた。

　ソシエタス理事会と王宮との取り決めにより、保安局の特捜官は王都警けい邏ら隊たいの警部に準ずる職権が与えられている。軍隊でいえば中隊長に等しい。

「わ、我々は上からの命令で……ただ、この馬車の乗客の身柄を確保するようにと……」

　まだ少女といってよい年齢の特捜官に毅き然ぜんとした態度で詰め寄られ、現場の指揮を執とっていた二十代半ばの小隊長はやや戸と惑まどい気味に答えた。

「なら、貴方がたの指揮官は誰？　直接会って、事情を聞きたいわ！」

「しかし……それは……」

「もういいよ小隊長。彼女とは、私が話をつけよう」

　声と共に──。

　兵士たちの背後から、明らかに文ぶん民みんと思われる二人の男たちが姿を現した。

「ご苦労だったな、ラシュタール特捜官」

　二人の人物の一方──やや小太りの体格に灰色のトレンチコートを羽は織おった中年の男が、先に声をかけてきた。白しら髪が混まじりの髪を短く刈り込んだ額ひたいに、正規の異い術じゆつ師しであることを示す〝タブレット〟が埋め込まれている。

「課長!?」

　レベッカは驚きに目を瞠みはり、身分証を掲げた左手を降ろした。

「ファティムでの任務遂すい行こう中に負傷したと聞いたが──その元気なら心配なさそうだな。安心したぞ」

「どういうことです、これは!?　そ、それに、そちらの方は……」

「ああ、こちらは──」

「あーっ！」「わーっ!?」

　レベッカの背後に立っていたユピテルとルスカが、殆ほとんど同時に大声を上げた。二人はトレンチコートの男には全く見覚えはなかったが、一緒に現れたもう一人の人物──その男もまた異術師だった──には面識があったからだ。

　ひょろりとした瘦そう身しん。病院の医師を思わせる、丈の長い白衣。

　中性的といっていいほど整ととのった顔立ちだが、病弱そうに廋やせこけた頰と青白い顔色のためか、どこか真昼の幽霊のような妖あやしげな雰囲気をまとった人物である。

「噓うそだ！　な、何だってあんたがこんな所に……!?」

　いくぶん上うわ擦ずった、殆ほとんど悲ひ鳴めいのような声でルスカが叫んだ。

「随ずい分ぶんないわれようですねえ～。折せつ角かく、迎むかえに来てあげたのに」

　ソシエタス副理事長、ジルクリスト・ホーエンハイムはつまらなそうにいった後、おもむろに懐ふところから取り出したハンカチを口に当てて咳せき込んだ。

「ごほごほっげふぉ……ああ、いやだ。この季節は空気が埃ほこりっぽくて……」

　気を取り直したようにユピテルに視線を移し、

「あ、ご無ぶ沙さ汰たしております、ユピテルお嬢様。相変わらず、お元気そうでなによりですねえ」

「ジルクリスト先生も、相変わらず……虚きよ弱じやくなのねえ」

「俗に『病やまい上じよう手ずの死に下べ手た』と申しまして──これが、私の元気な状態なのでございます。お気き遣づかいなく」

「ふ～ん。まあ身体からだは大事にしてよね……ところで、あたしも聞きたいな。何で先生がこんなトコに来たの？」

「ファティムでの一件について、そちらのルスカ君から報告がありましてね。監察官としての任務中に、偶然出くわした理事長令嬢を保護したと」

「やっぱり、あんたが告げ口してたのねー……」

　じろり、と横目でルスカを睨む。

「ちょっと待て！　ボ、ボクは伯父さんに──監察局のゾシモス閣かつ下かに報告したんだぞ!?　メルティアの捕獲だって、監察局の特務部隊があたるはずだったんだ！　なのに、何だってあんたが近衛隊と──」

　そこまでいいかけて、ルスカは口を噤つぐんだ。

　訊きくまでもない。副理事長がソシエタス内部に張り巡らしたと噂うわさされる情報網に、今回の監察局の動向が察さつ知ちされたのだ。

　理事長の娘を拉ら致ち監かん禁きん、強制的に生体検査する──理由はどうあれ、先に事実が知れればソシエタスに対する反逆行為と断定されても文句は言えない。

　ふと悪お寒かんを感じて目を上げると──副理事長の青白い貌かおが、幽ゆう鬼きのようにじっとこちらを見つめていた。

「あの……副理事長……閣下？」

「はい。なにか？」

「おじ──いえゾシモス閣下は……」

「さあ？　何でも急な用件ができたとかで……代わりに私が、こうしてお嬢様をお迎えにあがったしだいです」

「………」

　心の中で何かが崩くずれ落ちていく音を聞きながら、ルスカはへなへなとその場にしゃがみ込んだ。

（あ、あのハゲ──ボクを見捨てて知らん顔を決め込みやがった！　終わりだ……もう、何もかも）

「あらら？　どーしたのルスカ？　貧血？」

　いまいち状況を理解していないユピテルが不思議そうに指先でつついたが、真っ白な灰となって燃え尽きたルスカには、もう何も見えない。聞こえない。彼女の言葉が理解できない。

「まあ、防護結界の外は何かと物ぶつ騒そうですしね。私、これでも王宮の方にはいささか顔が利ききますので──近衛隊の皆さんにご同行を願ったのです」

「だからって、戦車や飛行機まで連れてくることないと思うけど……」

「閣下。あの、そろそろ……」

「おっと、そうでしたね──ささ、どうぞどうぞ。そちらのお仕事から、お先に」

　トレンチコートの異術師から何事かをせかされたジルクリストは、どちらが上役か判断に苦しむような低姿勢で手を振ると、滑すべるような足取りで後方にさがった。

「……お初にお目にかかる。ソシエタス保安局第二課長、マイアーだ」

　男がそういって右手を差し出した相手は、ユピテルでもレベッカでも、もちろんルスカでもなかった。

「………」

「おっと失敬。騎き士しは剣を持つ右手を、容易たやすく他人に預あずけないのだったね──私としたことが」

「……アルノー・ヴェルヌーブだ」

　数秒の沈黙。

　マイアーはばつの悪そうな微笑を浮かべ、おどけた仕し草ぐさで両手を広げた。

「驚いたな……まさか、偽ぎ名めいも使わずに潜せん伏ぷくしていたとは」

「別に逃げ回ってたわけじゃねえよ。おたくらの来るのが、遅すぎただけさ」

「それは失礼した。何しろこの三年間、我々は専もつぱら〝黒い太陽ソル・ニゲル〟のテロ対策に全力を傾かたむけていたものでね。とても、君らのことまで手が回らなかったのだよ」

「へっ。おかげで、こちとら待ちくたびれたぜ」

「潜伏？　逃げ回る？　何のことよ……アルノー、あんたいったい何の話してんのよ？」

　二人の男の間に漂ただようただならぬ気け配はいを察したユピテルが、ルスカにかまうのを止やめて不安そうに話に割って入った。

「理事長閣下のお嬢様ですな？　お気の毒ですが、この男は──」

「おい、おっさん！　この子のことは関係ねえ。さっさと話を済ませろ」

「……了解した」

　マイアーは頷うなずくと、懐から取り出した紙片を広げ、アルノーの目の前に突きつけた。

「元王国騎士団特殊狙そ撃げき中隊〝白い旅団ブリガーテ・アルベド〟メンバー、狙撃騎士アルノー・ヴェルヌーブ。現時刻をもって君の身柄を拘束する。容疑は反逆罪。国王陛へい下か、並びにソシエタス理事長クレヴィン・シュレディング閣下の暗殺未み遂すい」

「──!?」

「俺は、騎士なんかじゃねーよ。ただの契約傭兵……薄うす汚ぎたない戦争屋さ」

　アルノーは自じ嘲ちようめいたつぶやきを洩らすと、顔を上げ王都の方角を見やった。

「だが、それ以外の罪ざい状じようは全部事実だ……この場で認める」

「アル……！」

「どうやら、手て錠じようの必要はなさそうだな」

　逮たい捕ほ令れい状じようを丁てい寧ねいに畳み直してしまい込むと、マイアーは深々とため息をついた。

「君のような男をテロリストとして逮捕しなければならないことを、心から残念に思うよ。君なら、きっと素す晴ばらしい騎士になれただろうに」

「……もう、どうだっていいことさ。さあ、いこーぜ」

「待ってよ！　これって何の冗じよう談だんよ──アルノーがテロリストですって!?　ちょっとそこのオジサン！　あんまり寝ぼけたことぬかすと、あたし許さないわよ!!」

「お待ちなさい、お嬢様」

　大声を上げて駆け寄ろうとしたユピテルを、背はい後ごからジルクリストが押しとどめた。

「貴方は、私と一緒にソシエタス本部に同行して頂きますよ……色々と伺うかがいたいこともございますし」

「！　放してったら──って、あれれ？」

　副理事長の細腕を払い除のけようとしたユピテルは、突然手足が硬直し、金かな縛しばりにあったようにその場に釘くぎ付づけになった。

　身体からだだけではない。戦闘異術のためにエーテルを抽ちゆう出しゆつしようとしても、まるで額の〝タブレット〟に弱電流を流された時のように、精神の集中が利きかなかった。

「な、ナンなのよぉ、これ……」

「お忘れですか？　私の本職は、医者なのですよ」

　女性のように細く白い指先が、ユピテルの右肩をしっかり摑つかんで離さない。相変わらず陰いんにこもったジルクリストの声が、耳のすぐそばで囁いた。

「人体に存在する無数のツボ……その中の幾つかをうまく刺激しますと、これこの通り。薬物の類たぐいを使わずとも、麻ま酔すいと同様の効果が得られるわけでございます」

（ち、力が……入らない……よぉ）

　薄れていく視界の中で──アルノーの野戦服が遠ざかっていく。装甲車の手前でふと立ち止まり、ユピテルの方を心配そうに見やったが──マイアーに促うながされ、間もなく車内に乗り込んでいった。

（行かないで……連れてっちゃやだ……こんなの、こんなのあんまりよ……！）

〈ちょっと眠っている間に、えらく面めん倒どうなことになっているな、小娘？〉

　朦もう朧ろうとした意識の底から──突然、ひどく明めい瞭りようなもう一つの〝意志〟が語りかけてきた。

〈メルティア!?　バカぁ！　起きてるなら、見けん物ぶつしてないで何とかなさいよっ！〉

〈手を貸すのは、別に構わんけどな──〉

　──ほんの僅わずかな沈黙。

〈かなり手て強ごわいぞ、このジルクリストとかいう男は。人間だからといって、ルスカのように〝手て加か減げん〟はできんな──こちらも殺す気でかからねば危あぶない〉

〈……!!〉

　これには、さすがのユピテルも激しく動揺した。

〈殺すだなんて──冗談じゃないわ！　あんた、あたしの記憶が読めるなら知ってるでしょ!?　ジルクリスト先生が、あたしにとってどういう人か！〉

〈ああ、よく知っているさ。シュレディング家の元主しゆ治じ医いで、おまえとラッセルが小さい頃からの家庭教師。──父親やニコラウスを別にすれば、もっとも頼りにしてきた大人というところかな〉

〈それが、判わかってて──〉

〈だから、おまえに選べといっている。このままアルノーを行かせるのか、それとも副理事長と闘たたかうか？〉

〈そ、それは……〉

　決断を下そうにも、ユピテルの意識そのものがひどく混こん濁だくし、入れ替わるようにしてメルティアの闘争本能がじわじわと顕けん在ざい化かしていく。

〈待って！　ダメよメルティア、今あんたが出てきたら──！〉

　ふいに──肩を摑んでいた、ジルクリストの片手の感覚が消しよう失しつした。

（──え？）

　五体の自由が戻った──と思った瞬間、ユピテルの小さな身体は宙ちゆうに跳はね上げられ、すぐ地面に叩たたきつけられていた。

「いった～～い！　いくら何でも、投げ飛ばすことないじゃない!?」

　しかし、それが見当違いの抗議であることはすぐに判った。そばにいたジルクリストも、レベッカも、そして近衛隊の兵士たちも──自分と同様に尻餅をつき、あ然とした表情で周囲を見回していたからだ。

「ど、どういうこと……？」

　ユピテルの疑問に答えるかのように、再び大地が激しく揺れ始めた。

「じ、地震だーっ!!」

　兵士の一人が地面に這はいつくばって叫さけんだ。

　大地の下から文字通り突き上げてくる直ちよつ下か型がたの激震に馬車が横おう転てんし、重戦車の懸けん架か装置がギシギシ音を立てて軋きしむ。

「妙みようだわ、この地震──地面の下を、何かが移動しているみたい」

　地面に伏せたままの姿勢で、レベッカがつぶやいたとき。

　突然、数百メートルほど先の地表が大きく盛り上がり、次の瞬間には大量の土ど砂しやを跳ね上げながら巨大な黒い影が姿を現した。

「大型擬獣ですか……まさか、防護結界のすぐ近くに？」

　さすがに取り乱しはしなかったものの、ジルクリストも驚きは隠せない様よう子すである。

　だが、それは紛まぎれもなく地底から出現した大型擬獣に他ほかならなかった。

　大きい。一般に大型といわれる陸りく棲せい型擬獣の平均体重は百～三百トンだが、あの擬獣の場合は優ゆうに千トンを超えているだろう。

　地中の生活に対応したのか後あと肢あしはほぼ退化し、鰭ひれ状の前肢を踏ん張って地上に這い出てきた全身の体型は、どこか北の海に棲すむ海豹あざらしを思わせる。ただしあまりの巨大さゆえに目鼻の位置すら定かでなく、体表面を太く短い棘とげ状突起でびっしり覆おおった凶きよう暴ぼうなフォルムは、海かい棲せい哺ほ乳にゆう類るいのユーモラスな姿とはほど遠いものであった。

「ジ、ジオドラゴン……」「ジオドラゴンだ……」

　何人かの兵士が、怯おびえたような表情で擬獣の名を口にした。あたかも魔王か魔ま神じんの顕けん現げんを目まの当たりにしたかのごとき、限りない恐怖と畏おそれを込めて。

「ねー先生、あれってやっぱり……そーなの？」

「間ま違ちがいありませんね。〝大地の邪じや龍りゆう〟ジオドラゴン──空のゲリュオン、海のネトロゾーマと並ぶ三大擬獣の一頭。私も若い頃、一度だけ目撃した覚えがあります」

　白衣についた泥どろをはたき落としながら、ジルクリストがユピテルに答えた。

「でも──ジオドラゴンって、ここ二十年ばかり休眠期間に入ってたんじゃないの？　何だって、今になっていきなり復活したのかしら？　よりによって、王都の真ん前で……」

「たいへん興味深い問題ですねえ。──といっても、今はそんな悠ゆう長ちようなことはいってられない様よう子すですが……」

　ようやく我われに返った近衛隊の指揮官が、大慌てで部隊に号令をかけている。

「総員戦闘配置！　対擬獣警戒態勢とれ！」

「戦車隊前へーっ！　各車直接照準にて砲ほう撃げき開始せよ！」

　爆音が轟とどろき、十字型の黒い影が陽光を遮さえぎった。上空で哨しよう戒かい任務にあたっていた飛行機が、いちはやく擬獣の出現を察さつ知ちして旋回し、攻撃態勢に入ったのだ。

　翼よく長ちよう約十五メートル、八百馬力のエーテル機関エンジン二基を搭とう載さいしたプロペラ双そう発はつ機き。機体下部のフェアリングから槍やりのごとく突き出しているのは、戦車砲にも匹ひつ敵てきする強力な七五ミリ機関砲の砲身である。

　航空近衛隊第百四飛行隊所属の対地襲撃機〝ガーゼッタ〟──最初から対擬獣戦のみを目的に設計されたこの新しん鋭えい機きは、飛行機としては冗談のような重火力と最高四五〇km／ｈの速度を誇る、文字通り空飛ぶ重戦車と呼んでも過か言ごんでない怪物であった。

　上空から迫り来る爆音を警戒したのか──金属同士が擦こすれ合うような不快な騒音を上げ、地底擬獣ジオドラゴンの体表が総そう毛け立だった。といっても本物の体毛ではなく、全身にくまなく生はえた〝棘〟が起き上がり、一いつ斉せいに震え始めたのだ。

　襲撃機はいったんジオドラゴンの頭上を通過した後、再び旋回して地表すれすれの低高度をとった。目標を有効射程に捕とらえると同時に七五ミリ砲を連射──失速寸前の激しい反動に耐えつつ、急上昇して上空に離り脱だつ。

　その直後、展開を終えた地上の戦車部隊──主力戦車ティグリスの八八ミリ砲も一斉に火を吹き始めた。

　空と陸からの火か線せんが交こう錯さくし、擬獣の巨体のあちこちで弾だん着ちやくの火花が飛ひ散さんする。

「……効きいてませんねえ」

　ジルクリストが陰いん鬱うつな口調でつぶやいた。

「あれ、そーなの？　弾たまはあんなに当たってるじゃない」

「ご覧なさい、体表の棘が震えているでしょう？　あの棘の一つ一つが地中を掘り進むための、いわば削さく岩がん機きのような器官なのです」

「それじゃ、弾丸は全部あれに弾はじかれちゃってるのね」

「高周波震動する削さく岩がん棘きよくで岩盤を粉ふん砕さいして、地面の下を自在に泳ぎ回る怪物ですからね。並みの砲弾なんか、受けつけやしませんよ」

　急降下したガーゼッタが何度目かの反復攻撃をかけようとした時、擬獣はひときわ高い咆ほう吼こうを上げ、同時に震動を続ける削岩棘の先端から緑色の光が迸ほとばしった。

　稲いな妻ずまを束たばねたような光の鞭むちがガーゼッタの翼つばさに絡からみついたかと思うと、襲撃機の機体は空中で爆発四し散さん、黒煙の尾を長々と曳ひいて地上に墜つい落らくした。

「うわ。あれって戦闘異術!?」

「そんな高級なものじゃないですよ。おおかた棘を震動させている生体エネルギーの一部を、電プ離ラ気ズ体マとして外部に放出したのでしょう」

　なおも砲撃を続ける戦車隊を嘲あざけるように、ジオドラゴンは長い胴体をうねらせて移動を開始した。

　進行方向には鉄塔の建ち並ぶ防護結界が立ちはだかり、そしてその先には──。

「あいつ、王都に向かってるの……？」

「どうやら、そのようですねえ」

「でもでも、大だい丈じよう夫ぶよね？　防護結界があるんだし」

「さあ、どうだか……並みの大型擬獣ならいざ知らず、さすがにあのクラスの襲撃までは予よ測そくしてないですからねえ」

「それってヤバすぎじゃない！　止めなくちゃっ!!」

「──って、どちらに行かれるんです？」

　ジルクリストは素す早ばやく腕を伸ばし、擬獣に向かって走り出そうとしたユピテルの襟えり首くびをぱしっと摑つかんだ。

「あ☆　やっぱりダメ？」

「ドサクサ紛まぎれに逃げようたって、そうは参まいりませんよ」

「そんなんじゃないわよ！　あのままじゃ、擬獣が王都に……！」

「軍人さんたちに任まかせておきなさい。貴方が行って、どうなるもんでもないでしょ。

　──それとも何ですか？　お嬢様には、何か良いお考えでもあるのですか？」

「！　そ、それは……えっとお……」

「──副理事長閣下！」

　傍かたわらでことの成り行きを見守っていたレベッカが、耐えかねたように声を上げた。

「おや？　貴方、確か特捜官の……」

「わ、私からもお願いします！　ユピテルさんを行かせてあげて下さい！」

「貴方まで、何を言い出すのです？　きちんとした説明も伺わずに、理事長のお嬢様を危険な場所にやるわけには参りません」

「彼女を行かせてあげて！　さもなければ──」

「何です？　それは」

　青ざめた表情で戦闘異術の体勢をとるレベッカに、ジルクリストは薄い眉まゆをひそめた。

「おやめなさい。まかり間ま違ちがって貴方にケガなんかさせたら、後で保安局長のゲーベル理事にお詫わびしなければなりませんから」

「わ、訳わけは話せませんけど──いま王都を救えるのは、ユピテルさんだけなんです！　解わかって下さい！」

「残念ですが──訳がいえないなら、貴方とお話しすることは何もないですねえ」

「……失礼します、閣下！」

　副理事長の動きを封じるため、レベッカがやむなく放った水の疑ぎ似じ精せい霊れい──だがそれは、男が軽く上げた片手にいともたやすく絡め取られ消滅した。

「仕方ないですねえ……では、少しの間眠っていて下さいまし」

　そういうジルクリストの指先に、すっ──と細長い針状の光が浮かび上がる。

「！　先生やめてーっ!!」

　ユピテルは叫ぶなり、咄とつ嗟さに具現化させた風の疑似精霊を足元に向けて放った。

　たちまち砂嵐のような砂さ塵じんが舞い上がり、レベッカとジルクリスト、それにルスカたちをも含む半径十数メートルを覆い隠した。

「いったい何を──うぷっ!?　げほっげほごほげほっ──」

　健康な人間にとっては単なる砂すな埃ぼこりでも、虚弱体質で気管の弱い副理事長にはかなり応こたえたらしい。

　予期せぬ形で生じた一瞬のチャンスに──。

　ユピテルはその場を離れ、擬獣に向かって駆け出していた。

　途中で真っ白に燃え尽きたルスカをけ飛ばしたような気もするが、今は細こまかいことなど気にしていられない。走りながら、ペンダントに偽ぎ装そうした銀の封印容器を握りしめる。

〈聞いてたわよね、メルティア！　一働きして貰もらうわよ！〉

〈ふん。擬獣のことなど、あの男のいう通り近衛隊の連中に任せておけばよいものを〉

〈相手があのジオドラゴンじゃー、近衛隊でも荷が重すぎるわよ。それに防護結界が破壊されたら、王都は他の擬獣に対しても無防備になっちゃうわ！〉

〈人間の街の一つや二つ、消えてなくなった所で別に惜おしくもないが……〉

　ユピテルの掌てのひらの中で、メルティアの封印容器が急速に熱を帯び始めた。

〈──帰る街がなくなったら、ラッセルが可か哀わい想そうだからな〉




　大だい蛇じやのようにうねくる電プ離ラ気ズ体マの鞭むちが地表を嘗なめ、数両の戦車が同時に爆発した。

　ガーゼッタに続いてティグリス戦車隊をも沈黙させたジオドラゴンは、王都を守る最後の防衛戦──環状防護結界の鉄塔群を目め指ざし、邪じや魔ま者ものの消え去った大地を悠ゆう然ぜんと進撃していた。

　唐とう突とつに──擬獣の行く手を阻はばむように青白い閃せん光こうが輝き、光の中で巨大なヒト型生物が立ち上がった。

　陽光を反射して虹にじ色に輝く長い髪。人間の若い女性を連想させるしなやかな肢し体たい──メルティア／ユピテルの融ゆう合ごう体たいである。滑なめらかな銀色の肌には、蛮ばん族ぞくの戦士の入れ墨ずみを思わせる赤い紋様──炎ほのおの疑似精霊による紋様型防御界が浮かび上がっていた。

〈しっかしデカいわねー。普段ナニ食べて生きてるのかしら？〉

　銀色の女巨人の中で、意識体となったユピテルが呆あきれたようにぼやいた。

　彼女の抱いだいた印象の通り──体長約五十メートル、体重は優に千トンを超えるであろうジオドラゴンを前にすると、身の丈たけ十八メートルのメルティアですら小さく思えてしまう。普通の人間が特大のセイウチと向かい合っているようなものだ。

〈ふん、図ずう体たいばかりで鈍にぶそうな奴だな。要するにでかいモグラさ〉

　今はユピテルに代わって肉体の主導権を握るメルティアが、白目のない紅こう玉ぎよくのような双そう眸ぼうを光らせて嗤わらった。

　カラナン沖おき合あいの海中では、遥はるかに巨大なネトロゾーマと闘たたかっている。自分より大きな敵を相手にした戦闘にも、さほどの不安は感じていない様よう子すだった。
















〈何にせよ、組ませるとこっちが不利ね。間ま合あいをとった戦闘異術で──あ、あれ？〉

〈──なにっ!?〉

　突然、形容しがたい脱力感を覚え、メルティアはがっくりと大地に片膝ひざをついた。

　同時に、全身を護まもっていた紋様型防御界の色が急速に薄まっていく。

〈どういうことだ、ユピテル!?〉

〈あーっ、ヤバっ！　ここって、防護結界の有効圏内だった！〉

　危険な擬獣の侵入から王都全体を護まもる防護結界。その基本的な原理は、擬獣の肉体を構成する主要成分、エーテル組織に相反する性質の波動を発生させ、擬獣の戦闘能力を無力化させることにある。

　つまりは──ヒト型擬獣であるメルティアも、その対象外ではないということだ。

〈で、でもおかしいじゃない！　だとしたら、何でヤツは平気で動き回ってるのよ!?〉

　ジオドラゴンが赤い口こう腔こうをぱくりと開き、角つの笛ぶえを低くしたような声で吼ほえた。

　千トンの巨体をうねらせ、大地の上を泳ぐかのような動きで突進してくる。

〈くっ!?〉

　両手の指先を爪刃に変形させ、精せい一いつ杯ぱいの迎げい撃げき態たい勢せいをとるメルティア。

　地底擬獣の体表に緑色の稲妻が走り、一瞬の後には電プ離ラ気ズ体マの鞭と化してメルティアの肩のあたりを撃うった。

『うあっ!?』

　ショックで硬直したメルティアに逃のがれる隙すきを与えず、ジオドラゴンは鰭状の前肢を左右に広げて彼女の身体を強ごう引いんに抱かかえ込んできた。

『ぎゃあああああああっ!!』

　地底擬獣の武器──高周波震動する削岩棘を胸と腹に押しつけられ、メルティアは仮面のような貌かおを仰のけ反ぞらせて絶ぜつ叫きようした。

　銀色の肌に無数の棘が食い込み、紫の血が流れ出す。宙に吊つり上げられた巨人の爪つま先さきから滴したたり落ちる血が、見る間に大地を染め上げていった。




〈そんな所で遊んでちゃダメだよ。君には、大たい切せつな仕事があるだろう？〉




〈──え？〉

　ふいに、擬獣がその動きを止めた。

　勝利を目前にしていたにもかかわらず──両腕の中で苦しみもがく巨人の身体を無む造ぞう作さに放りだし、ジオドラゴンは再び王都の方角に動き始めた。

　地響きを立てて俯うつぶせに倒れたメルティアは、そのまま死んだように動きを止めた。

〈いてて……ひどい目にあったなぁ……ちょっとメルティア、生きてるぅ？〉

〈ああ、心配ない。ほんの擦すり傷だ……。だが、このドジめ。結界のことくらい最初に考えておけ！〉

〈文句が出るくらいなら、まあ安心ね。あは☆〉

　引き続き、ユピテルの意識は融合体のダメージを確認した。

　薄れていたとはいえ防御界の効果が残っていたおかげで、胸と腹の肉を削けずり取られる最悪の事態は避けられたようだ。外皮の表層部に若じやつ干かんのの損そん傷しよう──手足が動かないのは高周波震動による一時的な麻ま痺ひ状態なので、しばらくすれば回復するだろう。

　辛かろうじて頭を上げると、ジオドラゴンはちょうど防護結界の外縁にたどり着いたところだった。

　鉄塔の間に張り渡された数十本の伝導線から激しく火花が飛び散り、擬獣の削岩棘が次次と抜け落ちていく。巨大な黒い獣は苦痛の咆吼を上げながらも、力任せに結界を突破しようともがき続けていた。

〈やっぱりおかしいわよ、あの擬獣。きっと誰かに操あやつられてるんだわ〉

〈ダムダルのようにか？　つまりは、奴も例の組織の擬獣兵ということか〉

〈どうかなぁ？　擬獣兵ってゆーのとも、何かフィーリング違うんだけど……でも……〉

〈でも──何だ？〉

〈最後に聞こえた、あの〝声〟……ひょっとして……〉

〈………〉

　ユピテルの思考はそこで停止し、メルティアもまた沈黙した。

　ほんの一瞬、二人の心を過よぎった不安は、おそらく同じものだったのだろう。

　ただ、それをはっきり仮説として検討するのが怖おそろしかったのだ。

　ふいに──それまで全身を捕とらえていた脱力感が噓うそのように消え、手足の隅すみ々ずみまで活力が漲みなぎってきた。

〈防護結界の効果が──消えた？〉

　地面に手をついて起き上がると、結界を構成する鉄塔の列が無む惨ざんにへし折られた光景が視界に飛び込んだ。その向こうには、絡みついた伝導線を引きずりながら前進するジオドラゴンの姿がある。体の各所から紫の体液を流し少なからぬダメージを負おっている様子だが、それでも擬獣は何かに憑つかれたように王都を目指していた。

〈防護結界が……これまで王都を護ってきた防衛線が、とうとう破られちゃったのね……〉

　メルティアはゆっくり立ち上がり、左右の手首を十字形に組むと、去りゆく地底擬獣の巨体に狙ねらいを定めた。

〈あいつが単なる傀かい儡らいだとすると、なんか被害者ぽくてカワイソウだけど……けど、あのまま王都に行かせるわけにいかないわ〉

　巨人の額ひたい──人間でいえば眉み間けんの少し上あたりに、異い術じゆつ師しのタブレットによく似た逆三角形の緑光が輝き、ほぼ同時に十字に組んだ両手首から燦さん然ぜんとした光の奔流ルミナス・カスケイドが迸ほとばしった。

　七色の光こう彩さいを束たばねた集束光が雷らい神じんの槍のごとく空間を貫つらぬき、およそ五百メートルの彼方かなたにいた地底擬獣を直撃すると、そこで膨ぼう大だいな熱衝撃の威力を解放した。

　爆発の閃せん光こうが収おさまったあと、濛もう々もうと立ちこめる粉ふん塵じんの中から再びジオドラゴンの巨体が現れた。

〈まだ生きてるのか……しぶとい奴め〉

　とはいえ、最大の武器である削岩棘も半分がた吹き飛ばされ、外皮の下の肉が剝むき出した無む惨ざんな姿だ。既すでに戦意を喪そう失しつし、地中に逃げるつもりなのか──擬獣はひどく痛々しげな咆吼を上げ、残った削岩棘を使って足元の地面を死にものぐるいで掘り始めている。

〈あと一発お見舞いすれば、とどめを刺せるぞ──どうする？〉

〈そうしたいけどねー、こっちも弾たま切れ状態だわ。今は、この融合体を維持するので精一杯〉

〈なら、もう奴に構っている暇などないな〉

　メルティアは後方を振り返り、街道で立ち往おう生じようする近衛隊の装甲車を見やった。

〈助けるのだろう？　アルノーを〉

〈……当然よ！〉




「う、動きません！　さっきの地震で、エンジンが故障して──」

　装甲車の覗のぞき窓からこちらに向かってくる巨人の姿を目にして、運転席の兵士が泣きそうな声で叫んだ。

「狼狽うろたえるな！　あのヒト型擬獣がアッザムやカラナンに現れたメルティアなら、人間には危害を加えんはずだ！」

　後部座席にいる異術師マイアーが、顎あごの汗を拭ぬぐいながら兵士を叱しかりつける。

「さ～て、そいつはどうかなぁ？　あいつは、気まぐれなヤツだから」

　皮肉めいた口調で混まぜっ返したのは、マイアーの隣席に悠然と腰掛けたアルノーだった。

「何だとぉ!?　貴き様さま、それはどういう意味だ？」

「メルティアは、あんたがたのケチな情報で計はかれる相手じゃねえってことさ。あいつは何い時つだってワガママで、気き位ぐらいが高くて、そのくせお人ひと好よしで……まあ女だしな」

〝彼女〟と旅してきた長いようで短かった日々を思い起こし、アルノーはくすくす忍び笑いを洩もらした。

「貴き様さま、ふざけてるのか？　それとも、妙みようなクスリでもやっとるのか!?」

（──そういや、前にも誰かさんに同じこといわれたっけ）

　笑いながらアルノーが、そう思ったとき──。

　装甲車の車体がぐらりと揺れ、外から加えられた巨大な力によって大きく後ろに傾かたむいた。

「うわああああっ!?」

　マイアーと近衛隊の兵士たちが悲鳴を上げながらハッチを開あけ、ほうほうの体ていで車外に脱出していく。

　地面に片膝をつき装甲車の鼻先を持ち上げていたメルティアは、中からまろびだしてきたマイアーたちには目もくれなかった。

　最後に現れたアルノーが地面に飛び降りるのを確かめるなり、無造作に車体を突き放す。鋼鉄の装甲車は玩がん具ぐのように地面を横おう転てんし、十メートルほど先で燃え上がった。

『行くぞ、アルノー。小娘が心配してる』

「………」

　傭よう兵へいの手には、車内から持ち出した短機関銃──近衛隊の兵士が置き忘れたものだった──が握られていた。

　安全装置を外はずし、遥はるか頭上にあるメルティアの顔に銃じゆう口こうを向ける。

『……何の真ま似ねだ？』

「悪いが、一緒には行けねえ──これは俺自身の問題なんだ。おまえにも、ユピテルにも手出しして貰もらいたくない」

『そうはいかん。ラッセルを助け出すには、おまえの力が必要だ』

「──すまねえ。あの子のことは」

『アルノー！』

　若者の言葉を遮り、巨人の喉のどを借りたユピテルの声が叫んだ。

『あんたがテロリストだなんて──あたし、絶対に信じないよ！　これまで、ずっと一緒にいてくれたじゃない！　あたしや弟のこと、何度も助けてくれたじゃない!!』

「悪いが、あのおっさんのいったことは全部事実だ。俺は、元王国騎士団〝白い旅団ブリガーテ・アルベド〟のメンバー……名前くらい聞いたことがあるだろう？　三年前、国王とソシエタス理事長の暗殺を企たくらんでしくじった、ドジなテロ集団さ」

『でも、でも！　そんなの、もう昔の──！』

「……おまえたちに、逢あわなきゃな」

　構えていた機銃をゆっくり降ろし、アルノーは寂さびしげに笑った。

「王都から逃げた後、辺へん境きようの町を渡り歩きながら、ずっと思ってたよ。俺たちは自分の信念に従って行動しただけだ。間ま違ちがっちゃいなかったってな。

　けど……おまえとラッセルに出会い、一緒に旅をして、〝黒い太陽ソル・ニゲル〟との闘いに巻き込まれて──ようやく気づいたんだ。俺のやろうとしたことは……あのアルマやロイガーと、何にも変わらねーってな」

『………』

「もう一度いう。俺は、おまえとラッセルの親父おやじを殺そうとした男だ。結果的にしくじったってだけで……もし成功してれば、レベッカやティティスが味わったのと同じ思いを、おまえたちにさせるとこだった──。こんな汚れた男が、これ以上おまえらと一緒にいられると思うかっ!?」

　アルノーの手から、機銃が音を立てて地面に落ちた。

「行ってくれ、メルティア……ラッセルのこと、よろしく頼むぜ」

〈アルノー……〉

〈ユピテル、すまんがもう時間切れだ。あと一分もすれば、相そう変へん異いが起きて人間たちに我われ々われの正体が知れるぞ〉

〈分かったわ……もう行って〉

　巨人が身を起こし、その場を立ち去ろうとしたとき──。

「おい！」思い出したように、アルノーが声を上げた。

『──？』

「何だかあっという間だったけど、楽しい旅だったぜ……弱虫だけど素直な弟と、生なま意い気きでワガママだけど可か愛わいい妹ができて──おまけに、えらくおっかねーが気の優しい、とびきりイイ女と一緒に過ごせたんだからな」

『！』〈！〉

「もっとも、彼女の方にはとっくに惚ほれた男の子がいて──俺にはなびいてくれそうもねーけどよ。へへっ、サマになんねーよな」

『………』

　仮面のような銀色の顔が、ほんのわずか恥じらうように俯うつむいた。

　ふいに足元から舞い上がった砂埃が──ユピテルが風の疑似精霊を具現化させたのだろう──数秒のうちに巨人の姿を覆い隠した。




〈あはは……あたしってば、何なに気げにフられちゃうしー〉

〈ユピテル、わたしは──〉

〈いーのよいーのよ☆　彼があたしのこと、そーゆー風に見てないってハナから判わかってたし。それに誰を好きになるかなんて、アルノーの……自由だもん〉

〈………〉

〈そんなコトより、近衛隊の方は大丈夫？　追っかけてきてないでしょーね？〉

　巨人の立っている場所は、馬車が停止させられた地点からいくぶん離れた、小高い丘の陰だった。

　アルノーとの別れを告げた後、異術の力で巻き起こした砂埃に紛まぎれ、何とかここまで走ってきたのだ。

〈ああ、心配ない……連中も防護結界を破壊されて、もうこちらに構っている場合じゃなさそうだしな〉

〈じゃあ、そろそろ──〉

　束つかの間、二人の意識が一つに溶とけ合い──。

　再び我われに返ったとき、ユピテルは元の自分に戻って丘の麓ふもとに立っていた。

「アルノーは、自分自身の過去にケジメをつけたんだわ……だからメルティア、あたしらもきっちり落とし前つけなくちゃね」

　胸の封印容器を握りしめ、異術師の少女は決然とした口調でつぶやく。

「たとえヴァリシニア中を駆け回ってでも、必ずラッセルを助け出して──〝黒い太陽ソル・ニゲル〟の組織を叩たたき潰つぶす！」

「おやめなさい。そんな危ないこと」

「危険は承知の上よ！　今さら──って、ふえ？」

　慌てて振り返ると、何時からそこにいたのか──数メートルの背後に、青ざめた幽霊のごとく佇たたずむ副理事長ジルクリストの姿があった。

「せ、先生……見てたのぉ!?」

「はい。しかと、この目で」

　深々と頷うなずき、ついで沈ちん鬱うつなため息をもらす。

「ルスカ君の報告のうち、ホモ・ファルサスのメルティアに関する内容は、例によってお嬢様を陥おとしいれる讒ざん言げんかと疑っていたのですが──真実だったのですね。彼には悪いことをしました」

「ルスカが何て報告したか知らないけど……確かにフォラスの廃はい墟きよで、あたしはメルティアと合がつ体たいしたわよ。今だって、彼女はあたしの中にいるわ」

「残念ですねえ。こんなこと、理事長にどうお伝えすればよいのやら──」

「でも、これだけは信じて！　いま先生と話してるあたしは、紛れもなくあたし、本物のユピテルなの！　──メルティアは、ソシエタスのみんなが思ってるような悪い怪物じゃないのよ！」

「ならば──その言葉を証明するためにも、私と一緒に本部に帰り、本格的な生体検査を受けて頂く必要がありますね」

「そ、それは……」ユピテルは口ごもった。

　異ソ術シ師エ協タ会スとしては、暴ぼう走そうした異術の落とし子ともいうべきホモ・ファルサスと、その〝器〟になった人間を放置しておくわけにはいかない──彼女にも容易に理解できることだった。

　その意味で、副理事長の言葉には筋が通っている。だが、いま本部に戻れば──生体検査や事情聴ちよう取しゆのため、どれだけの期間身み柄がらを拘こう束そくされるか知れたものではない。

「──行けないわ。あたしとメルティアには、やらなきゃならないことが残ってるもの！」

「帰って頂きます。──力ずくでも」

「！」反射的に身を引き、ユピテルは戦闘異術の体勢をとった。

　地底擬獣との闘いで力を消しよう耗もうしたメルティアは、封印容器の中に戻って眠りについている。今なら、彼女が暴走して副理事長を殺してしまう可能性はほとんどないだろう。

（なら、お互い異術師同士──余計な気き遣づかいは無用ってことね！）

　ユピテルは瞬時に防御界を展開。複数の元素をミックスして具現化させた疑似精霊にジルクリストの拘束を命じ、さらに囮おとりも交まじえた十数体の精霊を一気に放った。

　単純な火や風の疑似精霊では、レベッカの時のように属性を読まれ容易に無力化されてしまうからだ。

　ジルクリストの〝タブレット〟が強く輝き、帯状の光が螺ら旋せんを描きつつ、足元から長身瘦そう軀くを包み込んでいく。

（ヘリオエイデス──攻撃用の疑似精霊と防御界が一体になった、ハイレベルの戦闘異術だわ！）

　蛍ほたるの大群のごとく殺さつ到とうするユピテルの疑似精霊がヘリオエイデスの光の輪に触れると、錬れん金きん術じゆつ的な反応で生じた激しい爆発が防御界を揺るがせ、彼女のケープとスカートの裾すそをはためかせた。

「きゃあ!?」

「腕を上げられましたねえ、お嬢様……ですが、まだまだ甘いです」

（何ですって～!?）

　ユピテルの頭にどっと血が昇のぼった。勝負の駆け引きのことなど瞬時に忘れ、とにかくありったけのエーテルを光の元素に変換し、両の掌てのひらの間に凝ぎよう集しゆうさせる。

「それなら、これでどーだっ!!」

　メルティアのルミナス・カスケイドには遠く及ばないが、それでも煉れん瓦が造りの商館ひとつくらい軽く消滅させるだけの光元素フオトンを光の矢として放ち、真正面から叩きつける。

　ヘリオエイデスの光の帯が千ち切ぎれ飛んで消滅し、防御界を失ったジルクリストの身体からだが無防備状態で現れた。

「どーよ先生!?　これでも、まだあたしのこと──」

　得意げに叫んだユピテルの言葉が半なかばで途と絶だえた。

　ジルクリストの瘦身がふいに薄れ、背後の光景が透すけて見えたからだ。

（──幻覚!?）

　しまったと思う間もなく──首筋の後ろにチクリと微かすかな痛みが走る。

　同時に、全身の力が吸い取られるように抜けていった。

「あ………」

　糸の切れた人形のようにユピテルが倒れると、防御界を貫通して彼女のうなじのあたりに刺さった細い光の針は宙に溶けて消滅した。

「本当にお強くなりました、ユピテルお嬢様……あと二、三年もしたら、とても敵かなわなくなるでしょうね。私も、理事長も……」

　背後から歩み寄ってきたジルクリストが、寂しさとも嬉うれしさともつかぬ複雑な微苦笑を浮かべて独ひとりごちた。

　意識を失った少女の身体を優しく抱き起こし、抱え上げようとしたとき──ふとブラウスの胸元を飾る銀のペンダントに気づき、白衣の異術師は不ふ審しんそうに首を捻ひねった。








第２章　王都戒かい厳げん令れい









　ポーリスの町から王都モラックスへと至いたるアクラ街道はサブナック、アッザム、カラナンなど南部の主要都市から続く諸街道が合流する場所でもあり、王都の南の玄関口と呼んでも過か言ごんではないだろう。

　大型馬車数台が並へい行こうして走ることも可能な舗装道路は、南の辺へん境きよう地域から訪れた旅行者たちに、改あらためて王都圏に入ったことを実感させるだけの規模を誇っている。

　日頃はヴァリシニアの復興を象徴するかのごとく物資や旅りよ客かくを乗せた輸送馬車が頻ひん繁ぱんに往来するアクラ街道であるが、その日に限っては道の中央に通行制限を示す旗が並べられ、道幅のほぼ半分が使用不可となっていた。

　王都方面から南なん下かする軍用車両の通行を確保するためである。

　戦車、自じ走そう砲ほう、兵員輸送車、工作車──車体に王家の紋章を掲かかげた陸上近この衛え隊たいの各種車両が、防ぼう護ご結けつ界かいの外がい縁えん部ぶを目め指ざし砂さ塵じんを巻き上げて陸りく続ぞくと驀ばく進しんしていく。事情を知らない者が見れば、突然戦争が始まったのかと仰ぎよう天てんしかねない光景である。

　反対側の車線には、締め出しを喰くらった民間の馬車が延えん々えんと続く渋じゆう滞たいの列を築きずいていた。

「こりゃひでえなぁ……擬ぎ獣じゆうのせいだか何だかしらねえが、こちとら商売上がったりだぜ」

　馭ぎよ者しや台だいから馬の手た綱づなを取りながら、ハンツはうんざりした気分でつぶやいた。

　個人営業の旅客馬車──六人乗りの天てん蓋がい付き馬車でポーリスとモラックスを往復し、旅行者や商人を運ぶのが彼の生なり業わいだ。

　防護結界の内側にあたる王おう宮きゆう直ちよつ轄かつ領りようのアクラ街道は、擬獣に襲われる気き遣づかいは殆ほとんどないし治ち安あんも良好だ。辺境のように法ほう外がいな運賃もとれない代わり、客には不自由しないので薄はく利り多た売ばいでけっこうな稼かせぎを上げられる。

　ただし、それも通行の自由が保証されていればこそだ。いくら有ゆう事じの際とはいえ、交通制限で馬車の動きを止められてしまってはどうしようもない。

「すんませんねぇ、お客さん。このぶんじゃ、王都に着くのはだいぶ先のことになりますぜ」

　背はい後ごの覗のぞき窓に振り返り、すまなそうに車内の客に詫わびる。

「構かまわん。我々は、夕刻までに宿に着ければ問題ない」

　客室から返った男の言葉に安あん堵どしつつ、ハンツはぺこぺこ頭を下げた。

「へへっ。そいつはもう！　街に入っちまえば、抜け道はいくらでもありやすから」

　本ほん音ねをいえば客の都つ合ごうなどハンツにとってどうでもいい問題なのだが、渋滞に腹を立ててチップを値切られてはたまらない。

「ご迷惑おかけしますねぇ。ども、ども」

　卑ひ屈くつなほどの愛想笑いでご機き嫌げんを伺うかがいつつ、さりげなく車内の客席に視線を走らせる。

　三人掛けの長なが椅い子すが二つ、向かい合う形で設置された客室には、子供を含む四人の男女が乗り組んでいた。

　片側の席には三十前後とおぼしき男が二人。共にダブルのチョッキの上にフロックコートを羽は織おり、シルクハットを被かぶった典型的な中産階級の出いで立たちである。

　もっともハンツとしては、男たちの方にはさして興味もない。彼が先刻から気にしているのは、二人の男と向かい合って座すわる若い女の姿であった。

　未み亡ぼう人じん風の黒いドレスにボンネット。細こまかい容よう貌ぼうは薄いネットのベールに隠されているが、細く整ととのった顎あごの輪郭から察して、まだ三十前──しかも相当の美人であることは想像に難かたくない。

　女の隣となりには、上等な仕立てのブレザーと半ズボン姿の少年が、身を寄せるようにしておとなしく座っていた。

（へへへ、イイ女だぜ──金持ちの若わか後ご家けと、その倅せがれってトコかねえ？　もっとも親子にしちゃあ、ちと歳としが近いような気もするが……）

「馭者っ！　何をジロジロ見ている!?」

「ひっ!?　いえその、し、失礼しやした！」

　男の一人に凄すごみの効きいた声で叱しつ責せきされ、ハンスは慌あわてて馬の方に向き直った。

（うへえ。くわばら、くわばら……）

　すっかり肝きもを冷やして首を竦すくめるハンツの背後で、覗き窓のブラインドを乱暴に降ろす音が響いた。




「くくく……ご覧、近衛隊の連中のあの慌てぶり。今すぐ王都に擬獣が攻め込んで来るとでも思ってるのかしら？　ユカイねえ」

　馬車の窓から軍用車両の列を眺ながめながら、アルマ・ローネが嗤わらった。

　ベールの下からでも明めい瞭りように判わかるほどくっきり紅べにを引いた唇くちびるが、両端でにいっとつり上がっている。本来なら死者への哀あい悼とうと貞節を示すはずの喪も服ふく姿も、彼女にかかっては毒々しいほど淫いん靡びな魔女の装よそおいへと変へん貌ぼうし、お世せ辞じにもカモフラージュの役目を果たしているとは言い難がたかった。

「まったくです、同志」

「は、はは……」

　二人の男──〝黒い太陽ソル・ニゲル〟の兵士たちは追つい従しよう笑いを上げて彼女の機嫌をとろうとした様よう子すだったが、なぜか口くち許もとがひきつって笑顔にすらならなかった。

　無理もない。

　目の前に座る黒衣の美女は彼らの上官であり、これまで百名を超える人命を奪った稀き代だいのテロリストでもある。下へ手たなことをいって機嫌を損そこねるわけにはいかないのだ。

　加えて彼女の正しよう体たいが人の姿を借りた擬獣アルラウネとあっては、組織の〝同志〟といえども同じ車内で過ごすのは寿じゆ命みようの縮ちぢむような緊張の連続であった。

　壊かい滅めつしたファティムの兵器工場から単身脱出したアルマに対し、組織の上層部で責任を追つい及きゆうする動きがなかったわけではない。だがドクター・ライオスを始め多数の有力幹部を失った今となっては実力で彼女を抑おさえられる者はなく、今やアルマ＝アルラウネは〝黒い太陽ソル・ニゲル〟の実質的な指導者と呼んでも過か言ごんではなかった。

　しかし、組織の新体制が下級兵士たちの士気に及ぼした影響は、必ずしも好ましいものとはいえない。「あの女隊長には死に神が憑ついてやがる。あいつの指揮下に入った同志は、必ずその作戦で死ぬ」──兵士たちの間では、そんな不吉な噂うわさすら広まる始し末まつであった。無む論ろんそんな話を本人の前で口にすれば、作戦前に命を落とすことは確実であろうが。

「ぼ、防護結界が破られたことが、よほどショックだったようですな。市し街がいに潜せん伏ぷくした同志からの情報によれば、ジオドラゴンに破壊された鉄塔の修理には早くとも一か月を要するとか」

　気を取り直したように、男の一人が報告する。

「現在、近衛隊及びソシエタス保安局の主力は稼か動どう戦力の九割以上が駆り出され、王都周辺の防衛にあたっているとのことです」

「つまり、その間王都の中ちゆう枢すうはガラ空あきってことね。王宮も、ソシエタス本部も……」

「お言葉の通りです。各地に潜せん伏ぷくしていた同志たちは目立たぬよう分散して王都に潜せん入にゆうし、既すでに武器弾薬も地下ルートを通じて市内の各拠きよ点てんに搬はん入にゆう済みです」

「異い術じゆつ兵へい、擬獣兵、それに一般兵士──今回の計画には、所属を問わず組織の持てる戦力全すべてを投とう入にゆうするわ。数日のうちには、我々は王都を戦場にかつてない規模の軍事行動を起こすことになるでしょうね」

「しかし──陽動作戦で敵の主戦力を分散したとはいえ、彼ひ我がの兵力差については依い然ぜんとして我わが方が不利です」

「こうなると、ファティムにおける味方の損失が惜おしまれますな。せめて、同志ロイガー隊長が生きておられれば──」

「ふうん。おまえたち、私の指揮じゃ不満だっていうの？」

　ベールの下から冷たい眼がん光こうに射すくめられ、兵士たちはぎょっとしたように身を強こわ張ばらせた。

「おママゴトでもやってるつもりかい？　戦争で死人が出るのは当然じゃないのさ。今さら泣き言ごとほざいたって、死んだ連中は戻ってきやしないよ！」

「──い、いえ！　我われ々われは決して、そんな」

「心配しなくたっていいよ」

　ふいに口を挟はさんだのは、それまでアルマの傍かたわらで黙りこくっていた少年だった。

「ジオドラゴンは当分使いものにならないだろうけど、手て駒ごまになる大型擬獣は他ほかにいくらでもいるんだから。人間の軍隊なんか怖こわがる必要ないよ」

　年齢は十二、三というところか。卵を僅わずかにふっくらさせたような輪郭の顔に優しげな目鼻立ち、華きや奢しやな体格。まるで女の子のように繊せん細さいそうな美少年である。

　ラッセル・シュレディング──つい半月ほど前までは、それが少年の名であった。

　しかし今、この馬車の中で少年のことをその名で呼ぶ者はいない。

「──それとも、まだ信じてもらえないの？　ぼくの力を」

「！　め、滅めつ相そうもございません！」

　兵士たちは雷かみなりに撃うたれたように硬こう直ちよくし、慌ててかぶりを振った。

「お見事なお手並みでした、ミスター〝Ｚ〟──ま、まさか、あの〝大地の邪じや龍りゆう〟を意のままに操あやつるとは……」

「別に感心するほどのことじゃないさ。元はといえばぼくが造つくった生き物を、ぼくの意志で動かしただけだもの──当たり前すぎて、手て品じなにもなりゃしない」

　少年はあどけない仕し草ぐさで手を口に当て、くすくす笑った。

　顔も、声も、体つきも──ファティムの兵器工場で拉ら致ちされる前のラッセルと、何ら変わる所はない。強しいて変わった点を挙あげるとすれば、妙みように自信に満ちた物もの言いいくらいであろうか。

　だが、少なくともユピテルやアルノーがその場に居い合あわせれば、すぐ異常に感づいたはずだ。そこに座っているのが、ラッセルであってラッセルでない──彼の姿形を借りた何者かであることに。

「もっとも擬獣じゃ街を破壊するくらいしか能がないから。計画の最終プロセスは、やっぱり君らに手伝ってもらうことになるけどね」

「はっ！　お任まかせ下さい！」

「偉大なる伝説の錬れん金きん術じゆつ師しよ──貴方あなたご自身に協力して頂いただけるとは、我々としても光栄の至いたりであります！」

「ぼくも嬉うれしいよ。この百年で、異術師たちの大半はすっかり堕だ落らくしちゃったみたいだけど──こうして、ぼくの思想を実じつ践せんする同志たちが頑がん張ばってるんだから。うふふふ」

「しかし……心配なのはメルティアの動向ですな。まさか王都にまで現れるとは」

　アルマと少年の顔色を窺うかがうように、兵士の一人が恐おそる恐る切り出す。

「聞けば奴やつは体の大きさを自在に変え、まさに神しん出しゆつ鬼き没ぼつ。万一市し街がい地ちでの行動中に遭そう遇ぐうした場合、我々では対たい処しよいたしかねますが」

「ホモ・ファルサス七号だね……うふふ。あれのことなら、大だい丈じよう夫ぶ」

　悪戯いたずらっぽい含み笑いを浮かべて、ラッセルは隣となりのアルマを見やった。

「あれがぼくらに刃は向むかって来たって、ぼくの身体からだには指一本……あ、そうか。君らは知らないんだっけ？」

「はあ……？」

　怪け訝げんそうに顔を見合わせた、兵士たちの表情がよほどおかしかったのか。

　ラッセルは──否いな、ラッセルの肉体を乗っ取った何者かは──じゃれつくようにアルマに抱きつき、さも愉快そうにケラケラ笑い始めた。

「あの銀色の擬獣──メルティアの処しよ分ぶんについては、〝Ｚ〟にお考えがあるわ。おまえたちは余よ計けいな心配しないで、与えられた任務に全力を尽くしてればいいのよ。くっくっく……」

　大きな猫でもあやすように少年の背中を撫なでながら、アルマもまた、嫣えん然ぜんと微笑ほほえむ。

「メルティアと〝器〟の小娘──私たちの邪じや魔まをしたいなら、いつでも来るがいいわ。楽しみよ。今までの借りに、存分な利子をつけて返してやる」

　下級兵士にすぎない男たちには、アルマの言葉など理解できるはずもない。彼らはメルティアの〝器〟がソシエタス現理事長の娘ユピテルであることも、目の前の少年がその弟ラッセルであることも知らないのだから。

　あ然とした顔つきで見守る兵士二人にはお構かまいなしに──少年と黒こく衣いの女は恋人同士のように抱き合ったまま馬車の長椅子に倒れ込み、声を上げて笑い続けた。




　ヴァリシニア王国の王都モラックス。七十万の人口を擁ようする同国最大の都の中心部からやや東に隔へだたった場所に、王宮よりも広大な規模を有する白はく亜あの石造建築──異ソ術シ師エ協タ会ス中央本部はある。

　その中の一室、古いにしえの錬金術師の工房を模もした会議室の中で、副理事長ジルクリストは小さな円卓を挟はさんで魔ま導どう師しのごとき黒衣に身を包んだ禿とく頭とうの小男と向かい合っていた。

　小男の名はゾシモス。理事会メンバーの一人、監かん察さつ局きよくの長官でもある。

「結論から申し上げると──現在のユピテルお嬢様は全まつたくの健康体。異常らしきものは一いつ切さい見あたりませんでした。詳くわしい検査結果は、こちらにまとめてありますが」

　ゾシモスに書類の綴つづりを手渡しながら、ジルクリストがいった。

「そんな馬ば鹿かな!?　ルスカからの報告によれば、ユピテル嬢は確かに──」

「現に身体を調べて何も出てこなかったんだから、仕方ないじゃないですか。そら、そのデータをご覧なさい」

「むう……」

　ゾシモスは丸縁の眼め鏡がねを光らせながら、渡された生体検査の結果に目を通した。

　副理事長の言葉通り、被験者ユピテル・シュレディングの体内にホモ・ファルサスの存在を示す兆ちよう候こうは認められなかった。強しいて言えば体組織におけるエーテル反応が一般人に比くらべて高いが、これは彼女が常にエーテルと接触する異術師であることを考えれば特に異常とはいえない。

　また、今回の生体検査にあたっては監察局所属の医師もスタッフとして加わっているため、検査そのものにゾシモスを欺あざむく操そう作さが行われる可能性は皆かい無むに等しかった。

「しかし……あんたがユピテル嬢を迎えに行った防護結界の付近に、ジオドラゴンとメルティアが現れたのは事実なんじゃろ？」

「確かに。私自身が目撃しましたから」

「その時にじゃな、あの嬢ちゃんに何か変わった様よう子すはなかったか？　突然姿を消したとか、そういう──」

「存じませんねえ。メルティアが出現している最中、私はずっとお嬢様のお側そばについてましたが」

「では、ユピテル嬢はシロか……」

　検査結果の綴りを机に放りだし、ゾシモスはため息をもらした。

　ソシエタス中央本部監察局──表向きはヴァリシニアの各地に存在する地方支部を監視するための部局だが、その真の使命は百年前に死んだ伝説の錬金術師ゼルファナスの〝遺産〟──すなわち彼が遺のこした数々の発明品や資料──を回収し、その技術を復元することにある。

　わけてもゼルファナスの叡えい智ちの精せい髄ずいともいうべき特別な〝遺産〟が、錬金術の奥おう義ぎ〝ホムンクルス〟の魂たましいとして試作されたといわれるエーテル生命体〝ホモ・ファルサス〟であった。

　これまで存在が確認された全十三体のホモ・ファルサスのうち、ラザルス、フラーマ、スパルトイの三体は消滅し、アビス教会の司祭を〝器〟とするミルヴァスとエフェメルは総主教府によってその身み柄がらを保護されている。さらにアルラウネとメルクリウス、そしてカラナンの海底から引き揚あげられたデミウルゴスは革命結社〝黒い太陽ソル・ニゲル〟に奪われ、今やテロリストの生体兵器として王国に対する重大な脅きよう威いと化していた。

　ゼルファナスの叡智を復元する格好のサンプルとして、あるいはアビス教会や〝黒い太陽ソル・ニゲル〟に対抗する生体兵器として活用するため──監察局はメンツにかけてもメルティアを回収したかったのだ。

　しかし──。

「残り四つは、何十年も前から行方ゆくえを絶っとるし……これでホモ・ファルサスの回収計画も、一から出直しじゃなぁ」

「よかったですねえ。早はや合が点てんしてコトを荒立てずに」

「──けっ」

　皮肉混まじり、というか皮肉そのものの副理事長の言葉に、ゾシモスは不ふ機き嫌げんそうに顔をしかめた。

「代わりに私が迎えに行ったから、よかったようなものの──一歩間ま違ちがえれば、貴方あなたがた監察局はソシエタス中の笑い者になっていた所ですよ」

「………」

「しかしルスカ君にも困ったものです。いったい何を根こん拠きよに、お嬢様がメルティアの〝器〟だなんてタワゴトを報告したのでしょう？」

「あの大おお馬ば鹿かは今日限り辺境の支部に左さ遷せんじゃ！　もう二度と、王都の土は踏ませんっ!!」

　フラスコの底のような頭に青筋を立て、ゾシモスは憤ふん懣まんやるかたなしといった風ふ情ぜいで怒ど鳴なった。

「まあまあまあ、彼もまだ若いですから。若さ故ゆえの過あやまちというのは健全な成長に欠かせぬ、いわば通つう過か儀ぎ礼れいのようなものですよ。ここはひとつ、穏おん便びんに参まいりましょう」

「と、いうと……？」

「幸い、まだ理事長のお耳には入れておりませんし──貴方さえよろしければ、この件は最初からなかったものとして処理することも可能ですが？」

「………」

　日頃から反そりが合うとはいえない副理事長の意外な言葉に、ゾシモスは却かえって警戒を強めるように眼鏡をずり上げた。

「それは構わんが……あの嬢ちゃんには、何と説明するつもりじゃ？」

「私の方から、適当に。まあ流は行やり病やまいの検査だったとでもいえば、納なつ得とくしていただけるでしょう。頭ず脳のう明めい晰せきな割には、意外に単純な性格の方ですから」

「貴様っ……こんなことで、我わが輩はいに貸しでも作ったつもりか!?」

「いーえ、滅めつ相そうもない。要はソシエタスとしての職務を果たそうとしただけでしょう？　貴方も、甥おい御ごさんも」

「うぬっ……」

「で、お仕事の話になりますが──午後から王宮で開かれる擬獣対策の会議には、貴方も出席して頂いただきますよ」

「会議じゃと？　我が輩は遠慮しとく。擬獣の話なら、保安局のゲーベルでも連れてきゃ充じゆう分ぶんだろうがっ」

「そうは参まいりませんよ。現在本部にいる理事会メンバーは、全員出席するようにとの理事長のお達しですから」

　そこでジルクリストは急に声を落とし、円卓越しに顔を寄せると小声で耳打ちした。

「それに今回は、監察理事としてではなく──ヴァリシニア有数の魔ま導どう師し、アーリマン教団の高僧ゾシモス師のお力を拝はい借しやくすることになりそうです」

「……ほーう。事態はそこまで切迫しとるのかい」

　ゾシモスは禿はげ頭あたまを撫なで、窓の外に建ち並ぶ防護結界の鉄塔群を見やった。

「我が輩が顔を出して、アビス教会の連中にとやかく言われても責任持たんぞ」

「では、そういうことでよろしく。私は、これからお嬢様の所に出向いて、今回の無ぶ礼れいを詫わびて参りますので」




　検査室の重い扉とびらが開くと、外から射さし込む光の眩まぶしさにユピテルは一瞬目を細めた。

　扉の向こうには陽光に照らされた白い廊ろう下かが延えん々えんと続いている。

　ジルクリストの戦せん闘とう異い術じゆつにより意識を失ったあと、目を覚ましたときに寝かされていたのが、この部屋のベッドの上であった。

　運び込まれるまでの記憶こそなかったが、ユピテルにはすぐ察しがついた。ここはソシエタス本部内の一角、医学ギルドが統とう括かつする治ち療りよう院いん。ちょうど十年前、当時五歳だった彼女自身が〝タブレット〟の移植手術を受けた施設であり、その後も心臓が弱かった母親セレーネの付き添いなどで度たび々たび訪れていた場所である。

　室内にいたのは一般人の医師や看護婦ばかりで、監視の異術師はおろか警備兵の姿すら見あたらなかった。その気になれば、いつでも脱走できる──だから看護婦の手で服を脱がされ検査を受けている最中も、あえて抵抗はせずさせたいようにさせていたのだ。

　白衣の看護婦に付き添われ、自身も患者用の白いガウンをまとって廊下に出たユピテルは、そこで待っていたひょろ長い人影を上うわ目め遣づかいに睨にらみつけた。

「どうもご苦労さまです。後は、私が」

　軽く手を振って看護婦を下がらせると、ジルクリストは長身の腰を折って深ふか々ぶかと一礼した。

「改あらためて、お帰りなさいませ。ユピテルお嬢様」

「先生一人？……父とうさんは来てないのね」

　拗すねたようにぷいっと顔をそむけ、

「モルモットになった娘には、もう用はないってワケ？　はっ。あの人らしーわ」

「どうも、その──誤解を解くために、いくつか説明しなければなりませんねえ」

　ジルクリストは困ったように咳せき払ばらいした。

「まず、ここは私が座長を務つとめる医学ギルドの施設で──お嬢様には健康上の検査を受けて頂くためにご足そく労ろう願った次し第だいです。決して実験動物などではございません」

「……あたし、病人じゃないわよ」

「そうはいいましても──お嬢様の旅されていた辺境地域には、悪い流行り病が少なくないですから」

「馬鹿にしないで！　彼女メルテイアは病原体なんかじゃないわ！」

「しっ。──院内ではお静かに」

　細い人差し指を口の前に立て、ジルクリストはユピテルを窘たしなめた。

「ともあれ、検査の結果お嬢様の健康が確認されました。よろしゅうございましたねえ。

　──では、お家に帰ってごゆっくりお休みくださいませ」

　副理事長の言葉に、ユピテルは意外な思いで瞳ひとみを瞬またたいた。

「へ？　あたし……帰っていーの？」

「はい。どうも、お疲れさまでした」

　相変わらず陰気な無表情のまま、ジルクリストがあっさり答える。

「でも……」

「お嬢様のお召し物は、あちらのお部屋でお預あずかりしておりますので──よろしければ、お召し替えもそちらでどうぞ」

「……？」

　腑ふに落ちない気分で、廊下の端はしにある更衣室に向かおうとすると、

「──と。そうそう」

　何なに気げない口振りで呼び止められた。

「もう一つ、お返しする物が。高価な品らしいので、私がお預かりしておりました」

　副理事長の白衣のポケットから現れた銀のペンダント──メルティアの封印容器──を目にして、ユピテルは思わず息を吞のんだ。

「返してーっ！」

　目の前に差し出されたそれを男の手からもぎ取り、大たい切せつそうに抱き締める。

〈メルティア、メルティア！　返事して！　何かヘンなことされてない!?〉

「なるほど……やはり、そういうことでしたか」

　ジルクリストの声に我われに返ったユピテルは、険けわしい表情で副理事長を睨にらんだ。

「まさか、彼女を──」

「指一本触ふれちゃいませんよ。下へ手たに中を開あけて、自分が〝器〟にされるのはゴメンですから」

「なら、どーして……あっさり返してくれるのよ」

「仮にそれがお嬢様の生命の安全を損そこなうようなものなら、医師としての責任上何らかの措そ置ちを講じるつもりでしたが──先刻も申し上げた通り、今の貴方は完全な健康体です。ならば、私がお嬢様の〝私有物〟を奪う理由がございません」

「………」

「無論ソシエタスの人間としては、いずれ詳くわしい事情を伺うかがわねばなりませんがね。しかし、できればそれは理事長に──貴方のお父上に貴方ご自身からお話しされるのが、いちばん望ましい形だと思いますが？」

「……無理よ。今帰ったって、どーせ父さんいないんだし」

　封印容器のペンダントを胸に抱だいたまま、ユピテルは床ゆかに視線を落とした。

「いつだって仕事、仕事で……今夜だって、まともに帰ってくるかどーだか」

「なら、今のうちにお会いになればよろしいじゃないですか。理事長は北庭にある〝追つい想そうの森〟にいらっしゃいますよ」

「え？　お墓に何の用が──」

　そういいかけ、ユピテルははっと口を噤つぐんだ。

（そっか。今日きようってば、母さんの……）




〝追想の森〟はソシエタス本部の施設内にある共同墓地につけられた名である。本部の北庭ほぼ全域に植林された人工の雑ぞう木き林ばやしが広がり、晴れた日には格かつ好こうの散さん策さくの場所としても親しまれている。

　午前中早い時刻の墓地の中には、ほとんど人の気け配はいは感じられなかった。

（あそこで検査を受けてる間に、一晩経たっちゃったのね……）

　木こ漏もれ日の降り注ぐ小こ径みちをぶらぶらと歩きながら、ユピテルは道に沿って立ち並ぶ協会関係者の墓ぼ石せきを一つ一つ横目で追っていった。

　真理の探たん究きゆう者しやたる異術師には「神という概がい念ねんは思考の停止を招まねく」という理由から無神論を標ひよう榜ぼうする者が多く、そのため墓ぼ碑ひの大半は被ひ葬そう者しやの姓名と生せい没ぼつ年ねんを刻んだだけのシンプルなものが多い。ただし信仰を禁じているわけでもないので、数は少ないもののアビス教徒や魔ま神じん崇すう拝はい者しやの教きよう義ぎに則のつとった墓も混じっていた。

　永年に渡って敵対する異教徒同士の墓が隣り合っている光景は奇妙なものだが、どちらの神も信じていないユピテルは特に感かん慨がいを覚えることもない。

　そうやって十分も歩いたろうか──小径の途中で、少女はふと足を止めた。

　母親の墓碑の前に、よく見知った人影が佇たたずんでいる。

　古の錬れん金きん術じゆつ師しを想そう起きさせる焦げ茶のワードローブ。巨大組織の指導者に相応ふさわしく、頑がん強きような意志を伺わせる横顔。

　異ソ術シ師エ協タ会ス現理事長、そして彼女の父親クレヴィン・シュレディングだ。

　数秒のためらいの後、ユピテルは意を決して墓の方に歩み寄った。

　あと数歩の所まで近づいたとき、ふいに男が口を開いた。

「『家に帰ってきたんじゃない。母さんの墓参りに寄っただけよ』──か？」

「！」

「久しぶりだな、ユピテル」

　そのとき父クレヴィンは初めて振り向き、ややぎこちなく微笑した。

「……他に、言いたいことがあるんじゃないの？」

「ないといえば、噓うそになるがな。……まあ母さんの前だ。今日くらい喧けん嘩かはやめておこう」

　ユピテルは半年ぶりに会う父の傍らに並び、母セレーネの墓石に視線を落とした。

　ちょうど三年前のこの日、幼おさない子供二人を遺のこして夭よう折せいしたソシエタス理事長夫人──皮肉なことに、その墓碑にはアビス・ウルへの信仰を示す聖せい六ろく芒ぼう星せいが大きく刻こく印いんされていた。

「考えてみれば、妙みようなものよね……あたしら無神論者なのに、母さんのお墓なんか建てて──命日にはこうして会いに来てるんだから」

「人の気持ちは、そう簡単に割り切れるものではないさ。それに……母さん自身はアビス・ウルの信者だったからな」

「………」

「ラッセルのことは副理事長から聞いた。既すでに保安局や各自じ治ち都市の警けい邏ら隊たいにも通達を出してある。必ず助け出すから、おまえは何も心配するな」

「助けるですって？　──勝手なこというのね。あの子が異術師になれないからって、家から追い出そうとしたクセに！」

　その言葉を聞いたクレヴィンは、さすがに苦にが々にがしく顔をしかめた。

「養子の件についてはもう充分に説明したし、おまえもラッセルも納なつ得とくしていたはずだ。むろん異術師でなくとも、一般の職員や研究者としてソシエタスに加わるのもよかろう。だが、それがラッセルのためになると思うか？　あれは気の優しい子だ──国の存そん亡ぼうに関与し、常に神経をすり減らすような仕事には向かん」

「だから、王族の家にやれば幸せになれるって？　そーゆー問題じゃないでしょ!?　あの子はあたしの弟よ。何ど処こへもやらないわ！」

「しかし、おまえは弟の側そばに居ながら護まもってやれなかった──違うのか？」

「……!!」

「すまん、言い過ぎたな。──ともかく、おまえは家に戻れ。異術学院の卒業試験がまだだろう？　学院の方には、いつでも試験を受けられるよう手配してある」

「ライオス博士が……ニコラ兄さんのお父さんが死んだわ」

　にわかにクレヴィンの表情が険けわしくなり、しばらくの間、無言で墓石の下の地面を見つめていた。

「……そうか」

「父さんのこと、恨うらんでたよ……あたしのことも殺そうとした。昔は、あんなに優しい人だったのに……」

「ライオス本人に会ったのなら、おまえにも判わかったはずだ。あの男は精神を病やんでいた──とても理事長の椅い子すに座すわらせておくわけにはいかなかったのだ」

「どうして？　どうしてライオスさん、あんな風になっちゃったの？　それに〝黒い太陽ソル・ニゲル〟っていったい何なのよ？　あたしたち異術師は、ご先祖の過あやまちを償つぐなうために──力のない人たちを擬獣災害から護るために存在してるんだって、父さんそういってたよね？　だったら何で同じ異術師が寄り集まって、この国を滅ほろぼそうとしなくちゃならないのっ!?」

「どこの世界にも……狂信を抱いだく者はいる」

「狂信？」

「今から百年の昔──大だい錬れん金きん術じゆつ師しゼルファナスはエーテルを発見し我われら異術師の始し祖そとなったが、その後自みずからが生み出した擬獣の暴ぼう走そうによって命を落とした」

「知ってるわ。学院で、最初に習ったもの」

「ごく一部だが、その歴史を疑う者がいる。擬獣の暴走は事故ではなく、ゼルファナス自身が計画的に行ったことだと」

「計画的？　なにそれ、バカみたい。そんなことして、何の得が──」

　そういいかけたユピテルの脳のう裡りに、戦艦〝エウリディケ〟の艦上で対たい峙じした〝黒い太陽ソル・ニゲル〟の疑ぎ似じ人にん間げんアルラウネの言葉が蘇よみがえった。

　海底深く沈んでいた〝ザインの棺ひつぎ〟。その中に眠っていた者──ゼルファナスの肉体を〝器〟とし、彼の記憶を受け継ついだ疑似人間デミウルゴス。

（あいつらは、ゼルファナスの叡えい智ちだけじゃなく、彼自身を復活させようと企たくらんでいた──？）

「まさか……」

「若いおまえたちには実感できないだろうが……百年前といえば、アビス教会の力が今とは比較にならぬくらい強かった時代だ。魔導師や錬金術師、あるいは医師や学者ですら、アビス・ウルの教義に背そむくと判断された者は容よう赦しやなく異い端たん審しん問もんにかけられ、最悪の場合は火ひ炙あぶりを覚悟せねばならなかった。

　ある者はいう。ゼルファナスは故意に擬獣災害を引き起こすことでこの国の体制を根底から覆くつがえし、あらゆる学術と探たん究きゆうの自由が保証された理想社会を築きずこうとしたのだと。つまり擬獣たちの暴走は〝災害〟でなく、歴史の必然による〝革命〟だったとな」

「革命ですって？　……そんな……あたしこの目で見てきたんだよ。たくさんの町が廃はい墟きよになって、今だって大勢の人が擬獣に苦しんで……そんなのが理想の社会!?　冗談じゃないわよ！」

「そう信じる連中もいる、ということだ。もっとも肝かん心じんのゼルファナスが死んだ今となっては、真相も薮やぶの中だがな」

「死んでない……死んでないよ！　あいつは自分の記憶をホモ・ファルサスに移植して、この百年間を生き延のびて──」

「案ずるな。たとえ相手が伝説の錬金術師だろうが、法を犯おかし暴力で世界を変えようとする輩やからを野放しにするわけにはいかん。我がソシエタスは王おう宮きゆうと協力して、必ずや……どうした？」

　そのとき──父クレヴィンの言葉はユピテルの耳に入っていなかった。

　王都を飛び出し、弟と二人で各地を巡めぐったこの半年間──旅先での記憶が次々と蘇る。

『どっちもバケモノだ──俺たち普通の人間にとっては』

　フォラスの廃墟で出逢ったアルノーの、抉えぐるような一ひと言こと。

『悪魔の石を戴いただく者よ！　即そつ刻こく、聖堂の前より立ち去りなさい！』

　聖せい石せきをかざして叫さけぶカティーナの、嫌けん悪おと憎にくしみに満ちた目。

（みんなの言う通りだったんだ……バケモノ、悪魔、疫やく病びよう神がみ……あたしも、あたしたち異術師はみんな……〝黒い太陽ソル・ニゲル〟のヤツらと同類だったんだ……！）

「あは、あははは」

　半開きになった口から掠かすれた笑いが洩もれる。虚うつろに笑いながら、ユピテルは自分の頰ほおに大粒の涙が伝うのを感じていた。

「？　どうした、ユピテル」

「あははは……あたしってバカ。こんな石、頭につけて……人助けしてるつもりでいい気になって……滑こつ稽けいよ。みんなからどんな目で見られてるのかなんて、ちっとも気づかないで……」

「いったい何を──」

「バカーッ!!　何でこんなモノあたしの身体からだに埋め込んだのよ──っ!!」

　その瞬間、無意識に放たれた戦闘異術の衝撃波が──足元の地面に放射状の亀き裂れつを走らせ、周囲の立ち木数本をまとめてなぎ倒した。

（あっ──!?）

　過失を悟さとって呆ぼう然ぜんとしたユピテルの耳を、父親の叱しつ責せきの声が打った。

「馬ば鹿か者ものが。母さんの墓を壊こわすつもりか？」

　とっさに防御界バリユームを展開したのだろう。周囲の惨さん状じようにもかかわらず、理事長の身体と妻セレーネの墓石には傷一つなかった。

　地面にぺったりと座すわり込み、ぜいぜい肩で息をつく娘を泰たい然ぜんと見下ろしている。

「外の世界を旅して、少しは成長したかと思ったが……まだまだだな。その程度の動揺で〝タブレット〟の制せい御ぎよが効きかなくなるとは」

「よけーな、お世話よ……！」

「だが、おまえが動揺するのももっともだ。異術師であるということは、〝力〟を持つと同時に、我らが先せん達だつの罪を背負うことでもあるのだからな。この世界の現実を知ることは辛つらいだろうが……それはまた、異術師となる者の義務でもある」

「だから、家出したあたしらを捜さがさなかったわけ？　エーテル通信の一つも寄よ越こさないで……」

「おまえはともかく、ラッセルには酷こくだ。真実の重みを受け止め、なおかつ異術師としてあり続けるということはな」

「悪かったわね！　どうせあたしは、がさつで無神経な女よ！」

「やれやれ、半年前の口こう論ろんを繰り返すのか……」

　クレヴィンは困ったようにかぶりを振ったが、ふと思い出したように、

「副理事長の話では、私に何か重要な相談があるそうだが……今のが、そうだったのか？」

「──！」

　半なかば反射的に、ユピテルは胸のペンダントに手をやった。

「ほう。変わった首飾りだな──旅先で買ったのか」

　父親の視線が、アクセサリーに偽ぎ装そうした封印容器に注がれる。

「素材は純度の低い銀だが、細工が凝こっている。これほどの腕をもった職人は、王都にもそうはいまい」

「父さん……あの、あの、あたし……」

　微かすかに肩を震わせて言い淀よどむ娘をじっと見つめていたクレヴィンは、やがてふっと微苦笑を浮かべ妻の墓に視線を戻した。

「なるほどな……おまえも、そういうもので着飾る年頃になったということか」

「～～～」

　全身の力がどっと抜け落ち、ユピテルは思わず地面に両手をついた。

「旅の疲れが出たか？　もういい。ここは人を呼んで片づけさせるから、今日は帰って休め」

「ま、待ってよ！　まだ話が──」

　慌あわててユピテルがいいかけたとき──。

「失礼します。閣かつ下か」

　制服姿の異術師が一人、小こ径みちの向こうから足早に近づいてきた。

　ユピテルのすぐ後ろで立ち止まり、立木のなぎ倒された周囲の有あり様さまを驚いたように見渡したが──何事もなかったかのように理事長に向き直って深ふか々ぶかと一礼した。

「何の用だ？　いま娘と話している。誰も来るなといっておいたろう」

「王宮から使者が来ました。臨時の枢すう密みつ会議に出席して欲しいとの要よう請せいです」

「妙みようだな。会議は昼過ぎからの予定だが」

「それが──近衛隊の飛行機が、新たな大型擬獣の活動を観かん測そくしたとかで──」

「──ふむ。やはり始まったか」

　理事長の口くち許もとが、厳しく引き締められた。

「判わかった。すぐに行くと伝えろ」

「……父さん！」

「子供が口を出す問題ではない。おまえは、もう帰っていろ」

「でも──」

「家出の件については、おまえなりに言い分もあろう。だが少なくとも、弟を巻き込んだのはおまえの過あやまちだ。──そのことを、家に戻ってよく考えてみるんだな」

「………」




　理事長シュレディングは秘書役の異術師を従えて足早に立ち去り、〝追つい想そうの森〟に取り残されたユピテルは所しよ在ざいなげな顔つきで母の墓ぼ前ぜんに佇たたずんでいた。

〈結局、話せずじまいだったな〉

　頭の中に若い女の声が響く。封印容器の中のメルティアだ。

「何よぉ、ずーっと盗ぬすみ聞きしてたの？　失礼しちゃうわねっ」

〈ふん。気き配くばりといってほしいね〉

　音もなく──ユピテルのすぐ傍かたわらに光の粒子が凝ぎよう集しゆうし、刹せつ那なの後には青紫のミニドレスをまとった美しい女の形けい相そうを整ととのえていた。

「久しぶりの親子水入らずと思って、邪じや魔ませずにおいてやったのだぞ」

「ふぇ？　あんた、いつからそんなこと出来るよーになったの？」

「何を驚いてる？　以前におまえがやっていたことだろうが」

「そういや、そーか」

　高密度のエーテルで構成されたメルティアの〝本体〟はペンダントの金属容器の中に封じられているが、自らの意志を疑ぎ似じ精せい霊れい化かさせて空間に投とう影えいしているのだ。

　これはユピテル自身がメルティアに融ゆう合ごうされていた頃、他の人間と会話するために考案した手段でもある。

　束つかの間ま具ぐ現げん化かした疑似人間ホモ・フアルサスの女は、生なま身みの人間と見まがう優雅な仕し草ぐさで墓石の前の下した生ばえに腰をおろした。

　ユピテルも彼女に倣ならい、膝ひざを抱かかえて隣に座る。

「見たでしょ？　あの人、いつだってあーなんだから。あたしの話なんて、ちっとも聞いちゃくれない」

「確かにな。わたしには親というものがよく判らないが……人の話に耳を貸さない所など、誰かさんにそっくりだったぞ」

「イヤミねー。ほっといてよっ」

　露ろ骨こつにむくれるユピテルだったが、すぐ真顔に戻り、

「にしても──弱ったわよねぇ。ジルクリスト先生にバレちゃった以上、いずれはあんたのことも父さんの耳に入るだろうし……」

「もし知られたとして、わたしはどうなる？」

「言いにくいけど……たぶん〝遺産〟の一つとして、ソシエタスの研究施設に封印されると思う。現にライオス博士が持ち出すまでは、四体のホモ・ファルサスが極ごく秘ひで保管されてたってゆーし」

「そんな所だろうな。ふっ……」

「心配ないよー、あたしがついてるもの。あんたには手出しさせないって☆」

「しかし──いつまでも、今の状態を続けるわけにもいくまい」

「え……？」

「わたしだって、人間どもの研究材料になんかされたくないさ。かといって、今さら元の擬獣に戻るのも御ご免めんだ」

　メルティアの白い腕がユピテルの胸に伸び、自みずからが封印されている容器にそっと触ふれた。

「ラッセルさえ救い出せれば……もう思い残すことはないよ。そのときは、おまえの力でこの容器ごと──」

「バカいわないでよーっ!!」

　彼女の手を力一杯はね除のけようとしたユピテルは──そのまま精霊体をすり抜け、勢い余って地面に鼻をぶつけ損そこねた。

「わきゃ!?　ふう、危あぶない危ない──って冗談もたいがいにして！　自殺の手伝いなんか、あたし願い下げだからね！」

「……他に選ぶ道があるのか？」

「前にも話したでしょ？　ゼルファナスが最後まで探たん求きゆうしていた錬金術の奥おう義ぎに〝ホムンクルス〟ってのがあってねー、人工的な手段で完全なヒトの身体からだを造つくれるの。その技術さえ入にゆう手しゆできれば、あんただって──」

「だが、アルラウネの言葉が真実だとすれば──蘇よみがえったゼルファナスは我われ々われの敵だ。そんな奴が、あっさり協力してくれると思うか？」

「そ、それは……」

「それに……この百年、わたしが擬獣としておまえたちを脅おびやかしてきたことに変わりない。今さら姿すがた形かたちだけ人間になったところで、人間たちはわたしを許すまいよ」

「人間じゃなかった時代のあんたに──人間の正義を押しつけて断だん罪ざいするほど傲ごう慢まんじゃないよ。あたしは」

「その気持ちは嬉うれしいがな……」

　メルティアは流体のような銀ぎん髪ぱつをかきあげ、軽くため息をついた。

「やはり、おまえと融合したのが間ま違ちがいの始まりだったようだ。なまじ人間の知識を得たことで……わたしは自分が何者なのか、何のためにこの世界に生み出されたのか、ますます判わからなくなってしまったよ。ラッセルのことも……結局護まもってやれなかったしな」

「自分の存在理由なんて……そんなの、あたしら人間だって誰も理解してないよ」

　ユピテルの視線の先には、母セレーネの墓石があった。

「あたしの母さん、元々身体からだの弱い人だったのに……それでもあたしとラッセルを産うんで育ててくれたわ。弟を身ごもったときは、さすがに医者が警告したそうだけど」

「でも産んだのだろう。母の愛というやつか？」

「それもあるだろうけど……たぶん、信しん仰こうのことが大きかったと思う。アビス教徒は人工中絶を罪悪とみなしてるから」

「………」

「今でも、時々思うことがあるわ。あたしと弟、二人して母さんの命を縮ちぢめたんじゃないかって──あたしたち姉きよう弟だいがこの世に生まれてこなければ、母さんはもっと生きられたんじゃないかって……」

　膝ひざ頭がしらに顔を埋うずめ、ユピテルは声を落としてつぶやいた。

「あんただけじゃないよ、メルティア。自分が本当に生きていていいのか、生きるに値あたいする存在なのか……誰にも判っちゃいないんだから。みんな、それが怖こわいから──縋すがりつくのよ。神様とか哲学とか──自分を肯こう定ていしてくれる何かに」

「おまえとラッセルが生まれたのは、神ではなく──母親自身がそれを望んだからだろう？」

　心に染しみ込んでくるような、メルティアの声。精霊の女は母親のようにユピテルの肩を抱いていた。

　もちろんエーテルによる疑似精霊体に物理的な触感はないが、額ひたいの〝タブレット〟を通して流れ込む暖あたたかな感覚が哀かなしい思い出をわずかに和やわらげてくれる。

「おまえだって、いずれは自分の子供たちに未来を託すことができる。その絆きずなが──おまえたち人間の強さなのだろうな。一人一人は脆もろい存在でも」

「………」

「だが、わたしは違う。──永遠に独ひとりきりだ」

　ユピテルには返す言葉が見つからなかった。

　ふと気づくと──メルティアの精霊体は既すでに姿を消し、異術師の少女はただ一人、樹じゆ冠かんから射さし込む日ひ溜だまりの中にぽつんと座すわり込んでいた。







　円柱に囲まれた広大なホールの中央に据すえられた大理石の円卓。それじたい相当な広さを持つテーブルを囲み、十数名の男たちが言葉少なに向き合っていた。

　神殿を思わせる厳げん粛しゆくな雰ふん囲い気きの中で無む駄だ口ぐちを叩たたく者はなく、時とき折おり軽いしわぶきの音が高い天てん井じように木こ霊だまする。男たちの年齢や服装はまちまちだが、みな一いち様ように眉まゆをひそめ、陰いん鬱うつな面おももちで互いに目め配くばせを交かわしている。

（やれやれ。まるで末まつ期きの患かん者じやを看み取とるホスピスに来たみたいですねえ）

　ヴァリシニア王おう宮きゆうにおいて臨時に召しよう集しゆうされた枢すう密みつ会議──王国政府の高官や近この衛え隊たい幹部、その他有力組織の代表者が一堂に会する、事実上国家の最高意志決定機関──は、ソシエタス側代表の一人として出席したジルクリストが感じた通り、冒ぼう頭とうから重苦しい空気に包まれていた。

　議長を務つとめる皇こう太たい子しが開会の詔しよう勅ちよくを代読した後、近衛隊の将軍がのっそり立ち上がって現状の報告を始める。

（事態は予想以上ですねえ……）

　王宮の文官から受け取った資料──飛行機による最新の偵てい察さつ結果に目を通し、ジルクリストは表情を曇らせた。もっとも彼の場合憂ゆう鬱うつそうに蒼あおざめているのが常なので、端はたから見ると殆ほとんど顔色に変化はないが。
















　王都の周辺地域における擬ぎ獣じゆうの活動がにわかに活発化したのは、およそ一週間ほど前のことである。そして昨日──二十年ぶりに姿を現したジオドラゴンによる防護結界の破壊を待っていたかのように、擬獣たちは一いつ斉せいに王都モラックスを目め指ざして動き始めたのだ。

　百トン超級の大型擬獣だけで実に五百頭以上。それ以下のクラスに至っては未いまだに正確な数すら把は握あくされていない。ヴァリシニア王国の総人口を半減させたあの擬獣災害の最悪期にも匹ひつ敵てきする数である。

　しかもこれだけの個体数が王都周辺の狭せまい地域に密集しながら、擬獣たちは互いに諍いさかいを起こすこともなく、あたかも統制された軍隊のごとく整然と王都を目指して進撃している。この国が擬獣災害による滅めつ亡ぼうを免まぬがれた最大の原因が、実は増殖しすぎた大型擬獣同士の共喰いであったことを思えば、これは過去の擬獣災害を上回る最悪の事態といってよかった。

「──王都周辺には戦車と砲ほう兵へいを主力とする防衛部隊を配置し、上空から侵しん入にゆうした飛行型擬獣については高射砲と航空部隊が迎げい撃げきします。予よ測そくでは明日の未明には敵擬獣群の第一波と交戦状態に入るものと思われます」

　円卓に広げた大地図を指揮棒で指さし示しながら説明する将軍の声も、どことなく悄しよう然ぜんとしている。これは戦術や外交手段で劣勢を覆くつがえせるような人間同士の戦争とはわけが違う。四方から押し寄せてくる無数の巨大生物を前に、広大な王都圏を守り抜くことなど現有の十倍の兵力があっても不可能であろう。他の自治都市・貴族領にしても我わが身を護まもるので精せい一いつ杯ぱいで、他の街からの援えん軍ぐんは殆ど期待できそうになかった。

　出席している誰もが、地平線の彼方かなたから今にも迫り来る獣けものたちの咆ほう吼こうを聞くかのような心境で、将軍の説明にじっと耳を傾かたむけていた。

「今回の事態に鑑かんがみ、我がソシエタスも王都防衛のためあらゆる努力を惜おしまぬ所しよ存ぞんであります」

　将軍の後を受け、ソシエタス保安局長のゲーベルが席を立った。理事会メンバーの一人であるが、協会の軍事部門を任まかされるだけあって頰ほお髭ひげを伸ばした厳いかつい風ふう貌ぼうは異術師というより軍人に相応ふさわしい。

「現在、王国の各地に派は遣けんした対擬獣戦の専門部隊をエーテル通信で呼び戻しております。近衛隊と連れん携けいして背はい後ごから擬獣群を攻撃すれば、かなりの効果を期待できましょう」

「ふん。いつ還かえって来るかも判らぬ援軍など、あてになるものか！」

　金きん襴らんの法衣に身を包み、額に黄玉トパーズの聖石を飾る老人が、神経質な声を張り上げた。

　神聖アビス教会からの代表として会議に出席している、王都管区の大だい主しゆ教きようルベウスだった。王都市民のおよそ半数を占めるアビス教徒たちを統とう轄かつする、総主教エルベシウスに次ぐ教会の重じゆう鎮ちんである。

「そんなことより、防ぼう護ご結けつ界かいの修しゆう復ふくはどうなっておるのじゃ？　例の結界が起き動どうしている限り、擬獣は一歩たりとも王都圏に踏み込ませぬと──貴き公こうら異術師は、常つね々づねそう公こう言げんしておったではないか！」

「その件については、私から──」

　不愉快そうに着席したゲーベルに代わり、ジルクリストが発言を求めた。

「えー、実は結界の修復に当たっていた当協会の作業班が何者かの襲撃を受けて多数の負ふ傷しよう者しやを出しまして──現在、新たな作業班を編成中です」

「何じゃとぉ!?」

「副理事長のおっしゃることに相そう違いないです」

　王都の治ち安あん維持を任務とする、警けい邏ら隊たいの長官が頷うなずいた。

「ジオドラゴンの現れた昨日から、王都圏内における爆ばく破は行為や銃じゆう撃げき事件が多発致しまして──一連の事件に関してまだ犯行声明の類たぐいは出されておりませんが、おそらく〝黒い太陽ソル・ニゲル〟を名乗る例の結社の仕し業わざかと」

「また、あの連中か……」

　永年に渡り王国を悩ましてきたテロ組織の名前に、大臣たちが一いつ斉せいにざわめいた。「けしからん奴らだ！　王都が擬獣どもに滅ほろぼされるかどうかという、この非常時に──」

「おおかたこの機に乗じて人じん心しんを擾かく乱らんし、革命暴動に発展させようという魂こん胆たんでしょう。ひとつ厳しく取り締まらねば」

　もっともらしくテロ対策を論じ合う彼らの誰一人、事態の重大さに気づいていない。

　──擬獣たちの動きの背後に、まさにそのテロ組織の思おも惑わくが隠されていることに。

「そ、そんなことが修復遅れの言い訳わけになるかっ！」

　ルベウスはなおも言い募つのった。

「だいいち〝黒い太陽〟とて、本もとを正せば貴き公こうらと同じ異術師の組織──貴公ら、異術師同士で計はからって我わが王都を滅ぼす魂胆か!?」

「酷ひどいこといいますねえ。私らは被害者なのに」

「ご心配なく、大主教」

　ジルクリストの右隣に座っていた理事長シュレディングが、そのとき初めて口を開いた。

「残念ながら防護結界の修復にはあと一月を要するが、その間の代だい替たい手しゆ段だんについては既すでに目め処どがついている」

「代替手段、だと？」

「ゾシモス君」

「……ああ。判っとる」

　ジルクリストの左隣にいたゾシモスが立ち上がり、何やら筒状に巻いた大判の羊よう皮ひ紙しを取り上げた。房のついた巻き紐ひもを解き、卓上の大地図に被かぶせるようにして広げる。

　怪け訝げんそうに覗のぞき込んだ大主教の顔から、にわかに血の気けが失うせた。

「こ、これは──!?」

「ほ～う。驚くということは、あんたにもコレが何か判るんじゃな？」

　新たに広げられた羊皮紙は、やはり王都とその周辺地域を示す地図だった。ただ一つ違うのは、市街地に重なる形で奇妙な円形の図形が描かれていることである。

「ま、魔ま神じんアーリマンの魔ま法ほう陣じん……！」

「いかにも。本来の意味での〝結界〟じゃな。我が輩はいがガキの時分、故郷のアーレムランドじゃこいつを村の周囲に描いて擬獣どもの侵しん入にゆうを防いだものじゃ」

　禿とく頭とうの異術師は丸まる眼め鏡がねを光らせてニヤリと笑った。

「もっとも──こんな大規模な形で使用するのは、我が輩とて初めてじゃがな」

「王都で……このモラックスで黒魔術を使うつもりかっ……汚けがらわしい!!」

　裏返りそうな声でルベウスが叫んだ。

　無理もない。現王朝が成立して以来の四百年間、神聖アビス教会はアビス・ウルを除く全ての神、あるいは土着の信しん仰こうを「邪じや教きよう」として排はい斥せきしてきた。元は先住民ガルト族の守しゆ護ご神しんといわれ、現在は魔道を探求する者たちの畏い敬けいを集める魔神アーリマンはその最たるものであり、無神論者と並ぶ仇きゆう敵てきと呼んでいい。

「まあまあ、落ち着いて下さい大主教。別に生いけ贄にえを捧ささげて悪魔を召しよう喚かんしようってわけじゃないんですから」

　予測された反応に内心うんざりした気分を覚えつつ、それでもジルクリストは穏おだやかに取りなした。

「魔神崇すう拝はい者しやの魔術については、我がソシエタスでもまだ完全には究きゆう明めいされておりませんが……少なくともこの魔法陣と儀式の併へい用ようが、擬獣に対して具体的な効果を生み出すことは実験で証明されてます。おそらくは、ある種の自然エネルギーを用いた未知の技術体系だと推すい測そくされますが」

「失しつ敬けいじゃな副理事長！　偉大なる魔神、アーリマンは実在するのだぞ。現に我が輩は修しゆ行ぎよう中に何度も御お姿すがたを目撃しておるのじゃから」

「またその話ですかぁ？　そんなの脳内麻薬による幻覚──いやまあ止やめときましょ。今は議論している場合じゃないですから」

「許さん！　絶対に許さんぞ！　唯ゆい一いつ神聖なる、アビス・ウルの名にかけて──」

「けっ。だから我が輩はイヤだといったんだ」

　ゾシモスは冷笑を浮かべながらジルクリストを見やった。魔法陣の見取り図を乱暴に巻き戻して席を立ち、

「──では我が輩はこれにて失しつ敬けいする。あとはあんたがたで、好きに対策を練ねるこっちゃな」

「仕方ないですねえ……」

「せいぜいアビス・ウルにでも祈れ。おーそうじゃ。ひょっとしたら、あの銀色の女め神がみがまた助けにきてくれるかも知れんぞ？」

「ぶはっ！　げほごほげほっ!!」

「……どうした？　副理事長」

　突とつ如じよテーブルに突っ伏して咳せき込み始めたジルクリストに、理事長が不思議そうに尋ねた。

「お、お気になさらず……ちょっと喉のどの調子が……ごほっごほっ」

「メルティアが今回も我われ々われの味方につくという保証はない。今は不確定の要素を極きよく力りよく排除し、あくまで現実を語り合うべきだ」

（あ～あ。結局打ち明け損そこねたんですねぇ、お嬢様……まあ無理もないですが）

「今の我々にとってもっとも現実的な対応は、この魔法陣を応用した都市防衛システムではないかね？　──席に戻りたまえ、ゾシモス君」

「……けっ」

　ゾシモスは戻らない。会議室の出口付近に立ち止まり巻物を両手で弄もてあそびながら、口を歪ゆがめてアビス教会の大主教を睨みつけている。

「貴方あなたもだ、大主教。信仰の問題に口を出すつもりはないが……仮にも我がソシエタスの理事会メンバーを侮ぶ辱じよくするおつもりなら、当方もそれなりの対応を取らせて頂いただくが？」

「ぐうっ……！」

　険悪な空気がホールに漂ただよった。同席の大臣や将軍たちが固かた唾ずを吞のんで大主教と理事長を見守っている。議長役の皇太子は気まずそうに硝子ガラス張りの天てん井じようを見上げていた。

　永遠とも思える数秒が経過し──。

「まあ、いい。今回は理事長の顔を立ててやるわい」

　意外にあっさりとゾシモスが折れ、ひょこひょこした足取りで席に戻った。

「………」

　大主教は今にもこめかみの血管が切れそうな表情で身震いしているが、それ以上一ひと言ことも発しない。その態度は無言の承認とみなされ、席上の話題はごく自然に魔法陣を主しゆ軸じくに据えた王都防衛計画へと移っていった。




「貴き様さまも人が悪いな。王おう宮きゆうの連中は知ってたんじゃろ？」

　ゾシモスが顔を寄せ、小声でジルクリストに囁ささやきかけた。

「当然です。夕べのうちに、非公式に陛へい下かのご裁さい可かを頂いただいてますから」

「……だったら、何でルベウスの奴やつなんか呼んだんじゃ？」

「何事にも、手続きというものは必要ですからね。大主教も臨りん席せきした会議で決まったことなら、アビス教徒の市民たちにも納なつ得とくして頂けるでしょうし──ご不満ですか？　こういうやり方は」

「とんでもない。見てみろ奴の顔──あー、胸がス～つとしたわい。けけけけっ」

「………」

　歯をむき出して意い地じ悪く嗤わらうゾシモスには構かまわず、ジルクリストは反対の席で彫ちよう像ぞうのように佇たたずむ理事長の横顔をチラリと見やった。メルティアの正体について真実を告げるべきかどうか──実のところ、彼自身もまだ決めかねていたのだ。

（ユピテルお嬢様……当とう面めんの間、大人おとなしくなさってくれていれば良いんですが……）

　今は自宅に戻っているはずのユピテルのことを思い、ただでさえ弱い副理事長の胃がキリキリと痛んだ。








第３章　銀の戦士









　百年の昔──貴族の城ですら切り出した自然石や煉れん瓦がを積んで造つくるのが常識だった時代にあっては、天をつく石の高こう楼ろうなど神話の中の物語に過ぎなかった。

　だが混凝土コンクリートと鉄てつ筋きんを多用した新工法により、復ふつ興こう成った現在の王都モラックスでは十階二十階建ての摩ま天てん楼ろうなどありふれた風景の一部となっている。

　街の南、ローモン街にあるアルカナ商館もその一つで、最上層にあたる十五階の窓からは王都市街の眺ながめが一いち望ぼうに見渡せた。

　地上の星座のごとく闇やみを彩いろどる高層商館の窓。その足元に広がる歓かん楽らく街がいと一般市民の居住区。それらを見下ろすように、彼方かなたの高たか台だいで輝かがやく貴族や富ふ裕ゆう市民の館やかたの灯とう火か。

　皮肉なことに──一度はこの街を灰かい燼じんに変えた擬ぎ獣じゆう災害も、人間の底知れぬ欲望とそこから必然的に派は生せいする貧ひん富ぷの差、社会の矛む盾じゆんを一いつ掃そうすることはできなかったらしい。

　ラッセル・シュレディングは窓まど際ぎわの椅い子すに腰掛け、眼がん下かに広がるそんな夜景をじっと眺めやっていた。

　口くち許もとに無む邪じや気きな笑みを湛たたえながら街の灯に見入る少年──その姿は、それだけ見れば一枚の絵としてそのまま額がく縁ぶちに収おさめたくなるような微笑ほほえましい光景ではある。

「ねえ、アルマ……今は何年だったっけ？」

「王おう暦れきの四一〇年よ、ミスター〝Ｚ〟」

　背はい後ごに立っていたアルマ・ローネが答えた。影のごとくラッセルに寄り添っているのは街道の馬車の時と変わりないが、今の彼女は〝黒い太陽ソル・ニゲル〟の女幹部に相応ふさわしく黒い野や戦せん服ふくに着替えている。

「最後にこの街を離れたのは、確か二九五年の冬だった──懐なつかしいな。ぼくは百十五年ぶりに還かえって来たんだ」

「そんな暦こよみで年を数えるのも、今夜が最後になるわね。ふふふ……」

　決行まであと一時間の後のちに迫った軍事行動のことに思いを馳はせ、アルマは口許に薄い笑いを浮かべた。

「全すべては計画通りに進んでいるわ。近この衛え隊たいとソシエタスの異い術じゆつ兵へい団だんは王都周辺の防衛に駆かり出され、市街地は無防備状態。逆に我わが方は擬獣兵三十体、異術兵と一般兵合わせて一個中隊の戦力を、地下水道を通じて王都のあらゆるポイントに投とう入にゆうできるわ」

「市街地を守る警けい邏ら隊たいは大して怖こわくもないけど、邪じや魔まが少ないのに越したことはないな。もっともっとあちこちで騒ぎを起こして、ソシエタスの本部から連中の注意を逸そらしてよ」

「それは、構かまわないけど……」

　アルマは少し口ごもり、

「でも──主力が出払っているとはいえ、本部の護まもりは固いわよ。建物の内部には警備兵の他に、セキュリティ用のトラップも数多く仕掛けられているって聞くし」

「心配いらないよ。ドクター・ライオスの遺のこしてくれた資料で、本部構内の警備体制はほぼ把は握あくできてるしね。一個中隊もあれば容易たやすく陥おとせるよ」

　そういって振り向いた少年の顔は、傲ごう慢まんといって良いほどの自信に満ちた笑いで歪ゆがんでいた。

　──以前のラッセルなら、間ま違ちがってもこんな笑い方はしない。

「それに、本部の施設全体を占領する必要はないんだ。ほんの数時間の間、構内の一区画だけ制圧できれば用は足りるんだから」

「襲撃目標を王おう宮きゆうに変更するわけにはいかないの？　今夜は臨時の枢すう密みつ会議が開かれ、主おもだった王族や大臣、近衛隊の幹部は全員あそこに召しよう集しゆうされてるのよ。いま王宮を制圧すれば、一気にこの国を──」

「国王や大臣なんて、そんなモノこの際どうだっていいんだよ」

　ラッセルの顔から笑みが消え、冷ややかな無表情でアルマを見み据すえた。

「ソシエタス本部の地下で〝賢ア者ゾのー石ト〟が建造されていることは、ライオスの情報ではっきりしてる。まともにあれを造ろうとしたらひどく大きなものになるはずだし──それには擬獣に襲われる心配のない安全な場所、そして王宮やアビス教会からの干かん渉しようを受けることもない異い術じゆつ師しの聖せい域いき──中央本部がいちばん適してるもの」

「〝賢ア者ゾのー石ト〟の話は、私もライオスから聞いたことがあるけど──でもあれは未完成で、まだ役に立つシロモノじゃないってライオス自身が……」

「──君まで、ぼくのこと疑ってるの？　アルラウネ」

「いいえ！　決してそんなことは──」

　再び柔やわらかに微笑し、少年は椅子を立ってアルマに近づいた。

「ねえ。見せてよ、君の身体からだ」

「……え？」

「君は元々人間の女性アルマ・ローネだったろうけど、今はぼくの創つくった人工魂ホモ・フアルサスと融ゆう合ごうした疑ぎ似じ人にん間げんアルラウネだ。百年前にこの手で播まいた種が、どんな花を咲かせたのか──確かめてみたいんだよ」

「──！」

　その言葉の意味を解したアルマ＝アルラウネの顔が、耳じ朶だまで紅あかく染まった。

　もし同じセリフを吐いたのが他の男であったら、その場で射殺していたに違いない。だが自みずからの創そう造ぞう主ぬしともいうべき存在を前にして、今の彼女を支配する感情はただ少女のような羞しゆう恥ち心しんであった。

「ご、ごめんなさい。それだけは──」

「脱ぬいで。命令だよ」

「………」

　女は目を逸らして数瞬、ためらっていたが──やがて観念したようにうなずき、野戦服のボタンを外はずし始めた。

「──ふうん？」

　エーテル灯の寒々しい光の下に晒さらされたアルマの裸ら身しんを値ね踏ぶみするように眺めながら、ラッセルはさも不思議そうに鼻を鳴らした。

　都市ゲリラとしての軍事訓練で鍛きたえているだけあって、細身ながらよく引き締まり均きん整せいのとれた肢し体たいである。だが、上向き加減の乳房の下から体毛の薄い下腹部のあたりにかけての肌には醜みにくく引きつれたケロイドが点々と浮き上がり、それはあたかも巨大な錦にしき蛇へびの斑まだら模様を連想させた。
















「何だい、これ？」

「こ、これは十年前の──まだ私が、人間だった頃に──」

「言われなくたって判わかるよ。ずいぶん古い火傷やけどの痕あとだもの。──でも今の君は、自分の身体を好みの形態に相変異させられるんだろ？　この程度の古傷、跡あと形かたもなく回復できるはずだよ。それとも、ぼくの創ったホモ・ファルサスに欠けつ陥かんがあったっていうの？」

「わ、判りません……〝融合〟が無事に済んだ後でも、人間の姿に戻ると、この傷痕が──」

「この火傷は、何ど処こで？」

「じゅ、十七の時に……奉公先の貴族の館やかたで……」

　震える声で、アルマは己おのれの過去を語り始めた。孤児院にいた彼女を引き取った地元の領主が、実は慈悲深い名士の仮面を被かぶったサディストであったこと。牢ろう獄ごくのような地下室に監禁され、半年に及ぶ暴行と陵りよう辱じよくを受け続けたことを──。

　喋しやべっているうちに耐えきれなくなり、目から涙があふれ出した。

「なるほどね……」

　彼女の異常な告白を、ラッセルは顔色一つ変えることなく聞いていた。少年の整ととのった顔には同情のカケラすら感じ取れない。思し案あん深げな表情は、弟で子しから実験の報告を受ける年老いた錬れん金きん術じゆつ師しのようでもあった。

「火傷の痕が消えないのも道理だよ。なぜってそれは君の身体じゃなく、魂たましいそのものに刻みつけられた傷だもの。人に人の形けい相そうを与えているもっとも強い要因は魂、もしくは心と呼ばれる情報の集積体である──百年前にぼくが立てた仮説は、やはり間ま違ちがいじゃなかった」

「憎にくかったのよ……気が狂うほど憎らしかった。無力だった私を辱はずかしめた貴族が、金持ちどもが、この世の男たちみんなが──！」

「それでテロ組織に身を投じたってわけ？　で、結果はどうだったの。百人かそこいらの貴族を殺して──少しは心の傷が癒いえたかい？」

　アルマは唇くちびるを嚙かみ、激しくかぶりを振った。

「だ、だからライオスがホモ・ファルサスの封印容器を持って現れたとき、私は迷わず実験体に志願したわ！　別に死んだってかまやしない。人間なんか辞やめていっそ擬獣になってしまえば、きっとこの苦しみから逃のがれられるに違いないと。なのに──」

「無む駄だだね」

　心臓を刺されたような表情で、女は少年の顔を凝ぎよう視しした。

「本来ホモ・ファルサスは、特定の個人の意識を半永久的に維持する目的で開発したシステムだよ。それと融合したってことは──君は今の心の傷を抱かかえたまま、永遠に苦しみ続ける運命を自みずから選んだわけさ。たとえ肉体は滅ほろびてもね。もう神様だって君の魂を救ってくれやしない──元より、この世界に神なんていないけどね」

「いやあああああっ!!」

　アルマは悲痛な叫さけびを上げ、頭を抱えてうずくまった。下着一枚身につけぬあられもない姿であることすら忘れ、恥も外がい聞ぶんもなく少年の細い足に縋すがりつく。

「助けて──助けてゼルファナス様！　お願いっ、私を救ってーっ!!」

「……救ってあげる」

　ぴたりと女の動きが止まり──恐る恐る、少年の顔を見上げた。

　ラッセルはにっこり笑うと、アルマの側そばにかがみ込み──床ゆかに落ちた野戦服のシャツを取り上げて優しい仕し草ぐさで彼女の肩にかけてやった。

「でも、今のままじゃだめだ。ぼくの〝デミウルゴス〟には君やメルティアのような力はない。特殊な念ねん波ぱを使って擬獣たちをコントロールできるくらいで──肉体的にはただの人間、〝器〟になったこの男の子と同じ力しかないんだもの」

「………」

「一刻も早く、ぼくはぼく本来の姿に立ち戻らなくちゃならない──だから、君の協力が必要なんだ」

「本来の姿？　でも、貴方あなたの元の身体はとうに──」

　ラッセルはふいに目を伏せ、アルマを焦じらすように黙り込んだ。

「いって！　私どうすればいいの!?　何でもする！　何だって協力するわ!!」

「……ありがとう、アルラウネ」

　少年は女の耳に口を寄せ、小声で何事かを囁ささやき始める。

　数秒後──怪け訝げんそうに聞いていたアルマの目が、驚きよう愕がくに瞠みはられた。




　背はい後ごの扉とびらをノックする音が響いた。

「！」アルマは慌あわてて立ち上がり、ラッセルから身を離した。

「──お入り！」

「失礼します。同志──わあっ!?」

　入室を許された伝令役の兵士は、全ぜん裸らにシャツだけを羽は織おった指揮官の姿に驚き、一瞬任務すら失念したように硬直した。

「構わないわ。続けて」

　その時にはすっかり〝黒い太陽ソル・ニゲル〟の女幹部に立ち返ったアルマが、威厳に満ちた態度で促うながす。

　今の彼女にとって部下の兵士など単なる道具。男のうちに入っていないのだ。

「そ、その──〝Ｚ計画オペラシオ・ザイン〟の最終行動準備が完了致しました。襲撃部隊の各班に加え、ミスター〝Ｚ〟と行動を共にする護衛班、および技術班も出撃ポイントに待たい機きしております」

〝Ｚ〟──ラッセルは何も答えず、ただニコニコと男の言葉を聞いている。

「侵攻ルートは？」

「百年前の擬獣災害時に放ほう棄きされた、地下水道の遺い構こうを使います。半なかば崩くずれかけておりましたが、異術師と擬獣兵を動員して工事にあたり──現在、ソシエタス本部付近へのルートは安全に確保されております」

「ご苦労。全員に伝えなさい──百年に及ぶ我われ々われの闘とう争そうは、今夜のためにあったと」

「はっ！」

「──お待ち！」

　敬礼して部屋を出ようとする部下を呼び止め、

「少しばかり、計画を変更するわ。市街地に潜せん伏ぷく中の陽動班に連絡。──本部襲撃の刻限に合わせて、西のオルレック街がいに火を放つように伝えなさい」

「ええっ!?」

「放火なら大した手て間まも人ひと手でもかからないでしょ。ちょうど風かざ下しもには警邏隊の司令部もあるし、いい目め眩くらましになるわ」

「し、しかし──あそこは一般市民の居住区です！　非戦闘員を巻き込むのですか!?」

「非戦闘員ですってぇ？」

　アルマの切れ長の瞳ひとみの中で、しゅっと瞳どう孔こうが収縮する。黒目の部分が点になった不ぶ気き味みな四よん白ぱく眼がんで睨にらみつけられ、兵士の神経は蛇へびに魅み入いられた蛙かえるのように凍いてついた。

「ひっ……!?」

「革命のための闘争に市民と兵隊の区別なんか存在しないわ！　考えてもご覧。権力者どもがいい気になってのさばるのも、働き蜂ばちよろしく奴やつらに奉ほう仕しする愚ぐ民みんどもが存在するからじゃないの？　この機会に両方まとめて焼き払っちまえば、後あと腐くされもなくてスッキリするってものよ！」

「そ、そんな──！」

　完全に常じよう軌きを逸いつしたアルマの言動に、口を大きく開あけたまま絶ぜつ句くする兵士。

　──だが、言葉以上に彼女の邪じや眼がんに圧倒され、それ以上一ひと言ことも口答えできない。

「く、黒き太陽の……もとに」

　力無く敬礼し、すごすご廊ろう下かを立ち去っていった。

「フン。軟なん弱じやく者ものが──」

　吐き捨てるようにいうと、アルマは床にしゃがんで自分の野戦服を拾い上げた。

　きびきびした動作で服を身につけながら、扉に向かって何なに気げなく声をかける。

「そんな所に突っ立ってないで、あんたも入っといで。隠れてるワケじゃないんだろ？」

　彼女の呼びかけに応じるように扉が開き、ほっそりした人影が入室してきた。伝令の兵士にやや遅れて到着し、先客が帰るのを大人おとなしく待っていたものらしい。

　兵士には見えない。象ぞう牙げ色いろのベストとスラックスに身を包んだ、まだ十四、五の少年だった。

「……意外ねぇ」

　野戦服のボタンを止めながら、アルマは小こ馬ば鹿かにしたように少年を見やった。

「まさか自分から戻って来るとは思わなかったわ。あんたも一応は〝同志〟の端はしくれだったってわけね」

「………」

「──でなけりゃ、お師し匠しようサマの仇あだ討うちってとこかしら？　ま、どっちでもいいわ。今は猫の手も借りたいときですもの」

　メルクリウスは答えない。

　目ま深ぶかに被かぶった鳥とり撃うち帽の下から硝子ガラス球だまのように虚うつろな蒼あおい瞳をのぞかせ──ただ無言で、部屋の中に立つアルマとラッセルを見つめていた。







　スカートの裾すそを足元まで垂たらし、各所にレースをあしらった純白のディナードレスに身を包む少女が一人、手を伸ばせば届きそうな目の前に立っていた。

　十代半なかばにしてはやや小柄な体型。卵をふっくらさせたような顔も相変わらず子供っぽいが、薄い絹のドレスごしにのぞく肩から胸にかけての身体の線は、しばらく見ないうちにいくぶん女らしく柔らかな曲面を帯おび始めているような気もする。

　毎日一いつ緒しよに過ごしているはずなのに、いざ顔をつき合わせてみると何な故ぜだかとっさに名前が出てこない。この世で最も自分の近くにいる、赤の他人──。

（あたしってば……家にいる時は、こんなだったっけ？）

　姿すがた見みに映った自分の姿を、ユピテルはまるで見知らぬ人物に会うかのような気分で眺めていた。

「まあまあ。よくお似合いですわ～、お嬢様！」

　背後からユピテルを見守る女中頭ハウスキーパーのルルスが、嬉うれしくてたまらないといった風ふ情ぜいで声を上げた。

　シュレディング家に奉ほう公こうする多数のメイドたちを一手に束たばねるルルスは没ぼつ落らくした名門貴族の出身だと聞いている。日頃は近寄りがたい厳格な雰囲気を湛たたえた老婦人であるが、ユピテルに新しいドレスを着付けさせる時だけは何故か上じよう機き嫌げんで少女のようにはしゃぐのだ。

　左右には二人の若いメイドが侍はべり、鏡の前で甲か斐い甲が斐いしく着付けを手伝っている。

　ユピテル自身には何もすることがない。時々言われるままに手足を動かし、着せ替え人形のごとくメイド達のなすがままに任まかせていた。

「お家を空あけられている間に、また一段とお美しくなられて。ああ、亡なくなった奥様のお姿に生き写しですわ」

「そーかしら？　家にあるドレスがぴったり合うってことは、この半年間ぜーんぜん成長してないってことじゃない」

「とんでもございません。旦だん那なさまのおいいつけで、お嬢様やお坊っちゃまが何い時つお帰りになられても不ふ都つ合ごうのないよう、少しずつサイズを大きくしたお洋服を仕立ててお待ち申し上げておりました」

「ふうん……」

　鏡の中の自分と向き合ったまま、ユピテルは小さな唇を尖とがらせた。

「ムダなことするのね。あの人も……」

　小一時間にも及ぶ不ふ毛もうな──そう感じていたのはユピテル独ひとりだったようだが──着付けを終えてようやく鏡の前を離れると、ルルスが歩み寄り、預あずけておいた銀のペンダントを恭うやうやしくユピテルの首に掛けた。

「素す敵てきな首飾りですが、このドレスには少し似合いませんですわね。次にお出かけになる時まで、仕し舞まっておかれた方が……」

「ダメよ。これはあたしの宝物なの。お風ふ呂ろや寝る時だって外はずさないからねっ！」

　鏡の間を出て、スカートの裾を引きずりながら長い廊下をしずしずと食堂に向かう。

（あ～もうっ。歩きにくいったら、ありゃしない）

〈たいしたお姫様ぶりだな、ユピテル。アルノーが見たら惚ほれ直すぞ？〉

「あんた今、必死で笑いを堪こらえてるでしょ？　姿なんて見なくたって判わかるわよぉ」

「は？」先導するルルスが怪訝そうに振り返った。

「あの、何か……私どもに粗そ相そうでも？」

「あ☆　何でもない何でもない。最近、ちょっと独ひとり言ごとの癖くせがついちゃってー。あはは～」

　冷や汗をかきつつ、苦しい笑顔でその場を取り繕つくろう。

〈ふぇ～、危あぶない。ちょっとメルティアぁ、人がいる場所でいきなり話しかけないでっていってるでしょ!?〉

〈おまえがボヤっとしてるから悪いのさ。──で、これからどうする。おとなしくお嬢様暮らしに逆戻りか？〉

〈じょ～だん！　今、レベッカに〝黒い太陽ソル・ニゲル〟の動向を調べてもらってるわ。情報が集まり次し第だい、すぐ出発するからね！〉

〈どうでもいいが、わたしのことを置き忘れるなよ〉

〈バッカねー。このユピテル様が、そんなドジ踏むわけ……〉

　と、そこまで考えて彼女の思考は停止した。

　自宅とはいえ、なにぶんこの広さである。幼少のみぎりより、お気に入りのアクセサリーや弟から取り上げた玩がん具ぐを何ど処こかへ紛ふん失しつしたことなど数え切れない。

〈あ、あはははー。も～、メルちゃんてば心しん配ぱい性しよう☆〉

〈……不安だな……〉




「仰おおせの通り、十人分お作りいたしましたが……あ、あの、本当にこれ全部……お嬢様がお一人で？」

　厨ちゆう房ぼうを預かるシェフのレムリが、恐る恐る尋ねてくる。

「そーよ。長旅で、お腹なかがペッコペコだも～ん」

　しれっとして答えると、ユピテルは食卓に着いた。

　ここはシュレディング邸ていの食堂ダイニング・ルーム。家族専用とはいえ、それでも十数名が一度に会食できるだけの広さがある。同じ邸内には遥はるかに広い大広間サルーンが存在し、通常であれば月に一度は王族を始めとする王都の有力者を招まねいた晩ばん餐さん会かいや舞ぶ踏とう会かいが開かれているはずだ。

　フォークとナイフを取り上げ、まずは前菜のフォアグラと蕪かぶのサラダを口に頰ほお張ばりながら、半年ぶりの我わが家やをしげしげ見回してみる。

　王都にある貴族の館と比くらべても遜そん色しよくない家具調度品。壁際に沿って一列に並び、彫像のように主あるじの──この場合はユピテルだが──食事を見守る執事バトラーやメイド、その他の使用人たち。

（変わってないのね……あたしとラッセルが家出した、半年前までと）

　あっという間に大皿三杯分の前菜を平らげ、ついでスズキのソテーに手をつける。

　メルティアのエーテル体は封印容器の中にいるのに自分の腹が減るというのも妙みようだが、実際には完全に分離しているわけでなく、現在に至るもエーテルを媒ばい介かいとするある種の超空間的なつながりを保っているらしい。ジオドラゴンとの闘たたかいで〝力オプス〟を著いちじるしく消しよう耗もうした相あい棒ぼうのため、微力ながらユピテルも栄養補給に力を貸しているというわけだ。

（……あれ？）

　大皿五杯の魚料理を小さな胃袋の中に吞のみ込み、いよいよメインディッシュの肉料理に挑いどもうとしたとき、ユピテルは微妙な違い和わ感かんに気づいて傍かたわらに立つルルスに尋ねた。

「エミリーはどーしたの？　ほら、メイドの中じゃ一番若い」

「本人の希望で暇を出しました。何でも、故く郷にの村で良い縁談がまとまったとかで」

「えーっ!?　あの子、あたしと同い年だよ？」

「田舎いなかでは珍めずらしいことではございません。十五ともなれば、男も女も一人前の大人として扱われるものです」

「そっかあ……幸せになるといいな、エミリー」

「お嬢様の容よう態だいを、最後まで案じておりましたよ。後で手紙などお書きになれば、きっと喜ぶかと存じます」

「そ、そーね。きっと書くわ、うん」

　ユピテルはしどろもどろで頷うなずいた。執事や女中頭などごく一部の者を除き、屋敷の使用人には「お嬢様とお坊ちゃまは病気治療のため田舎の保養所で静養中」と伝えられ、彼らもそれを信じ込んでいるのだ。

　チクリと胸を刺されるような罪の意識を覚えながら、同時にユピテルはこの屋敷にも半年間の時の流れが存在していたという、ごく単純な事実を実感した。

　自分たちが不在の間、別に時が凍こおっていたわけではない。父クレヴィンにも、屋敷の使用人たちにも、そして王都に住む全すべての人間たちにも──等しく時は流れ、人々は喜き怒ど哀あい楽らくを繰り返しつつ自らの物語を紡つむいでいく。

（過ぎた時間はもう元に戻せないんだよね、ラッセル……だから、あたしも自分のやったことには責任取らなくちゃ）

　ローストした仔こ羊ひつじの背肉をナイフで切り分けていると、封印容器の中のメルティアが再び話しかけてきた。

〈ずいぶんと豪ごう奢しやな屋敷だな。まあ、おまえの記憶を読んで知ってはいたが〉

〈そーかしら？　別に大したことないわよ。破産した貴族の家を、土地付きで買い取ったってだけで〉

〈人間の巣としちゃ上じよう出で来きさ。おまえたち父子三人、こんなだだっ広いエサ場でメシを喰くっていたというわけか〉

〈何よエサ場って？　──父子三人ならマシな方よ。父さんと顔合わせた食事なんかせいぜい月に二、三度で……あとはず～っと弟と二人きりだったわ〉

〈ふん。家出前も家出中も、大して変わらなかったのだな〉

　ユピテルはふと食事の手を止め、

〈……サブナックで泊まった宿屋のこと、覚えてる？　おいしかったなぁ、あそこの女将おかみさんの作ったチェリーパイ〉

〈わたしはカラナンで喰った生魚の方が好みだぞ〉

〈あんたねー、アシカじゃないんだから……〉

　執事のベルトロが厳いかめしい顔つきで歩み寄り、百九十二センチの長身を折ってユピテルに耳打ちした。

「お食事中、申し訳ございません。旦那様からの御ご伝でん言ごんで──『今夜は仕事で泊まりになる。食事を済ませたら、先に休んでいなさい』とのことでございます」

「……ふぅん」

　ユピテルは白けた気分で食器を皿に置いた。

「それと、お嬢様にお客様でございます。お食事が終わるまで、客間でお待ち頂いただいておりますが」

「あたしにお客？　誰よ」

「ソシエタス保安局の……ラシュタール様とおっしゃるご婦人ですが」

「レベッカが!?　もうっ、それを早くいってよ！」

　ナプキンで口を拭ふき拭き、急いで立ち上がる。

「お食事の方は、如何いかが致しましょうか？」

　およそ半分まで制せい覇はしたといえ、テーブルの上には未いまだに宴会が開けるほどの料理が手つかずで残っていた。

「夜食にするわ！　部屋に運んどいてね☆」




「──え？　やだっ。噓うそぉ!?」

　客間で待っていた人物を一目見るなり、ユピテルは驚きの声を上げた。

「なに驚いてるの？　私よ、私。うふふ」

　ソファから立ち上がりながら、レベッカが少し照れ臭くさそうに笑った。

「仮かりにも理事長閣かつ下かのお宅を訪問するわけだから、いちおう正装で来たんだけど……やっぱり似合わなかったかしら？」

「全然逆よぉ！　あんまりステキだったから──」

　お世せ辞じではない。ユピテルを驚かせたレベッカの姿──クセの強い髪を珊さん瑚ごの髪飾りでまとめ、やせ気ぎ味みながら引き締まった身体からだにワインブルーのイブニングドレスをまとった出いで立たち──は、とてもファティムの町でテロリストと渡り合っていた同じ女性とは思えなかった。

　年上の少女の意外な姿を前に、ユピテルは時ならぬ胸の高鳴りを覚えてうっとり目を潤うるませた。

「……綺き麗れい。ね、ね、今日からお姉様って呼んでイイ？」

「止よしてよ恥ずかしい！　それに、ドレスだったらユピテルさんの方がずっと似合ってるわよ。私と違って、育ちがいいんだもの」

「じょ～～だん！」

　再びソファに座すわるようレベッカを促うながすと、ユピテルはその隣となりに飛び乗るように腰を下ろした。

「半年ぶりの我が家だから、ちょっとくらい懐なつかしさが味わえるかと思ったけど……たった半日でも～クッタクタよぉ。また家出したくなっちゃった」

「まあ」

「ねえレベッカ。あんたなら、判ってくれるよね？　こんなの、本当のあたしじゃないってこと……」

「………」

　レベッカは少し困ったように肩をすくめた。本音はどうあれ、ソシエタスの構成員である彼女がその言葉に同意するわけにはいかない──それくらいのことは、ユピテルにも判ってはいるが。

「でもさ。来るなら来るで、知らせてくれれば待たせたりしなかったのにい」

「ごめんなさいね、驚かせちゃって。急いで伝えたいことがあって……いい知らせと、悪い知らせがあるんだけど」

「ふうん？　じゃー、悪い知らせから聞きたいな」

「まず、ラッセル君のことだけど……残念ながら、まだ有力な情報は入ってないわ。ジオドラゴンの出現した昨日から、急に王都市街で〝黒い太陽ソル・ニゲル〟の破壊活動が活発化して──今は保安局も、行方ゆくえ不ふ明めい者の捜そう索さくどころじゃないのよ」

「でしょーね。……昨日きのうの今日きようだし、仕方ないわよ。あたしはそんなに焦あせってないから、心配しないで」

「そしてもう一つ、こっちはいい知らせよ。──あの傭よう兵へいさん、アルノー・ヴェルヌーブのこと」

「！」思わず身を乗り出すユピテル。

「結論からいえば──彼は無実よ。国王陛へい下かとソシエタス理事長閣下の暗あん殺さつ未み遂すい、どちらにも関わってないわ」

「──ふぇ？」

　瞬間、ユピテルは狐きつねにつままれたような顔つきで目を瞬またたき──。

「でも、〝白い旅団ブリガーテ・アルベド〟の……」

「例の特殊部隊に所属していたのは事実よ。でも、だからって三年前の反乱に加わっていたとは限らない。本部の資料室で当時の記録をあたってみたけど……暗殺計画の実行メンバーのリストに、アルノーの名前はなかったわ。当時の彼はまだ十六歳の少年兵で──王都の外で訓練を受けていたそうよ」

「……よかったぁ～」

　安あん堵どのあまり脱力し、ユピテルはソファにぽてっと背を預けた。

「でも……何だってアルノー、自分で罪を認めるようなコトいったのかなぁ？　あたしとメルティアに、銃じゆうまで向けて……」

「彼の胸の裡うちまでは判らないけど……たぶん、自分の過去を清せい算さんしたかったんじゃないかと思う。騎き士しにとって、自分の所属する騎士団は家族──いえ、自分の存在理由そのものですもの」

「やめてよーっ!!」

　レベッカが驚くような大声で叫さけび、ユピテルはソファを蹴けって立ち上がっていた。

「過去だの、存在理由だのって──そんなへ理屈、もう沢たく山さんよ!!　あたしは今のアルノーしか知らないもん！　今のアルノーが大好きだもん！　それの何がいけないのよ!?」

〈落ち着け、小こ娘むすめ。レベッカを責めても仕方がなかろう〉

「あんただってそーよメルティア！　あんたもアルノーも──みんなみんな、過ぎたことばっかりグチャグチャ悩んで、自分一人でしょい込んで……もういい加か減げんにしてよ!!」

〈………〉

　そこでふと気がつき、

「あれ？　ちょい待ち──それじゃ、保安局がアルノーを逮たい捕ほしたのって……」

「それなのよねぇ、問題は。うちの課長ってホント、古ふる狸だぬきだから」

　レベッカは額ひたいに手をあて、困ったようにかぶりを振った。

「どーゆーことよ？」

「実はね、暗殺計画に関与して王都を逃とう亡ぼうした元〝白い旅団ブリガーテ・アルベド〟のグレンデルって男が、〝黒い太陽ソル・ニゲル〟に加わってるらしいのよ。騎士団と革命結社じゃ思想的に正反対だけど、まあ敵の敵は味方──王宮とソシエタスへの復ふく讐しゆうってわけね。逆にいえばそいつの足跡を追っていけば、〝黒い太陽〟の中ちゆう枢すうを突き止められる可能性が高いってこと」

「でも、そんなのアルノーには……」

「要するにとばっちりよ。暗殺計画についてはシロでも、〝白い旅団ブリガーテ・アルベド〟に所属していたことに違いはないから。とりあえず拘こう禁きんして締め上げて──逃亡中の仲間に関する情報を搾しぼり取れれば儲もうけモノってところでしょうね」

「何よソレ!?　あんまりじゃない！　いくら保安局だって、やっていいコトと悪いコトがあるわよっ!!」

「謝あやまって許して貰もらえることじゃないけど……でも、マイアー課長の気持ちも解わかってあげて。定年間近なんであの人も必死なのよ。〝黒い太陽ソル・ニゲル〟のテロで息子さんを亡くしてるし──」

「………」

　瞬刻の間、ユピテルは返す言葉に迷った。

　マイアーだけではない。目の前のレベッカ自身、幼おさない頃に〝黒い太陽ソル・ニゲル〟の爆弾テロによって両親を喪うしなっている──そのことは王都に戻ってくる途中、アルノーから聞かされている。

「でも……！」

「判ってるわ。だから、私もここに知らせに来た。──課長には悪いけど、これはどう考えても不当な逮捕だもの」

「あたし、これからソシエタスの本部に行くよ！　アルノーを助けなくちゃ！」

「知らないの？　ついさっき、国王命令で王都全域に戒かい厳げん令れいが布告されたわ。一般市民は、今夜は外出禁止よ」

「そんなーっっ!?」

　途と方ほうに暮れたユピテルの表情がおかしかったのか、レベッカは片手を口に当てクスリと笑った。

「うふふ、大だい丈じよう夫ぶ。通行許可証は私が持ってるわ。これでも保安局の特とく捜そう官かんですもの」

「よ～し。そーと決まれば、善は急げね！」

　勢い良く駆け出そうとしたところで、ディナードレスの裾に足を引っかけ危あやうく転ころびそうになった。

「みきゃあっ!?」

〈しっかりしろ。自分の家だろうが〉

「るさいわねメルティア！　あ、そうだ──誰かーっ！」

　客間の扉が開き、黒いワンピースにエプロンドレス姿のメイドがしずしずと入室した。

「何か御用でしょうか？　お嬢様」

「出かけるわ！　あたしの外出着、持ってきてちょーだい！」

「かしこまりました。夜会服イブニングでよろしゅうございますね？」

「舞踏会に行くんじゃないってば！　アレよアレ、今まで着てたブラウスにミニスカート！　ついでにケープもね☆」

「は？　で、でもあのお召し物は、明日お洗いするつもりで洗濯室ローンドリの方に……」

「持ってきて！　着られるわよー、あと一日くらい。人間、垢あかや埃ほこりくらいでくたばりゃしないんだから!!」

「お嬢……さま……」

　理事長令嬢のあまりな発言に、若いメイドの顔が硬直する。

　客間の隅すみでは、後ろを向いたレベッカが、ハンドバッグを抱き締め必死になって噴き出すのを堪こらえていた。







「ちぇっ。今夜は冷え込むなぁ──おっと、グチなんかこぼしたら外に行った連中にどやされちまうか」

　ソシエタス保安局に所属する二五歳の警備兵、ナイルズ・ドゥーイは口から白い息を洩もらしながら独ひとりごちた。

　夜の巡回警備──二か月前に結婚したばかりのナイルズにとっては面おも白しろくない夜勤当番ではあるが、今こ宵よいばかりはこの仕事に心底からの感謝を捧ささげていた。何しろ同僚たちの多くは王都の外に駆り出され、今も夜通しの作業に忙ぼう殺さつされているのだから。

　地底擬獣に破られた環かん状じよう防ぼう護ご結けつ界かいは当面の間修復不能となり、窮きゆう余よの策として残った鉄塔や伝導線の施設を新たに王都全域を守護する仮想的な魔ま法ほう陣じんに再構成する計画が発表されたのが今日の正午。計画には魔ま導どう師し結けつ社しやのアーリマン教団が協力し、アビス教会も渋しぶ々しぶながら承認したという。

　かくして史上最大の魔法陣構築のため、また擬獣の大群を迎げい撃げきする近衛隊の支援のため、中央本部に所属する異術師と兵士は最小限の人員を残して大半がその日のうちに王都を離れ外周の防衛線に派は遣けんされていた。

（魔術だの錬金術だの、俺にはさっぱり判んねーけど……まあそれで擬獣が追っ払えるなら、何だってかまやしねーや）

　異ソ術シ師エ協タ会スに所属する兵士とはいえ、ナイルズ自身は異術師でもエーテル関連の研究者でもない。元は王都警邏隊の巡じゆん査さとして働いていたが、こちらの方が待たい遇ぐうが良いと聞いて転職したまでのことだ。これまで人を撃ったことなどないし、ましてや街の外で擬獣と戦うなど考えただけでぞっとする。そんな彼だから、本部施設警備のため居残りを命じられた時には、内心胸を撫なで下ろしたものだった。

（こんな時にくたばってたまるかよ。こちとら新婚ホヤホヤで、おまけに来年には親父おやじになろうってんだから──）

　今頃我が家では、夜勤明けの自分のために新にい妻づまのフェリスが朝食のシチューを煮込んでいる頃だろう。そして彼女のお腹なかの中にいる幼い生命のことを思い浮かべ、ナイルズはふっと頰ほおを緩ゆるめた。自分が派は遣けん部隊から外はずされたのは、もしかしたら新婚家庭であることが考慮されたのかもしれない──そう思うといくらか後ろめたい気もしたが。

（まあ決めたのは上官だしな。それに本部の警備だって立りつ派ぱな任務だよ、うん）

　そう思い直すと、若い兵士はカンテラを高く掲かかげ規定の巡回コースに従って夜の闇やみに覆おおわれた広い庭をチェックした。

「異常ナシ……か」

　きびすを返し、背後にそびえ立つ中央本部の建物を見上げる。

　王都でも最先端の鉄筋コンクリート建築。五階建ての威い容ようを誇る本部棟であるが、地面の下にはそれ以上の規模を持つ広大な地下室が存在し、そこでは世界の命運を左右するほど重要なある〝研究〟が続けられているという。〝賢ア者ゾのー石ト〟という名のみが伝えられるそれがいったいどんな研究なのか、一いつ介かいの警備兵に過ぎないナイルズには知る由よしもないが──。

　理事会メンバーを始め要人たちが出払い閑かん散さんとした本部棟であるが、それでも働いている者はいるのか、いくつかの窓には煌こう々こうと明かりが灯ともされている。

（あそこは保安局の取調室──そういや、テロリストの容疑者が逮捕されたとかいってたよな。ってことは、徹夜で取り調べかぁ）

　こんな時間までご苦労なことだと思う。自分も夜勤には違いないが、定時の巡回さえ済ませば後は詰め所で珈琲コーヒーでも飲んでいれば良いのだから気楽なものだ。

（さて、そろそろ戻るか──）

　建物に向かって歩き出したとき──ふいに足元がグラリと揺れた。

「地震かっ!?」足の下で何かが動いている──そう感じさせるような奇妙な震動が足元を通過した、次の瞬間。目の前の地面がボコリと盛り上がり、土ど饅まん頭じゆうを割るようにして中から黒い影が現れた。

　身の丈、およそ二メートル半。いちおう二本足の生き物のようだが、アンバランスに発達した肩から腕、さらにその先についたシャベルのごとき掌てのひらは、人と呼ぶにはあまりに異い様ようすぎるシルエットだった。

「ひっ──ぎ、擬獣!?」

　さすがに訓練された兵士らしく、考えるより先に身体が反応した。カンテラを投げ捨て、背中に吊ってあった短機関銃を腰だめに構える。──だが、その後が悪かった。

　引き金にかけた指に力を込めても、さっぱり弾たまが出ない。一瞬故障を疑ったが、もちろん違った。

（あ、あ、安全装置……！）

　その間、わずか一秒足らず。ナイルズにセーフティを外はずす暇を与えず、巨大な掌を持つ〝影〟が動いた。格闘術でいう「抜き手」のような動き──。

　土ど囊のうにシャベルを突き立てるような音が響き、ナイルズの身体は九柱戯スキツトルのピンのごとく背後の地面に叩たたきつけられた。

「んぐぁっ!?」焼けた石炭を抱いているように腹が熱い。両手一杯に温あたたかい、袋のようなものが溢あふれてくる。

　──コレハ、オレノハラカラトビダシテイルノカ。

（フェ、フェリス……！）

　愛する妻の顔と、まだ名前すらつけていない子供のことが脳のう裡りを過よぎる──が、真上から振り下ろされた擬獣の腕がナイルズの頭を叩き潰つぶし、全すべての想いは脳のう漿しようと頭ず蓋がい骨こつの細こまかい破片と化して地面に飛び散った。




「ぐははは！　腑ふ抜ぬけた野郎だぜ。俺様の姿にビビって銃じゆうすら撃てねーとはよっ！」

　上半身だけをモグラのような姿に相変異させた〝黒い太陽ソル・ニゲル〟の擬獣兵が、頭部を粉ふん砕さいされて即死した警備兵の死体に唾つばを吐きかけ嘲ちよう笑しようした。

「後続部隊に伝えろ！　歩ほ哨しよう一人を制圧、突とつ破ぱ口こうを確保したとな。地上に敵兵の姿なし──ワレ奇襲に成功せり！」

　その言葉に応こたえるかのように──。

　擬獣兵が地面に開あけた縦たて穴あなの中から、短機関銃を携たずさえた黒い人影が声も立てずに飛び出してきた。

　闇に溶とけ込むような漆しつ黒こくの野戦服。黒く塗りたくった顔の中でギラギラ輝く目──〝黒い太陽ソル・ニゲル〟のゲリラ兵たち。大半は人間の兵士であろうが、中には明らかに肉体の一部、もしくは全部を相変異させた擬獣兵の姿も混まじっていた。

　穴は一か所だけではない。広大な庭の至る場所に擬獣兵や異術師の操あやつる土の疑ぎ似じ精せい霊れいが掘り進めてきた突破口が開き、武装した黒い兵士が陸りく続ぞくと這はい出しては夜や陰いんに紛まぎれ本部棟目め指ざして移動ラツシングしていく。

　見方によっては、その姿は春の訪れを喜び地上に飛び出した虫たちのようでもある。

　だが、彼らの心を照らすものは決して春の太陽でも生命の歓かん喜きでもない。果てしなき破壊と殺さつ戮りくへの渇かつ望ぼう、地上を死と腐敗の底へと沈める〝黒き太陽ソル・ニゲル〟の輝き──そしてその彼方かなたに成じよう就じゆするはずの〝革命エベルシオ〟、聖なる千年王国への狂おしい情熱に他ほかならなかった。




　灰色の壁に囲まれた殺さつ風ぷう景けいな取調室。部屋の中央に置かれた椅い子すの上で、アルノー・ヴェルヌーブは身じろぎもせず目の前の粗そ末まつな机を見つめていた。

　この部屋に入ってもうどれだけの時間が経過したのだろうか。傷だらけの机の上には、掌大の硝子板が一枚置かれている。ここ数年で一般にも普及してきた写真版だ。

　写真には二人の若い男が映っていた。真新しい騎士団の制服に身を包み、カメラのレンズに向かってやや緊張した表情で直立する十四、五の少年兵。少年の肩に手を置き、こちらは白い歯を見せてくつろいだ笑顔を浮かべる大おお柄がらな騎士。いつ、どこで撮影されたスナップかは不明だが──それは年の離れた兄弟を思わせる微笑ほほえましい光景であった。

「静かな夜だな……」

　窓辺に立って王都市街の夜や景けいを眺ながめていたマイアーが誰だれに言うともなくつぶやき、アルノーの方に振り返った。

「──どうだ。話す気になったか？」

「何度もいわすな。そんな野郎見たこともねーよ」

「しらばっくれちゃいかんなぁ。〝白い旅団ブリガーテ・アルベド〟副隊長グレンデル──おまえさん、正規の騎士叙じよ任にんを受ける前はこいつの従じゆう者しやだったんだろ？　まるで弟みたいに可か愛わいがられてたって話じゃねえか」

　保安局二課長は机越しに、ぐいっと顔を寄せてきた。最初に会った時に比くらべてえらく砕けた物言いに変わっているが──おそらく、こちらがこの男の地なのだろう。

「………」

「奴を庇かばってるんなら、そいつは無意味だぞ。グレンデルは王都を脱出した後、苦し紛れに〝黒い太陽ソル・ニゲル〟に加わった。命惜おしさに騎士のプライドも何もかも投げ捨ててな。判るだろうが？　あの男にはもう、おまえさんが身を捨ててまで庇う値打ちなんか、これっぽっちもないんだぜ」

　アルノーの耳には、マイアーの言葉などほとんど届いていなかった。

　殺風景な取調室でかつての上官の写真を見つめながら、若者の心はつい半月前──忘れられた町ファティム、秘密結社の武器密造工場へと飛んでいた。




『アルノー……？』

　その隻せき眼がんの獣けものは、唯ゆい一いつの左眼めで彼の顔を凝ぎよう視ししながら、確かにそういった。

　状じよう況きようは絶望的だった。彼は武器を奪われ、床に仰あお向むけに倒され、馬乗りになったその擬獣兵に首を絞しめられていたのだから。

　もし本気で力を込めていれば、ものの一秒で彼の首はねじ切られていたことだろう。

　だが──擬獣兵はとどめを刺す代わり、呻うめくような声で彼の名を呼んだ。

『何故だ？　何故おまえがここにいる!?　この三年、俺はおまえを捜さがして──』

　そのあと獣が何と言おうとしたのかは知らない。

　彼にとってより重要なことは、自分を押さえつけていた獣の膂りよ力りよくが一瞬緩ゆるんだこと──そして目と鼻の先に転がる野戦ナイフの存在だった。

　形成は一瞬にして逆転した。

　刃渡り二十センチのナイフは獣の左眼を貫つらぬき、切っ先は脳にまで達していたはずだ。

　息絶えた擬獣兵グレンデルを前にして、自分は──

　顔をひきつらせて笑っていたのだと思う。




「『たとえ相手が親兄弟であっても、戦場では一いつ切さい気を抜くな』──あんたが教えてくれたことだぜ、先輩」

「あん？　何だとぉ？」

　間の抜けた表情で聞き返すマイアーには構わず、アルノーは机の写真版を取り上げ無言で床に叩きつけた。友情と師弟愛に結ばれた二人の姿が、打ちっ放しのコンクリートに当たって呆気あつけなく砕け散る。

「何をする!?」「貴き様さまっ、血迷ったか!?」

　室内にいた保安局の捜査官たちが、左右から飛びかかってアルノーを押さえつけた。

「課長お！　このガキ、俺たちをナメてかかってますぜ！」

　若い捜査官の一人が、怒りに顔を赤くしてマイアーに訴うつたえる。

「手ぬるいっスよ！　構うこたぁないです、思い切り締めちまいましょうぜ!!」

「サルキスのいうとおりですよ、課長。俺たちに任まかせて下さい。二十分でゲロさせてやります！」

「……おまえたち、ちっと外せや。五分だけ、こいつとサシで話させろ」

「え!?　し、しかし、それは危険な──」

「心配すんなって。俺の〝タブレット〟は飾りじゃねえぞ。さぁ、向こう行って珈琲でも飲んでこい！」

「………」

　部下たち全員を廊下に追いだした後、マイアーは単身アルノーの前にとって返してきた。汗でテラテラ光った顔をハンカチで拭ぬぐい、ネクタイを緩めながらドスンと机の上に腰を下ろす。

「おう、おまえさんも珈琲飲むかい？　喉のど渇いたろうが」

「……いらねえよ」

「ったくオメエも強ごう情じようなヤツだなぁ、アルノーよ。だがよ、お互い何い時つまでもこんなとこで睨めっこしてるわけにゃいくめえ？　悪いこたぁいわねえ。俺が若い連中を抑おさえてる間に、さっさと吐いちまえ」

「あんたたち……何をグズグズしてるんだ？」

「あーん？」

「取り調べの必要なんかないだろ？　理事長のことはともかく、俺たちは国王に銃を向けようとしたんだぜ──たとえ未遂であっても、大たい逆ぎやく罪ざいで死刑は確実のはずだ。いいから、早いとこ俺を王宮の役人に引き渡せよ」

「……確かにな」

「なら、さっさと──」

「いきがるなよ、若造！」

　マイアーはふいに険けわしい表情でアルノーを睨みつけ、

「三年前といやあ、オメエはまだ十六のひよっ子だ。例の暗殺計画の時だって、どうせ大した役目は任されてねえはずさ。せいぜい伝令役か情報収集。そんなとこだろ？」

「同じことさ……〝白い旅団ブリガーテ・アルベド〟の元隊員ってだけで、どこの街に行っても謀む反ほん人にん扱いだった──リンチされかけたことだって、一度や二度じゃない」

「それで傭よう兵へいにまで身を堕おとしたってか？　この先一生、こそこそ自分の過去から逃げ回って生きるつもりだったのかよ？」

「……あんたに、何が判る……」

「まあ聞けよ。グレンデルの件で協力してくれれば、暗殺未遂の件はこっちで帳消しにしてやる。それだけじゃねえ。理事会を通して王宮にナシをつけて──おまえさんの、騎士としての名誉を完全に回復することだって夢じゃないんだぜ。いい加減、陽ひの当たる場所に戻りたいとは思わねえのか？　さ、全部吐いて楽になっちまえ。おまえさんの歳としなら、まだ充じゆう分ぶんやり直しが効きくんだからよ」

「取引のつもりかい？　興味ねーな。俺はあんたがた異術師が大嫌いなんだ。異ソ術シ師エ協タ会スの世話になって生き伸びるくらいなら──笑って断頭台ギロチンに登ってやるよ」

「ほーう。だったら、何でユピテル嬢ちゃんを助けた？　あの子がソシエタス理事長の娘ってことくらい、当然知ってたろ？」

「やかましいっ!!　ユピテルのことは関係ねーっ!!」

「おおっと、くわばらくわばら」

　マイアーはおどけた仕し草ぐさで机から身を引いたが──ふっと真顔に戻ると、灰色の壁に視線を向けて独り言のように話し始めた。

「倅せがれが、とんだ親不孝者でな……『異術師なんかダサいよ。大きくなったら騎士になって擬獣を退たい治じするんだ』なんぞとほざきやがる。対擬獣ライフルの玩具を買ってやったら大喜びでよう──休みの日なんか、俺はいつも擬獣役になって撃ち殺されてたもんだ」

　何か言いたそうなアルノーの表情に気づいたのか、

「──もちろん昔の話だぜ。倅はとうの昔に死んじまったんだからな。もう十五年も前だ……俺の身代わりみてえになって、〝黒い太陽ソル・ニゲル〟の爆弾に吹っ飛ばされてよ」

「……！」

「よう。教えろや、グレンデルの居場所」

　保安局二課長は壁に背中を預け、穏おだやかな声で問いかけた──アルノーがこの部屋に来て以来、何十回となく繰り返してきた同じ質問を。

「俺の望みはただ一つ、〝黒い太陽ソル・ニゲル〟の糞くそ野郎どもを残らず断頭台ギロチン送りにすることだ。──だがなぁ、騎士の兄ちゃんよ。俺はおまえさんのことだって、何とか救ってやりたいんだぜ？　生きてりゃ、倅はあんたぐらいの歳だ」

（悪いな、おっさん。たぶん、あんたの力にはなれねえ）

　アルノーは力無く頭を垂たれ、床に散乱した写真版の欠かけ片らを見つめた。

「……グレンデルは……あいつは、もう……」

　壁の向こうで銃声が轟とどろいた。

　二人の男は同じ糸で操あやつられる人形のように顔を上げ、扉の方を凝ぎよう視しした。

「警備兵が撃ちやがった……侵入者か？」

「いや、今のはここの警備兵じゃねえ──！」

　優秀な兵士であれば、発射音だけで銃の形式を判断するのは容易たやすい。しかもたった今耳にした乾いた連射音は、アルノーにとってカラナンやファティムで嫌いやになるほど聞かされた馴な染じみの銃声だった。

　マイアーがドアノブに手をかけるのを待たずに、乱暴に扉が開かれ若い男が転がり込んできた。部下の捜そう査さ官かんの一人だ。

「サルキス!?　サルキスーっ!!」

「か……ちょぉ～……」

　胸に二つの大穴が開あき、ゴボゴボと血の泡が噴ふき出している。男は顔を歪ゆがめて何か叫さけぼうとしたようだったが──言葉の代わりに肺胞混じりの血を大量に吐き出し、痙けい攣れんしながら絶命した。

　開け放たれた扉の彼方かなたから──無慈悲な機銃の掃射音が、今度は複数の悲ひ鳴めいを伴ともなって近づいてきた。




「いったい何ど処こから湧わいてきたのよ、こいつらはーっ!?」

　階段の陰から銃を向けてきた兵士を風シのル疑フ似イ精ー霊ドの力で天てん井じよう近くまで巻き上げ、ユピテルは怒ど鳴なった。

　ソシエタス本部棟、一階の中央ホール。戒厳令下の王都市街から保安局の馬車で乗り付けたユピテルとレベッカの二人は、建物に踏み込むなりテロリストたちの襲撃を受けた。

　幸い庭で警備兵の遺体を目撃した時点で、二人の少女に心の準備は出来ていた。ホールの物陰で待ち伏せ銃と野戦ナイフで襲ってきた数名の兵士は、彼女たちの戦闘異術によって昏こん倒とうし、今はブザマな格かつ好こうで床に転がっている。

「〝黒い太陽ソル・ニゲル〟が仕掛けてきたの？　バッカねー。よりによって、王都でも一番護まもりの堅かたい施設に殴なぐり込んでくるなんて！」

「そうでもないわよ。今夜は理事会メンバーを含めて、有力な異術師は擬獣対策のため王都の外に出払ってるんだもの」

　傍かたわらのレベッカが口を挟はさんだ。ちゃっかり着替えてきたユピテルと違い、正装のまま戦闘に巻き込まれてしまった彼女は、やむなくパンプスを脱ぎ捨て、ドレスの裾を腰までからげた勇ましい姿で動き易やすさを確保していた。正規の異術師ではないが、彼女もまた体内に〝タブレット〟を移植した戦闘異術の使い手なのだ。

「えーっそうなの!?　あっちゃ～……」

　ようやくユピテルも事態の重大さを悟さとり、思い切り嫌いやそうに眉まゆをひそめた。

「父さんたち、擬獣に気を取られてまんまと王手チエツクメイトをかけられちゃったわけね。とほほ……」

「見てよ、この足跡。──敵の兵力は十人や二十人の規模じゃないわよ」

　日頃は塵ちり一つ残さず掃はき清められているリノリウム張りの床。レベッカはその床一面に乱雑につけられた泥どろの汚れ、すなわち無数の軍ぐん靴かの跡を指さした。

「これはもうテロ活動なんかじゃない、本格的な軍事作戦よ。ここにいたのは、おそらく見張り役……奴らの本隊は、もう建物の奥に移動したのね」

「でもさ、あいつらいったい何しに来たんだろ？　わざわざこの時期を狙ねらって攻め込んできたってことは、少なくとも理事会メンバーの暗殺とか、そーゆーのじゃないよね？」

「いわれてみれば、そうよねえ……がら空あきの本部を占せん拠きよしたって、嫌がらせ以上の意味はないはずだし」

「構内にあるエエークテスルト抽ラ出ク装タ置ーを暴ぼう走そうさせて、本部ごと吹き飛ばしちゃうとか……」

「まさか──！」

　レベッカの表情が強こわ張ばった。ユピテルは簡単にいうが、そんな事態になれば王都が──否いな、ヴァリシニア王国の全土が壊かい滅めつしかねない。

「いくら〝黒い太陽ソル・ニゲル〟でも、そこまで狂ってないと思うわ……奴らの大たい義ぎ名めい分ぶんは、あくまで革命──王宮やソシエタスを倒して自分たちの理想国家を築くことですもの。それがどんなに独ひとりよがりの、歪んだ理想であっても……」

「う～ん。それじゃあ、何かを奪いにきたとか……本部の中にあいつらが欲しがるようなお宝があるんじゃない？　秘密兵器の設計図とか、不ふ老ろう長ちよう寿じゆの妙みよう薬やくとか」

「それも考えにくいわね。つい三年前、ソシエタスが保有するめぼしい技術や〝遺産〟に関する情報の全ては、ドクター・ライオスが奴らに渡してしまったもの。悔くやしいけどね」

「じゃー現物かな？　ライオス博士が持ち出せなかったような、重たい機械装置とか……」

（機械装置……？）

　一瞬、レベッカの濃い眉が片側だけ跳はね上がった。

「あ！　何か心あたり、ありそう？」

「これは……私も、本当に噂うわさで聞いただけなんだけど……」

　そのとき──ホールの奥から近づく何者かの気け配はいが、二人の会話を中断させた。

　地下に続く階段から現れた人影は、野戦服のゲリラ兵でも擬獣兵でもなかった。

　銀髪に碧へき眼がん。美しい顔立ちだが、どこか虚うつろな目をした少年。

「ニ、ニコラ……兄さん？」

「忘れたのかい？　僕はニコラウスじゃない」

　白磁人形ビスクドールにも似た少年の唇くちびるが微かすかに開き、澄すんだ声が答えた。

「僕はドクター・ライオスの弟で子し。〝黒い太陽ソル・ニゲル〟のメルクリウスだ」

「……！」

　ユピテルは唇を嚙みしめ、レベッカを庇うように一歩前に踏み出した。

「あんたが……メルクリウスでもいい。ニコラ兄さんじゃなくたっていいよ。でも、あんたの仲間がやってることは許せない！　罪もない人をひどいやり方で殺して、何が革命よっ！　世の中を変えたいなら、他にいくらだって方法はあるでしょ!?」

「彼らの思想には、興味がない……僕は、彼らの〝同志〟じゃないから」

「じゃあ、ライオス博士の仇討ち？　だったらあたしに復ふく讐しゆうしなさいよ！　あの人を殺したのは、あたしとメルティアなんだから！」

「………」

「あたしらのことはいくら憎んだっていいよ──でも無関係の人を傷つけるのはもうやめて！　ニコラ兄さんと同じ姿のあんたが、悪党の仲間だなんて──あたし我が慢まんできないよ！」

「ドクターはもう死んだ……死んだ人間はもう還ってこない。復讐なんて無意味だよ。だから、君のことも別に憎んでなんかいない」

「？　だったら、何で……」

「命令だから」

「……え？」

「アルマに命令されて来たんだ。〝黒い太陽ソル・ニゲル〟以外の人間をこの建物に入れるな。無理に押し通ろうとしたら、殺して構わないって」
















　一瞬、ユピテルの頭の中で思考が空転した。

「あ、あの……メルクリウス？」

「僕は元々、記憶をなくした人形みたいな存在だったんだ。ドクターは決して善人ではなかったけど、あの人だけが僕のことを人間として愛してくれた──だから、僕は人間でいられた。ドクターが死んだから、僕はまた元の人形に戻ったんだ。ただ命令のままに動く〝黒い太陽ソル・ニゲル〟の人形に──それだけのことさ」

「違うよ！　あんたは人形なんかじゃないよ!!」

「人形だから、もう悩まない。苦しまない。憎しみもない──何も考えなくていい」

　少年は蒼あおい目を細め、無機質な微笑を浮かべた。

　ドクター・ライオスの弟で子し、テロ組織の一員という己おのれの立場とユピテルへの想いとの間に挟はさまれ、尾ウをロ嚙ボむロ蛇スにも似た終わりのない苦悩の果てに少年がたどり着いた、それがたった一つの哀かなしい解答。

「とっても楽だよ──最初から、こうしていればよかったんだ」

　メルクリウスの周囲で風が渦うずを巻き──少年の細い身体が一瞬のうちに銀色の皮膜に覆われ、ヒト型擬獣メルクリウスへと相変異を遂とげた。

「そんな……そんな！」

〈諦あきらめろ、ユピテル。──そいつはもう、おまえの知ってるニコラ兄さんじゃない〉

　泣きながら震えるユピテルの意識に、メルティアの声が冷れい厳げんと告げた。




「……メルティアが、来たよ」

　地下室の天井を振り仰ぎ、〝Ｚ〟が小声でつぶやいた。

「もう来たの!?　そんな──早すぎるわ！」

　つられて天井を見上げながら、アルマは露ろ骨こつに顔をしかめた。

「いったい、何ど処こから嗅かぎつけてきたのかしらねぇ？　最後の最後まで、ホントに忌いま々いましい奴らだこと」

　対照的に、ラッセルの身体を借りた〝Ｚ〟はひどく嬉うれしげだ。

「きっと来てくれると思ってたよ。だって彼女はラッセル君のことが大好きだもの。サブナックでもカラナンでも、この子の身が危あぶないときはいつだって真っ先に駆けつけてくれたんだよ。──まるで、本当の姉さんみたいに」

「知ってるわよ。カラナンの時は、他ほかならぬ私が当事者だったんだから──」

　苦にが々にがしく答えながら──アルマの胸の裡うちに、ふと一いち抹まつの不安が生じた。

　ラッセルの身体を〝器〟にした〝Ｚ〟が、少年の記憶から情報を引き出す分には一いつ向こうに構わない。しかし、憑ひよう依いした側がラッセルの感情に影響をうける危険はないのか？

（冗談じゃないわよ！　この土ど壇たん場ばにきて、木ミ乃イ伊ラ取りが木乃伊になったりしたら──）

　そんな彼女の動揺を察したのか。〝Ｚ〟は振り向いてにっこり微笑んだ。

「心配ないよ。ぼくにとって、ラッセル君の記憶は単なる情報源に過ぎないから」

「……そう願いたいものね」

「もちろん、ぼくだっていま彼女たちに邪じや魔まされたら困るよ。だからこそ、彼を地う上えに行かせたんじゃないか」

「メルクリウスねえ……でも、あの坊やに勝ち目があるのかしら？　ラザルスやフラーマ、それにスパルトイですら歯が立たなかった相手なのよ？」

「ホモ・ファルサス七号は、それまでの試作体で得られた全すべての成果を結集して、真に完かん璧ぺきな人工魂として誕生するはずだった。──まあ結局は失敗したけどね。エーテルの密度を高めていく作業の過程で核が分裂して──七号の〝メルティア〟と八号の〝メルクリウス〟、雌し雄ゆうの性質が特化した二つのホモ・ファルサスが生まれちゃった」

「すると、あの二体は──」

「人間でいえば、さしずめ双ふた子ごの姉きよう弟だいってとこかな？　だからホモ・ファルサスとしての能力は完全に互ご角かく。あとは〝器〟になった異術師の実力次し第だいってとこだね」

「ふうん……まあ、どうだっていいわ。いっそ共倒れになっちまえばいいのよ。あの坊やを見てると、何だかライオスのジジイを思い出してムカつくんだもの」

「そんなこといっちゃダメだよ。君らはみんな──もうすぐ、たプっリたマ一・つマのテ存リ在アに還るんだから」

　そういって少年が見上げた先には──直径十メートルはあろうかという金属製の巨大な球体が浮かんでいた。

　現在アルマたちがいるのは、ソシエタス本部棟の地下十階。そのうち五階分の高さを吹き抜けにした、地下室というよりは地下宮きゆう殿でんと呼びたくなるような規模を有する密みつ閉ぺい空間である。

　広大なリノリウム張りのフロアに所ところ狭せましと各種の機械装置──エーテル抽出装置、測定機器、演算用の解析機関など──が並んでいる光景は、正まさに異ソ術シ師エ協タ会スが蓄積する膨ぼう大だいな知識と技術の具現化と呼ぶに相応ふさわしい。

　だが──その叡えい智ちの宮殿は、今や完全に〝黒い太陽〟の制圧下に置かれていた。

　わずかにいた警備兵は残らず射殺され、生き残った技師や研究者たちは壁際に集められテロリストの銃口に威い嚇かくされている。代わってアルマが襲撃部隊と共に引き連れてきた技術者グループが機械の操作卓につき、ソシエタスの技師から聞き出した方法に従ってメインシステムの起動準備を進めていた。

　この宮殿と見まがう壮そう大だいな地下空間にしつらえられた全ての設備は、信じがたいことにただ一つの装置を起動させるための目的で設計されていた。

　構内を圧するように宙ちゆうに浮かぶ──実際には数十本の鉄骨で支えられているのだが──金属製の巨大な球体。

「不ぶ器き用ようなんだね、この時代の技術者たちって。ぼくが百年前に設計したものは、もっとコンパクトにまとまる予定だったのに──まあいいや。断片的な設計図から、ここまで復元してくれたんなら上じよう出で来きさ」

〝Ｚ〟が懐なつかしそうに目を細めた。

「間ま違ちがいないよ。アカシック・レコード解読装置──〝賢ア者ゾのー石ト〟」

「あれが、貴方あなたの遺のこした究極の〝遺産〟……」

　胸きよう中ちゆうにいくばくかの感かん慨がいを覚えながら、アルマも球体を見上げていた。テロリストとしての戦略目的とはいえ、彼女もまた〝遺産〟の探たん求きゆうに魅み入いられた者の一人なのだ。

　アカシック・レコード──それは宇宙の記憶。かつて宇宙に存在した、全ての知恵ある種族の知識と記憶が刻こく印いんされた空間。歴史上にその名を留とどめる大賢けん者じやや芸術家は、その多くが無意識のうちにこのアカシック・レコードに接触し、偉大な創造のきっかけとなるインスピレーションを得ているといわれる。

　本来なら一握りの選ばれた天才たち──彼らさえもそのほんの一いつ端たんに触れたに過ぎないのだが──にしか垣かい間ま見ることの許されなかった神秘の情報空間に人工的にアクセスし、その内容を自在に閲えつ覧らんする装置〝賢ア者ゾのー石ト〟。

　まさに究極の叡智の源みなもとと呼ぶに相応しい。

（ご覧なさい、ヴェパール……私たちは、ついに手に入れたのよ）

　ほんの一瞬──女は目を閉じ、カラナンの深海に散った同志の魂に黙もく禱とうを捧ささげた。

　投とう降こうしたソシエタスの技師たちを尋問していた部下の兵士が、小走りに近づいて敬礼した。

「同志隊長、困ったことになりました……やはり〝賢ア者ゾのー石ト〟は未完成のようです」

「あら、そうなの？」

　アルマは傍かたわらの〝Ｚ〟に目め配くばせした。

「まさか全然動かないってわけじゃないんでしょ？　どのへんがまずいのさ？」

「捕ほ虜りよにした技師の話では──異相空間への回路を開く空間制御装置は完成し、既すでに何度か起動実験にも成功しているらしいのですが、読み出した情報を人間の言葉や文字に翻ほん訳やくする解デ読コ装ー置ダ部分の開発に難航しているとのことです」

　周囲で聞き耳を立てていた〝黒い太陽ソル・ニゲル〟の技師たちが、一いち様ように失望のため息を洩もらした。いかにアカシック・レコードから情報を手に入れても、人間の言葉に翻ほん訳やくできないのでは、それは単なる雑音と変わりない。

「構わないよ。起動さえできればオッケーさ」

　技師たちが不ふ審しんそうに〝Ｚ〟の顔を見つめた。

「君らはこの装置を動かして、回路を開いてくれればいい。あとはぼくに任せてよ──だってこの〝賢ア者ゾのー石ト〟は、本もとを正せばぼくが設計したものなんだから」








第４章　神の目め覚ざめる夜









「ぐはぁ!?」エーテル操作によって具現化した球きゆう雷らいに脳天から股こ間かんまでを貫つらぬかれ、〝黒い太陽ソル・ニゲル〟の兵士が海え老びのごとく仰のけ反ぞって倒れた。

「バカモン、不ふ法ほう侵しん入にゆう罪ざいで逮たい捕ほだ！」

　罵ば声せいを上げるマイアーの額ひたいで、逆三角形の〝タブレット〟が強烈な輝きを放っている。

「テロリストにしちゃあ殊しゆ勝しような心がけじゃねえか──わざわざ、てめえらから捕つかまりに来るとはな！」

　暴ぼう悪あくな笑いを浮かべて言い放った直後──男は軽いうめき声を上げて廊ろう下かに跪ひざまずいた。

「おい、おっさん!?」

　駆け寄ったアルノーが慌あわてて肩を支えた。

　マイアーの太った頰ほおに大粒の汗が流れ落ちている。手て練だれの異い術じゆつ師しとはいえ、彼の年齢でこうも立て続けに強力な戦せん闘とう異い術じゆつを使うのは肉体的に相当な負担なのだろう。

　わずか十分足らずの戦闘で、取調室前の廊下は修しゆ羅ら場ばと化していた。

　アルノーの取り調べに立ち会っていた保安二課の捜そう査さ官かんたちは最初の奇襲で次々と凶きよう弾だんに倒れ、今や生き残っているのは二課長のマイアーとアルノーの二人きりとなっていた。

　逆に襲撃側も、ゲリラ兵五名と擬ぎ獣じゆう兵へい一体がマイアーの反撃により戦闘不能状態に追い込まれている。定年間近とはいえ、保安局二課の長を任まかされるだけあって異術師としての実力は確かなのであろう。

「あいつらが〝黒い太陽ソル・ニゲル〟なら、俺にとっても敵だぜ。銃でもナイフでもいい、俺にも何か寄よ越こせ！」

「馬ば鹿か野や郎ろう！　拘こう留りゆう中の容疑者に、武器なんか渡せるかっ。──心配すんな、取り調べが済すむまで貴き様さまの身み柄がらはこの俺が保護してやる！」

　毒づきながら、マイアーがよろよろ立ち上がった。額の〝タブレット〟が再び輝きを強め、具現化した風シのル疑フ似イ精ー霊ドが敵が潜ひそんでいると思われる前方に銃弾すら防ぐ防御界バリユームを展開する。

（そんな規則にこだわってる場合かよ!?　ったく、これだからオヤジは──）

　アルノーが内心でぼやいたとき──廊下の向こうから人の声が聞こえてきた。

「おい兄きよう弟だい。どうやら、敵の異術師が残ってたみたいだぜ」

「ついてるわぁ。ようやくアタシたち向けの相手に会えるのねん」

「違ちげえねえ。いくら掃そう討とう戦せんだって、あんまり手て応ごたえナシじゃ寂しすぎってもんよ」

　大声で会話を続けながら──突き当たりの角から、異い様ような人影が姿を現した。

（──!?）

　肩幅の広い、がっしりした体格の兵士。ホエザルのような面めん相そうの中年男だ。

　だが、男は独ひとりではなかった。──不ふ均きん衡こうに横に張り出した左肩の上にもう一つ、二十代くらいの若い男の〝顔〟が突き出している。

　青年の頭が中年兵士の肩から〝生はえている〟と悟さとったとき、アルノーは微かすかな吐き気を覚えて喉のどを鳴らした。

　ドクター・ライオスが実用化した擬獣化手術は、人を獣けものに変えるだけではなかった。

　場合によっては複数の人間同士を〝融ゆう合ごう〟させ、より優秀な兵士を──だが、それはもはや人間とは呼ばない──生み出すことをも可能にしていたのだ。

「……バケモノがっ！」

「いってくれるぜ。ソシエタスの犬がっ！」

　中年のゲリラ兵が憎にく々にくしげに吼ほえ──同時に眉み間けんの上あたりに緑色の光が輝く。

　マイアーが展開した風の防御界バリユームの向こうに霧のような茶金色の煙が立ち昇のぼり、音を立てて火花が飛び散った。どうやら相あい反はんする土の疑ぎ似じ精せい霊れいをぶつけ、防御界を無力化させる魂こん胆たんらしい。

「──おい、騎き士しの兄ちゃん！」

　念を凝こらし防御界バリユームを強化しながら、マイアーは横目でアルノーを睨んだ。

「後ろの階段に非常口がある。こいつは俺が引き受けたから、さっさと脱出しな！」

「何だと？　でも、そいつは──」

「馬鹿野郎。ソシエタスの保安局を見くびるなよ──おまえさんが何ど処こに逃げたって、きっとまた引っ捕とらえてやる！」

　マイアーはニヤリと笑い、

「その間にでも──グレンデルの件、よく考えておくんだな」

「………」

　中年ゲリラの肩に載った青年の首が、ふいに甲かん高だかい哄こう笑しようを上げた。

「きゃーははは！　ソシエタス保安局の実力って、その程度なの～!?」

　気き色しよくの悪い女言葉で叫さけぶ青年の蒼あお白じろい額に、やはり〝タブレット〟の緑光が灯ともった。

　風と土の力がせめぎ合う防御界の表面に、瞬間大穴が開あき──その中心を貫通して飛ひ来らいした拳こぶし大の火か球きゆうがマイアーの胸を直撃した。

「ぬぐわあああっ!?」

「おっさんーっ!!」

　おそらく、心臓を焼かれて即死だったのだろう。アルノーの足元に倒れた保安二課長の身体からだは、胸から顔面にかけてが真っ黒に炭たん化かし、ブスブスと白はく煙えんを上げていた。

「きょほほほ！　普通の異術師って不便ね～。脳のう味み噌そが一つしかないんだもん」

「てめえらっ……！」

　拳を固め、アルノーは双そう頭とうの異術兵を睨みつけた。距離、およそ七メートル。武器も、身を隠す遮しや蔽へい物ぶつすらない最悪の状じよう況きようである。

「何でい、この若わか造ぞうは？　ソシエタスの人間じゃねーな」

「構かまうことないわ～！　この建物にいる連中は皆殺しにしていいって、同志アルマ隊長の御命令よん」

「──許さねえ！」

　アルノーは素す早ばやく頭を下げ、地を這はうような体勢から異術兵に向かって突進した。敵兵に発はつ砲ぽうする余裕を与えず懐ふところに飛び込み、素す手でで生命を絶つ無音殺人術サイレント・キリング──騎き士し団だん時代に叩たたき込まれた特殊戦技の一つだ。

　だが、異術兵の急所に蹴けりを打ち込もうとした瞬間──。

（ぐおっ!?）顔面から〝水面〟に突っ込んでいた。

　実際には、具現化した水ウのン疑デ似イ精ー霊ネがアルノーの頭部を包み込んでいたのだが、彼にとっては頭から水に潰けられたのと変わらない。

「まだるっこしいな、兄弟。何で火サのラ疑マ似ン精デ霊ルで焼いちまわねーんだ？」

「ダ～メ。一日に二度、同じ殺し方はしないってゆーのがアタシの美学だもん！」

「こいつう。可か愛わいいコト抜かしやがって。げへへへっ」

　頭にまとわりついたゼリー状の疑似精霊ウンデイーネを通して、異い形ぎようの兵士の忌いまわしい〝独ひとり言ごと〟が聞こえてくる。

（ち、畜ちく生しよう──！）

　鼻と口から強ごう引いんに水が侵入し呼吸が停止する。耳から入った水が三半器官を犯おかし、平衡感覚を失ったアルノーは廊下に這いつくばった。

（これまでか……ユピテル、メルティア……すまねえ）

　唐とう突とつに──顔を覆おおっていた疑似精霊が消失した。

「──ぷはぁ！　げほ、げほっ！」

　間かん一いつ髪ぱつで溺でき死しを免まぬがれたアルノーは床ゆかに手を突いて思い切り咳せき込み──慌あわてて顔を上げると、そこには名めい状じようし難がたい不ぶ気き味みな光景が展開していた。

　床に倒れた双頭の異術兵──これだけで充じゆう分ぶん不気味であるが──の全身に、赤ん坊くらいの大きさの生白い生物が何十匹となく群むらがっている。

「うぎゃあああああっ!?」

「きゃああああっオバケ!!　た、助けてぇ～っ!!」

　おこがましい悲ひ鳴めいを上げてのたうち回る異術兵を、白い赤ん坊たちは瞼まぶたのない眼球を剝むき、ピラニアのような牙きばの生はえた小さな口でケラケラ笑いながら貪むさぼり食っていた。

（な、何なんだ？　こいつらは……）

「ゆお～し。れかしたぞぉ～、ラリュバ～」

　廊下の向こうから、妙みようにろれつの回らない声がかけられた。

「うけけけ～イイ気き味みだ。死ね死ねぇ、み～んな死んじゃえ～～っと」

　黒を基調にしたソシエタスの制服姿が、千ち鳥どり足あしでフラフラと近づいてくる。

　相手の顔を確認したアルノーは、軽い脱力感を覚えつつも声をかけた。

「……おまえ、無事だったのか……」

「んにゃにい？　ありや、誰かとおもへばユピテルの傭よう兵へい……」

　片手に下げたラム酒の瓶びんをぐいっとラッパ飲みした後──。

「んん～？　何やってんだぁ、そんなトコで？　……ひっく」

　泥でい酔すい状態の監かん察さつ官かん、ルスカ・ゲルハルトが充じゆう血けつした垂たれ目でアルノーをねめつけた。




　建物の構内にもかかわらず、ホールの内部に竜たつ巻まきのごとき烈れつ風ぷうが吹き始めた。

　豪ごう奪しやな天てん井じようのシャンデリアが砕くだけ、壁に掛けてあった風景画や装飾品の類たぐい、さらには気絶して倒れていた〝黒い太陽ソル・ニゲル〟の兵士たちまでもが木この葉のように舞い上がる。

　中には途中で目を覚ました者もいたが、もう遅い。ゲリラ兵たちの身体からだは滝たき壷つぼに放り込まれたかのように空中で弄もてあそばれ、床や壁の至いたる所に叩たたきつけられた。

「ひぎいいぃいいぃ!!」「ぎゃうあああぁあああっ!!」

　骨が砕け肉が潰つぶれる音──。

　男たちの姿は無む惨ざんにひしゃげて人間の輪りん郭かくを失い、断だん末まつ魔まの悲鳴も渦うず巻まく暴ぼう風ふうの中にかき消えていった。

　風の地じ獄ごくともいうべき大旋風メイルシユトロームの中心に、青玉サフアイアのような双そう眸ぼうを光らせた銀色の少年が佇たたずんでいた。

「妙みような気分だな。まるで鏡でも見てるようだ」

　自みずからも相そう変へん異いし戦せん闘とう形態をとったメルティアが、防御界バリユームで暴ぼう風ふうを防ぎつつ、つぶやいた。彼女の言葉通り──渦の中心に立つメルクリウスの姿は、男女の性別さえ別にすれば双ふた子ごの姉きよう弟だいのように良く似ている。まさか自分たちが本当の意味で双子だなどということは、彼女たちには知る由よしもないが。

「彼がニコラウス──ドクター・ライオスの実の息子なの？」

　背後にいたレベッカが当とう惑わくしたようにいった。彼女とて、弱じやつ冠かん十歳にして正規の異術師に任じられた早そう熟じゆくの天才ニコラウス・ライモンドスの名を知らぬわけではない。

　しかしそのニコラウスは八年前、十五歳の時に実験中の事故で死亡している。

〈ニコラ兄さん……〉

「ニコラはもう死んだ。あれはニコラの身体を〝器〟にしたわたしの眷けん族ぞく、メルクリウスさ」

　あくまで冷静なメルティアがレベッカに告げた。ユピテルの葛かつ藤とうをよそに、その言葉にはむしろ闘いの幕開けを愉たのしんでいるニュアンスすら感じ取れる。彼女の擬獣としての闘争本能の裡うちに、戦闘者なら誰しも一度は抱いだく夢む想そう──己おのれ自身と戦ってみたいという願望が組み込まれているのかもしれない。

「私のことなら心配しないで、メルティア。自分の身ぐらい護まもれるから」

　そういうレベッカの額にも、皮膚の下から仄ほのかな〝タブレット〟の光が透すけている。

　現在ホールに吹き荒れている暴風はメルクリウスの展開した風の防御界であり、加えてそれ自体が強力な戦闘異術でもある。施せ術じゆつ者しやのいる渦の中心部に近づくのに比例して風はその威力を増し、逆に離れるに従い弱まっていく。ある程度の距離を取っていれば、レベッカ自身の防御界バリユームで我が身を護ることは難むずかしくなさそうだった。

「判わかった──では、遠慮なく行かせてもらう」

「あ、待ってメルティア！」

「──何だ？」

「あの……ファティムではどうもありがとう。私のケガを治なおしてくれて」

「礼などいらん。おまえもラッセルを守ろうとして傷ついたんだろう？」

　いってからふと振り向き、

「しかし──何な故ぜ、あの子を工場に連れて行ったんだ？」

「ラッセル君に頼まれたのよ……お姉さんじゃなくて、貴方あなたを──友だちのメルティアを助けたいんだって」

〈あの子ったら何つーコトを。無事に助け出したら、お尻しり百叩きだからね！　もぉっ〉

「……ラッセル……！」

　銀色の女はきつく拳こぶしを握りしめ──次の瞬間には大きく跳ちよう躍やくし、大旋風メイルシユトロームの中心部に向けて突とつ入にゆうしていた。




　渦の中に一歩踏み込んだ途と端なん、叩きつける大気の圧力で外部の音は完全に遮しや断だんされた。

　声による会話は殆ほとんど不可能なので、メルティアは念話によって自分の中に在あるユピテルの意識に語りかけた。

〈ニコラウスの手口は判るか？　ユピテル〉

〈地ち水すい火か風ふうの四大元素、光に雷いかずち──各種の疑似精霊をほぼ完かん壁ぺきに使いこなすわ。エーテル操作の基本をあたしに教えてくれたのは、ニコラ兄さんだもの。……兄さん、特に風系の術が好きだった〉

〈そうか。それでおまえも風シのル疑フ似イ精ー霊ドを──〉

　ホールの中央に据すえられていた〝三重に偉大なるヘルメスヘルメス・トリスメギストス〟──錬れん金きん術じゆつの理想を体現した大理石の神像が、強風に煽あおられ砲ほう弾だんのように飛んできた。

　メルティアは軽く片腕を上げ、人間大の石像を難なく受け止める。

　だが──。

〈なにっ!?〉腕に触れた瞬間、石像の輪郭がグニャリと歪ゆがみ、砂の塊かたまりのようにぼろぼろ崩くずれたかと思うと激しい乱気流の中に飛び去っていった。

　異変が起こったのは石像だけではない。一緒に旋風に巻き込まれていたホールの家具や装飾品、ゲリラ兵の身体までが、一いつ斉せいに形を失い細こまかな塵ちりへと変わっていく。

〈しまった！　化学兵器──風の中に腐ふ食しよく性せいの物質を混まぜてるわ！〉

　ユピテルが警告を発するそばから、メルティアの身体──滑なめらかな銀色の肌の各所がどす黒く変色し、みるみるうちに腐食が始まっていく。

〈なるほど、さしずめ死の嵐あらしというわけだな〉

　メルティアの体表を瞬時に炎ほのおの紋様型防御界が包み、腐食の進行を食い止めると同時に外皮の治ち癒ゆを開始した。

〈こいつは単なる強酸じゃないわ。おそらく錬金術の秘法の一つ、万物融解液アルカヘスト──こんなのに長時間晒さらされてたら、防御界バリユームだって保もたないわよ！〉

　渦巻く死の嵐の中心部には台風の目のごとくぽっかりと穴が開あき、その空白地帯に悠ゆう然ぜんと腕組みして佇たたずむメルクリウスがいる。体表にメルティアと同じ紋様型防御界を展開しているが、それは緑色に光る風シのル疑フ似イ精ー霊ドだった。

〈……仕掛けてこないな〉

〈その必要がないからよ。アルマの命令通りに動いているとすれば──あたしらをここで足止めしてれば充分なはずだもの〉

〈この期ごに及んでまだ闘いを避けてるのか？　ふん、とんだ平和主義者だな〉

　嘲あざけるようにメルティアがいった。ファティムで最初に相まみえた際は、（対フラーマ戦の疲れを残し万ばん全ぜんでない状態だったとはいえ）反撃一つできないまま生け捕りの憂うき目にあっている。そのときの遺い恨こんが蘇よみがえるのか、メルクリウスに対してはどうしても敵意が先に立ってしまうようだ。

〈ニコラのこと悪くいわないで！　メルティア、たとえあんたでも許さないわよ！〉

〈冷静になれユピテル。いずれにせよ、あいつを倒さないことにはアルラウネの所に行けない──ラッセルを助けるチャンスを逃のがすんだぞ！〉

　数瞬の沈黙の後──。

〈とにかく……何とかこの風を突破して、ニコラの側そばまで連れてって。あとは、あたしが……〉

〈何か策でもあるのか？〉

〈……お願い〉




「来ル……」

　渦巻く死の嵐の彼方かなたから、炎の紋様を身に纏まとったメルティアが突き進んでくる姿を目にして、メルクリウスは腕組みを解いて臨戦態勢をとった。

　ユピテルたちに宣告した通り、今のメルクリウスには戦いに対する恐れも、人を傷つけることへのためらいもない。元より彼の〝心〟と呼べるものはニコラウスの肉体に移植されたあと一年程度をかけて形成された仮の人格でしかないので、自みずからの意志によって自じ我がを凍結し単なる戦闘機械に変へん貌ぼうすることはそう難しくないのだ。

　ラザルス、フラーマ、スパルトイ──かつてメルティアと相対してきた眷族たちが〝器〟とした人間の情念にがんじがらめにされ、人の心の脆もろさ故ゆえに敗やぶれ去ったことを思えば、己おのれの心を凍とう結けつした今のメルクリウスはホモ・ファルサスとしての能力を最大限に発はつ揮きしうる最強の敵ともいえた。

　額の〝タブレット〟が輝き、周囲を護まもる防御界の構成に変更を加える。大ホールの全域を覆おおっていた〝死の風〟の規模を半径五メートルほどまでに縮小し、そのぶん風の威力と万物融解液アルカヘストの濃度を一気に高めたのだ。飛び込んできた獲え物もの──メルティア一人に狙ねらいを絞しぼって。

　ふいに風そのものが深い闇やみの色に染まり、メルクリウスの視界も外部と隔かく絶ぜつされる。

　暗黒の旋風の中で、巻き上げられた全すべての物質は塵にまで分解して混じり合ってしまったはずだ。

「目標ヲ、撃げき破は──」

　風の流れが、微妙に乱れる気け配はい。次の瞬間、背はい後ごから襲ってきた凄すさまじい爪そう刃じんの一撃を、メルクリウスは上体を逸そらして紙かみ一ひと重えでかわした。

「ファティムでの借りを返しに来たぞ！」

　死の嵐を突破してきた銀色の獣けものが、長い髪を振り乱して吼ほえる。最初の奇襲をかわされた後も相手に戦闘異術を使う隙すきを与えず、メルティアは爪刃と蹴けりのコンビネーションで畳たたみ込むように攻め立てた。

「………」

　メルクリウスは無言のまま右の二の腕を刀状に相変異させ、メルティアの爪刃を受け止めた。

　黒い風に取り囲まれた円形闘技場で切り結ぶ銀色の女と少年──形勢は全くの互ご角かくに見える。だがメルクリウスの動きには、明らかに馴なれない白兵戦に対する焦あせりが見えた。

〈チャンスだ、ユピテル！　この間合いなら、ヤツも万物融解液アルカヘストは使えない！〉

　勝利を確信したようにメルティアが叫さけぶ。表面的にはほぼ互角の能力を有するメルクリウスに対する決定的な優位──それは自分たちが二つの心を持っていることだ。防御界を維持しつつ闘たたかわねばならない相手に引き替え、メルティアは格かく闘とう戦せんに、ユピテルは戦闘異術に専念すればよいのだから。

〈………〉

〈殺さなくてもいい！　とにかく戦闘異術でヤツの動きを止めろ！〉

〈メルティア──ごめん！〉

〈──!?〉

　現在メルティアが主導権を握っている運動中ちゆう枢すうにユピテルの意志が強制介かい入にゆう──ほんの一瞬ではあるが〝融ゆう合ごう体たい〟の動きが鈍にぶる。

　そして機械と化したメルクリウスはその一瞬を見み逃のがさなかった。

　舞うように優雅な動きで身を沈め、メルティアに足払いをかける。

「うわっ!?」

　仰あお向むけに倒れた彼女の上に馬乗りに覆おおい被かぶさると、左手で喉のど輪わを極きめ、膝ひざで両腕を押さえつけた。

〈ユピテル!?　どうして──〉

　困こん惑わくするメルティアを後しり目めに──メルクリウスは刀に変形した右手を大きく振りかぶった。




「ねえ、アルマ。君はメルクリウスに何て命令を下したの？」

「『同志以外の人間をこの地下室に近づけるな、無理に押し通ろうとしたら殺して構わない』──そう言い渡したわよ。それがどうかしたの？」

「なるほどね……どうやら、ちょっと面おも白しろい展開になってきたよ」




　実はアルマから与えられた命令は、この時点で条件を満たしていた。

　周囲に風の防御界を展開し、メルティアの動きを止めた。あと一人女の異術師がいたようだが、死の嵐に阻はばまれ地下層の方へは進めまい。

　戦闘機械としてのメルクリウスは、別命が下くだるまで現状を維持していればよいのだ。

　だが──身体の下に組み敷いたメルティアの顔を見つめているうち、メルクリウスの意識の底から、押さえつけていたもう一つの衝しよう動どうが湧わき上がってきた。

（許セナイ。生カシテオケナイ。滅ほろボサナケレバナラヌ。コイツガ──憎イ）

　──何な故ぜ？

　明確な答えを得られぬまま、擬獣の少年は刀と化した右腕の切っ先をメルティアの胸にあてがう。

（コイツハ敵。憎イ敵ダ。殺サナクチャイケナイ。僕ハコイツヲ殺ス。何故ナラ──）

「……ドクターノ仇かたき！」

「それでいいんだよ、メルクリウス」

　疑似人間の動きが硬直した。

　刃を向けた先にメルティアの姿はなく、そこにいたのは額に〝タブレット〟を埋めたあどけない少女──相変異を解いたユピテルだった。

「──!?」

「貴方あなたがここに来たのは、あたしたちと闘たたかうため。大好きだったライオス博士の仇を討つため──アルマの命令なんかじゃないよね？」

「………」

「あたし間ま達ちがってたよ。ドクター・ライオスは悪いヤツ。悪者は滅びて当然──今までそう思ってた。でも、そんなの関係ないよね。貴方にとってライオスさんは命の恩人。人間としての心をくれた先生。そして──本当のお父さんだったんだもの」

　銀の仮面のようなメルクリウスの顔が、ぐらりと揺れる。

「ニコラウスとメルクリウス、二人にとって本当に大たい切せつな人をあたしは奪ったんだ──どんなに謝あやまったって許して貰もらえるわけないよね。だから……殺してイイよ」

〈何をいうユピテル！　正気か!?〉

「……ボクハ……」

　ユピテルを押さえつけていたメルクリウスの腰が、わずかに浮き上がった。
















〈よし今だ！　早くわたしに換かわれ！〉

　自由になった両腕を伸ばし、ユピテルは素す早ばやくメルティアの封印容器を首から外はずし、傍かたわらに放り投げた。

〈ユピテル──!?〉

（ごめん、メルティア……でも、他に償つぐなう方法がないんだもん）

　呆ぼう然ぜんとして見下ろしているメルクリウスに、再び視線を戻す。

「でも、殺人機械に殺されるのはイヤ。貴方が自分の心で感じて、自分の意志で考えてー─その上で殺してくれるんだったら、あたし恨うらまないよ。たとえ貴方がニコラでも、メルクリウスでも」

「……ヤメロ……復ふく讐しゆうナンテ……無意味ダ」

「判わかってる。あたしを殺したってライオスさんは戻って来ないし、誰も救われない。でも──それで貴方が人間に還かえれるなら、それには何か意味があるんだと思う」

「ボクハ……」

「テロリストでもいいよ。どんな悪人でもいいよ。でも──」

　仰あお向むけのまま微笑ほほえんだ少女の瞳ひとみから大粒の涙が溢あふれ、眦まなじりから耳の方へとこぼれ落ちた。

「お願いだから、人形にはならないで……！」

　唐とう突とつに──銀色の少年は弾はじかれたように背中を仰のけ反ぞらせ、天井を振り仰あおいだ。

「ウアアアアアアアアアッ!!」

　同時に周囲を渦巻いていた死の嵐──風の防御界が消失し、覆いを取り除くように現れた大ホールの向こうに、驚いたように立ち尽くすレベッカの姿があった。

「……メルクリウス？」

　ユピテルは気づかなかったが──この時メルクリウスの意識の裡うちでアルマの命令が解除リセツトされ、自みずから凍結していた記憶と感情が急速に復元されつつあった。

　奇妙なことに、彼が持つ一年分の体験を遥はるかに上回る膨ぼう大だいな量の記憶が──。




「……ふうん。こういうことも、あるんだ」

　念波によってメルクリウスの意識を監視モニターしていた〝Ｚ〟が意味ありげにクスリと笑った。

「どうなってるの？　いったい地う上えで何が起こってるのよ？」

　間接的にしか状況を把は握あくできないアルマが、焦じれったそうに尋ねる。

「あのね、メルクリウスの──ホモ・ファルサス八号の〝器〟になった男の子の記憶が回復したよ」

「〝器〟の？　でもあれは、ライオスが何ど処こかで拾ってきた浮ふ浪ろう児じの──」

「ああ、知らないんだ？　あの子の本名はニコラウス・ライモンドス。ライオス博士の実の息子で──ついでにいえば、ユピテルのお兄さん代がわりだった人だよ」

「な、何ですってぇ……!?」




　銀色の少年はよろよろ身を起こし──立ち上がろうとしていたのだろうか──ついでゆっくりと床にくずおれた。

「メ、メルクリウス!?」

　床に倒れた疑似人間の身体に再び相変異が起こり、元の人間の姿へと還っていく。

　──いや、元のままではない。相変異の前までは銀色だった少年の髪は、今や艶つやのある黒髪へと変化していた。

「ニコラ兄さん……ニコラウス・ライモンドス!?」

「うぅん……」

　軽いうめき声と共に──少年の瞳がうっすら開かれる。

「ここは……どこ？　病院かな……？」

「──え？」

「失敗しちゃった……実験中に、炉ろの調整を間ま違ちがえて……ああ、どうしよう。父さんに叱しかられる……」

（記憶が──戻ったんだ！）

「どうなってるの、ユピテルさん……彼は、いったい？」

　風の防御界が消えたためようやくそばに近づけたレベッカが、恐る恐る状況を尋ねる。

「ニコラ兄さん、元に戻ったのよ！　メルクリウスとしての人格が消えて、代わりに八年前の事故の時までの記憶が──」

「？　君たち、だれ──うっ!?」

　怪け訝げんそうに起きあがろうとしていたニコラウスが、突然腹を押さえてうずくまった。

「ニコラ!?」

「い、痛いよぉ──た、助けてっ、誰か……!!」

「しっかりして！　いったいどうし──」

　駆け寄って具合を診みようとしたユピテルの目の前で──。

　少年の脇わき腹ばらが裂け、鮮血と共に奇怪な生物が姿を現した。

「きゃあああ──っ!!」

　見た目は小さな蛇へびのように見える──だが細長い頭部の先には髪の毛を生はやした女の顔があり、食いちぎったニコラの内臓をくわえてニタニタ笑っていた。




「──裏切り者が。親父ライオスと同じ地獄に堕おちるがいいわ！」

　吐き捨てるようにアルマが叫さけんだ。

　メルクリウスの体内に粛しゆく正せい用の疑似精霊を仕込んだのはアルマの発案だが、これはメルクリウス自身も同意してのことである。彼女としては少年の忠誠を試す〝踏み絵〟のつもりで捏案したのだが、あっさり当人の承しよう諾だくが得られたので拍子抜けしたものだった。

（まさか、本当に使うハメになるとは思わなかったけどね──）

「酷ひどいことするね。折せつ角かく感動的な場面だったのにサ」

〝Ｚ〟が上うわ目め遣づかいにアルマを見上げ、外見にそぐわぬませた口振りで口を尖とがらせた。

「馬鹿いわないで！　負けて死ぬならまだしも──敵方に寝返られちゃたまんないわよ！　これはお遊びじゃないのよ、〝Ｚ〟。誰のために私が苦労してると思ってるの!?」

　お目玉を喰った悪戯いたずら小僧のように舌を出し、肩をすくめる〝Ｚ〟真ま面じ目めに相手をするのが馬鹿らしくなり、アルマは傍らの兵士を呼びつけた。

「メルクリウスがしくじったわ！　占せん拠きよ区域の護まもりはどうなってるの!?」

「はっ。残存の擬獣兵二二体、ご命令通り直上の階に集結させております！」

「二二体ね……」

　親指の爪つめを嚙かみ嚙み、アルマは思し案あんを巡めぐらせた。

（巨人に相変異されたらまず勝ち目はないけど……あの女も、まさかいきなり巨大化してソシエタスの本部をブッ壊すような無茶はやらないでしょ）

　等身大の状態、しかも戦闘異術の威力が制限される建物内部での戦いなら、擬獣兵程度の戦力でもそれなりの戦術効果は望めるかもしれない。

（いっそ残りの異術兵や一般兵もまとめてぶつけてやろうかしら？　でも、ソシエクスの主力が引き返してくることを考えたら、あんまり戦力の無む駄だ遣づかいもできないし……）

「頑がん張ばって、あと二十分だけ保もたせてよ」

　アルマの心を見み透すかしたような少年の声が、耳元で囁ささやいた。

「二十分あれば〝賢ア者ゾのー石ト〟を起き動どうできる──それで全部カタがつくから。後のことは、もう何も心配しなくていいよ」




「このヤローツ!!」

　ニコラウスの身体からだを抜け出し階段の方へと逃げ去ろうとする蛇型の疑似精霊を、ユピテルの放った炎サのラ疑マ似ン精デ霊ルが吞のみ込み一瞬にして消滅させた。

「ニコラ兄さーん!!」

「ユピテルさん、ダメ！　今動かしたら!!」

　血の海の中に倒れたニコラに縋すがり付こうとするユピテルを制し、レベッカが気き丈じように応急手当を始めた。

　水ウのン疑デ似イ精ー霊ネを操作して傷から流れ出す血を堰せき止め、続いて具現化させた麻ま酔すい用の疑似精霊でニコラの苦痛を和やわらげた。

「それ、貸して！」

　ユピテルから受け取ったケープの端はしを引き裂き、きびきびと手慣れた動作で止し血けつ帯たいを施ほどこしていく。

「初期の止血さえうまくやれば──かなりの確率で助かるものよ」

「あ、そーだ！　メルティアの生命気プネウマ治療で──」

「待って！」

　床ゆかに落ちた封印容器に手を伸ばしたユピテルを、レベッカが慌あわてて呼び止めた。

「あれを使ったら、彼女はしばらく行動不能になるんでしょ？　だったらダメよ！　本部の地下にはまだ〝黒い太陽〟の最後の疑似人間──あのアルラウネがいるのよ！」

「でもでも！　ニコラ兄さん、このままじゃ！」

「この人のことは、私が必ず助けるわ。でも、いま本部の中でアルラウネと闘たたかえるのはユピテルさん──貴方あなたとメルティアだけなのよ！」

「でも──！」

「奴らのために、また仲間が大勢殺されたのよ。本当は、私が自分で行って闘いたい──でも私じゃダメ。ファティムのときもそうだったもの。全然歯が立たなくて──ラッセル君を護まもってあげられなかった」

　ファティムの武器工場でアルラウネに敗やぶれた時の屈くつ辱じよくが脳のう裡りに蘇よみがえったのか──特とく捜そう官かんの少女は唇を嚙みしめ俯うつむいた。

「レベッカ……」

「お願い──あの時と同じ思いは、もうさせないで！　私は、私のできる範囲で精せい一いつ杯ぱい闘うから──」

「………」

　体温の低下を防ぐため身体にユピテルのケープをかけられたニコラウスは、麻酔が効きいたのか今はうめき声一つ立てずに眠っている。

「判わかったわ……ニコラのこと、お願い」

　封印容器のペンダントを拾い上げ、スカートの裾で丁てい寧ねいに埃ほこりを拭ぬぐってやる。

「さっきはごめんね。放り投げたりして──」

〈気にするな。……だが、もうあんな無茶はしてくれるなよ。おまえが死んだら、誰がラッセルを助けるんだ？〉

「えへへ、そーだよね。うっかり忘れるトコだったよ」

　ぺろっと舌を出し、封印容器を胸に抱く。

　青白いアストラル光に包まれ──再び、少女は銀色のヒト型擬獣へと姿を変えた。

〈アルマ・ローネ──いえアルラウネ。あんただけは、もう絶対に許さない！〉

「おい！　おまえら──」

　ホールの一隅──二階から降りてくる階段付近──から、声を上げて小走りに近づいてくる人影がある。

　アルノーだ。〝黒い太陽〟の兵士から奪ったと思おぼしき短機関銃を携たずさえ、背はい後ごにはなぜか制服姿のルスカを従えていた。

「どうしてここに来たんだ、メルティア!?　ソシエタスの施設内でその姿になっちゃヤバイだろーが」

「ご挨あい拶さつだな傭よう兵へい。わざわざ迎むかえに来てやったというのに──おまえがそばに居てやらないと、小娘は寂しくて食事も喉のどを通らないそうだ」

〈ちょちょ、ちょっとタンマ！　もお、何いってんのよメルティア～！〉

「へっ。意外と心配性なんだなぁ、ユピテルのヤツ」

　ぶっきらぼうな物言いとは裏うら腹はらに、ひどく照れくさそうに頭を搔かくアルノーだったが──すぐに真顔に戻り、

「それはともかく、上の階はひでえもんだぜ──ソシエタスの連中、〝黒い太陽ソル・ニゲル〟の奇襲を受けてあらかた殺されちまった。マイアーのおっさんも……」

「そんな……課長まで!?」

　レベッカががっくりとうなだれた。幼おさない時分に両親を失った彼女にとって、歳としの離れた上じよう司しのマイアーはいわば父親代わりのようなものだったのだろう。

「それはともかく、何でこいつが一いつ緒しよなんだ？」

　ふらつく足取りでアルノーの後をついてきたルスカが、メルティアに目を留とめぎょっとしたように立ちすくんだ。先刻に比くらべるといくぶん酔いも醒さめてきた様よう子すだが、相変わらず顔を赤らめ目つきもどろんとしている。

「あー。詳くわしい事情は知らねーが、謹きん慎しん処しよ分ぶんのまっ最中だってよ。王都防衛計画にも置いてけぼりを喰くらって、部屋でやけ酒を呷あおってたんだそーだ」

「う、うるさい！　余計なお世話だ！　だいいち、天才のボクがこんな理り不ふ尽じんな仕打ちを受けてるのも、いったい誰のせいだと思ってるんだよ!?」

「──ほう。誰のせいなんだ？」

「決まってるだろ、全部あの妖よう怪かいオカッパ娘が悪いのさ！　ボクは、ボクは……ただユピテルの奴を陥おとしいれて将来の理事長ポストを我わが物にしたい一心で誠せい心しん誠せい意い努力したのに──それが伯お父じ貴きには散さん々ざん説教くらい、同どう僚りようたちからは馬鹿にされて。くっそ～不ふ条じよう理りだ！　納なつ得とくできん！　この世に正義はないのかっけ!?」

「刎はねてもいいか？　こいつの首」

「まあ、まあ。今日のところは、こいつのおかげで命拾いしたことだしよ」

　半なかば本気で爪刃を構えたメルティアを、慌ててアルノーが宥なだめた。

「──で──こっちの坊やは？　何だかえらく重傷のようだけど」

「メルクリウスの〝器〟、ニコラウスだよ。話はユピテルから聞いているだろう？」

「……そういうことか」

　アルノーはレベッカの隣にしゃがみ込み、ニコラの容態を確かめた。半月前ファティムの町で闘った際、敵の銃弾に倒れたレベッカを治療したのは彼だった。元〝白い旅団ブリガーテ・アルベド〟の隊員として、戦場における応急医療の訓練も充分に積んでいるのだ。

「とりあえずは落ち着いてるようだが……このままじゃまずいぜ。すぐに病院に運んで本格的に手術しなけりゃ」

「この建物の三階に、治療院があるわ。医者が生き残ってるかどうかは知らないけど……薬や手術の道具なら、たいていのものは」

「じゃあ、担たん架かでも作ってそっちに運ぶか？　男手も二人あることだし」

「冗談じゃない！　本部の中にはまだ敵兵がうようよしてるんだよ!?　ボクはごめんだね。行きたいならおまえたちが勝手に…………というのは無論ジョークさ。力を貸すよ、ウン。何たって人の命は尊とうといものだからね。オッケー！」

「ほう、意外に物わかりが良いな。見直したぞ、監かん察さつ官かんの小僧」

「判ったから……それをしまえ……しまってくださいぃ～」

　鼻先一センチの距離に突きつけられたメルティアの爪刃を凝ぎよう視しし、泣きそうな顔でルスカが懇こん願がんした。

「じゃあ、決まりね。私とアルノー、それにルスカでニコラさんを治療院に運び、その後で何とか外部と連絡を取る……そして、」

「わたしとユピテルは地下に行く」

　銀の彫ちよう像ぞうのようなメルティアの顔は相変わらず無表情だが、その声には断だん固ことした決意が込められていた。

「レベッカ、さっき何かいいかけていたな？　機械装置がどうとか」

「それが……本当に、私もよく知らないのよ。二十年くらい前から、本部地下層の再深部で何か大規模なシステムの開発が進んでるって噂を耳にしただけで」

〈あー、それってあたしも聞いたことあるある！　〝賢ア者ゾのー石ト〟って呼ばれてる極ごく秘ひプロジェクトでしょ？　まあ名前くらいしか知らないけど……〉

「ふうん？　まあ、どうでもいいさ。わたしが用のあるのはアルラウネただ一人だ。あいつを締め上げて、ラッセルの居場所を吐かせる！」

「……実は、ルスカとここまで来る途中で、敵の下っ端ぱを一匹捕とらえて締めてみた」

　アルノーが立ち上がり、やや言い難にくそうに切り出した。

「そいつの話じゃ、今度の作戦の司令官はライオス以上の大物で──組織の内部じゃ〝Ｚ〟って暗号名で呼ばれているらしい」

「〝Ｚ〟？　──アルラウネではないのか？」

「現場の指揮を執とってるのはあの蛇へび女おんなだから、まあ司令官たってお飾りみたいなモノなんだろうが……その〝Ｚ〟って奴……どうやら子供らしい。しかも、十二、三歳の男の子だとさ」

〈ラッセルと、同じくらいの歳としね……〉

「………」

　メルティアは口を閉ざしたまま数秒、黙り込んだ。彼女の仮面のような顔、白目のない紅こう玉ぎよくのような双そう眸ぼうからその心中を読みとるのは難しい。

「仮にあの子がこの建物に来ているのなら──願ってもない話さ。今夜この場で、全すべての決着をつけられるのだから」

　そう言い残すと──きびすを返し、銀色の女は長い髪を揺らしながら地下に降りる階段へと歩き始めた。

「──おいっ、メルティア！」

　唐突な大声を上げ、アルノーが後を追って来る。

「何の用だ……アルノー」

「いや、なに──一つだけ、いっときたいことがあってな」

「言うな！」振り向かぬままに、メルティアが叫んだ。

「おまえの話など聞きたくない。──さっさとニコラウスを運んでいけ！」

「ありゃ……急に嫌われちまったな。ひょっとして、まだ怒ってるのか？　街道で銃を向けたこと」

「………」

〈ね、メルティア……もっと素直になりなよ。あたしのことは、別に気を遣つかわなくたっていーからさ〉

「折せつ角かく助けに来てくれたおまえに、あんな態度とったのは悪かったよ。でもな、あの時いったことは本当──」

「ふざけるな！　今はこんな姿をしていても、わたしは擬ぎ獣じゆう──おまえたち人間の情けなど受けん！」

「おいおい、今さら何いってんだおまえ？　フォラスの廃はい墟きよじゃ、俺は先代のおまえに喰くわれかけてるんだぜ──へへっ。思えば、その時に惚ほれちまってたのかもなぁ」

　おどけた調子でいいつつ──アルノーは一歩踏みだし、銀色の女をさりげなく背中から抱き寄せた。

「──よせっ！」メルティアの口から短い叫さけびが洩もれた。

　その気になれば、アルノーを軽く跳はね飛ばすだけの腕力がありながら──疑似人間の女は懸命に顔を逸そらし、若者の腕の中でただ雛ひなのように震えていた。

〈いや～ん☆　何だかあたしの方が恥ずかしくなっちゃう～！〉

〈面おも白しろがってる場合か！　ユピテル、おまえからもこいつに何とかいえ！〉

〈怖こわがることなんかないのよ、メル。そりゃあ人を好きになるのは、とっても勇気のいることだけど……〉
















　無論、この会話はアルノーの耳には入っていない。

　若者はふっとため息をつき、

「安心しろや。いくら俺だって、こんなトコで口く説どきにかかるほど野や暮ぼじゃねーからよ。

　──ただ、これだけは言わせろよ」

　メルティアの尖った耳に口を寄せ──アルノーは囁くというより、何かを命じるような厳しい口調で告げた。

「忘れるな。たとえラッセルの身に何があっても──それでおまえが消えちまっていいって理由には、ならねーんだからな」




「このフロアには技術班と最小限の守備兵だけ残して、手て空あきの兵は全部地下一階から三階までに配置したわ。まあ、当面の時間稼かせぎにはなるでしょ」

　メルティア迎げい撃げきの手配を一通り終えたアルマが、〝Ｚ〟に報告した。

「──でも、あいつら本当に来るかしら？　〝器〟のユピテルはソシエタス理事長の娘なんだし──いったん本部を脱出して、親父おやじと連絡つけようとするのがスジだと思うけど？」

「君は彼女たちのことを知らな過ぎるよ、アルマ。彼女たちは、必ず自分たちの力でここまでたどり着く。ここにはぼくが──ラッセル君がいるんだから」

「まあユピテルにとっては実の弟だから、判わからなくもないけど……メルティアはどうなのかしらねぇ」

「メルティアにとっては弟以上だよ。友だち。恋人。……ううん、そんなものじゃないな……おそらくは自分の存在理由そのもの」

「馬ば鹿かげてるわ──あいつは頭の悪い、単なるケダモノよ。人間の女を気取ってるつもりなら、勘かん違ちがいも甚はなはだしいわね。本物の女は……そう甘くはないわよ」

　憎ぞう悪おに満ちた嗤わらいに唇を歪め──そこにメルティアがいるかのように──アルマは天井を見上げた。

「人間なんてねぇ、あんたが憧あこがれて真ま似ねしたがるほど大した生き物じゃないの。私の親は──赤ん坊だった私を生ゴミ同然に捨てたんだから！」

　ふいに、地下室全体に蜂はちの羽音のような高周波音が響きわたった。

「こ、これはどうしたことだ……!?」

　アルマの側そばで操作卓についていた〝黒い太陽ソル・ニゲル〟の技師長（技術班のリーダー）が困こん惑わくしきって叫んだ。

「どうした！　まさか起動に失敗したの？」

「そ、その……動くことには、動いたのですが……」

　技師長が震えながら指さす先に──〝賢ア者ゾのー石ト〟の本体ともいうべき巨大な金属球が宙ちゆうに固定されている。

　その大きさを別にすれば、数分前までは何の変へん哲てつもない金属の塊かたまりに過ぎなかった銀の球体──今やその表面には放電のような青白い光が走り、球体を支える鉄骨の梁はりがギシギシと軋きしみを上げていた。

「あら、ちゃんと動いてるじゃない……よかったわねえ。万一しくじってたら、あんた粛しゆく正せいモノよ」

「これは異常作動です！　球体そのものからアストラル光が検出されるなどとは、我われ々われの計算にはありません！」

　血けつ相そうを変え、技師長が叫んだ。

　アカシック・レコード解読装置〝賢ア者ゾのー石ト〟──そのシステムは大まかに分けて二つのモジュール──巨大な金属球の中に組み込まれた空間制せい御ぎよ装置とその下のフロア全体に林りん立りつする解デ読コ装ー置ダ──から構成されている。

　空間制御装置によってこの宇宙に隣接する異い相そう空間──無む尽じん蔵ぞうのエーテルに満たされたアカーシャ空間──に〝回路〟を開き、隠された叡えい智ちの宝ほう庫こであるアカシック・レコードから読みとった情報を解読装置によって人間に理解できる言葉や文字、あるいは図形に〝翻ほん訳やく〟する──これが〝賢ア者ゾのー石ト〟の概がい要ようだ。

　ただし一時的にせよ異相空間に回路を開くことは、一歩間ま違ちがえれば宇宙と宇宙の境界を不安定にし最悪の場合はこちら側の宇宙の構造まで破壊しかねない。そこで空間制御のための機械装置は完全密閉した球体の中にひとまとめに収おさめ、万一の事故の際は外部と接続したケーブルを全すべて切断することで被害を最小限に留とどめる安全策が為なされていた。

　しかし──球体からアストラル光が走っているということは、回路を繫つなげた〝向こう側〟のアカーシャ空間から大量のエーテルが洩もれだしている──つまりは球体の密閉が不完全ということに他ならない。

「いかん、装置を止めろ！　このままでは暴走するぞ！」

「──止めちゃダメだよ」

　技師たちがぎょっとした表情で振り返り、少年の顔を見つめた。

「これで成功なんだ。ソシエタスの異術師たちは百年前にぼくが遺のこした設計図通り、きちんと復元してくれた──解デ読コ装ー置ダなんか必要ない。〝賢ア者ゾのー石ト〟はもう立りつ派ぱに完成しているよ」

　ニッコリ微笑ほほえみ、スキップするような足取りで操作卓に近づく。

「ご苦労さま☆　あとは、ぼくがやるよ」

「ああっ!?　おやめ下さい！　これ以上出力を上げたら、装置の制御が──」

　悲ひ鳴めいのような声を上げ、技師長が少年の身体を操作卓から引き離そうとしたとき──。

　銃声が轟とどろき、技師長の身体が床に崩れ落ちた。

　女の細腕に似つかわしくない大型拳けん銃じゆうを構えたアルマが、口くち許もとに薄い笑いを浮かべて立っていた。

「身の程ほど知らずの技術屋だこと。いったい、誰に向かって口を利きいてるつもりなのかしらねぇ？」

「ど、同志……これはいったい……どういうことなのです？」

　技師の一人が、恐る恐る問い質ただした。

「〝賢ア者ゾのー石ト〟が既すでに完成しているとは？　ミスター〝Ｚ〟──ゼルファナス様は、いったい……」

「ゼルファナス？　それって誰のことかしら？」

「……は？」

「何か思い違いをしてるようだから、いっておくけど──この地下室に、ゼルファナスなんて男はいなくてよ」

　周囲を取り巻いていた〝黒い太陽ソル・ニゲル〟の技師と兵士たちが、狐きつねに摘つままれたような表情で互いの顔を見合わせた。

「し、しかし、その少年は〝ザインの棺ひつぎ〟の──」

「その通り。〝ザインの棺〟の中に眠っていたゼルファナスの亡なき骸がら。その身体を〝器〟とし、ゼルファナスの記憶を継けい承しようしたホモ・ファルサスの〝デミウルゴス〟──今はこの坊やの身体を借りて活動しているわ」

「ならば、やはり──」

「鈍にぶい連中ねえ。じゃあ教えてあげるわよ。たとえゼルファナスの肉体を〝器〟にしていた存在があったとしても──それがゼルファナス自身とは限らないってこと！」

「……!!」兵士と技師たちの顔が、一いつ斉せいに強こわ張ばった。

　そんな大人たちを後しり目めに──ラッセルの身体を借りた〝彼〟は元気良く駆けだし、青白いエーテルの火花を散らす球体の真下まで到達すると、クルリと振り向いた。

「嬉うれしいなあ！　ぼくはこの世界で、ようやく本当の自分になれるんだ。ソシエタスと〝黒い太陽ソル・ニゲル〟のおじさんたち──君たちの役目も、もうすっかり終わったよ。みんな、百年の間ほんとにご苦労さま！」




　地下三階のフロアに走り込んだメルティアの前に、占せん拠きよ区画の警備に当たっていた擬ぎ獣じゆう兵へいの一頭が立ちふさがった。

　左右それぞれにシャベル大の掌てのひらを持つ、巨大なモグラを思わせる擬獣兵。今回の襲撃作戦のため、わざわざ地底活動に特化した兵士なのかもしれない。

「てめえがメルティアか!?　こっから先は、一歩も通さねえーっ！」

　田舎いなか回りの活劇芝居か何かで覚えたのか、実に月並みなセリフを叫さけびながら襲いかかってきた。だが、ソシエタスの警備兵を一瞬で屠ほふった自慢の抜き手はメルティアのしなやかな身体を掠かすることすら出来ず、懐ふところに飛び込んだ彼女の爪刃が一いつ閃せんするや呆気あつけなく胴体を両断され、見せ場一つ作れぬうちに舞台を退場した。

　切り札ともいうべき疑似人間メルクリウスを失った〝黒い太陽ソル・ニゲル〟が最後に採とった戦術は、至って古典的な人じん海かい戦術だった。

　地下一階に踏み込むなり四方八方から体力に優すぐれる擬獣兵が組み付き、周囲に展開した異術兵と一般兵が、それぞれ戦闘異術や短機関銃で攻撃してくる。その過程で相当数の同士討ちが発生していたが、少なくとも彼らの側はそれを歯し牙がにもかけていない様よう子すだった。中には、味方の存在を承知の上で手しゆ榴りゆう弾だんを投げつけてきた兵士すらいた。殆ほとんど正気の沙さ汰たとはいえない。

　自滅覚悟の波状攻撃──アルマの狙ねらいとしては（精神的には）普通の少女に過ぎないユピテルの戦意を喪そう失しつさせ、併あわせてメルティアのエーテルを消しよう耗もうさせる意い図ともあったのだが、残念ながらその点においてこの戦術は完全に失敗していた。

　何な故ぜなら今のメルティアはユピテルの人格を〝凍結〟し、完全に単体のヒト型擬獣として行動していたからである。この場合防御界や戦闘異術の支援は得られない代わり、ユピテルの意識に邪じや魔まされて戦闘中の判断を誤あやまるリスクは回避できる。




『メルクリウスと闘たたかってる時、勝手な真ま似ねをした罰ばつだ。おまえはしばらく眠っていろ』

『なんでー？　ずるいずるーい。あんた一人で、オイシイ所を全部持ってく気ね!?』

『フラーマと闘った時の失敗を忘れたか？　だいいち雑ざ魚こ相手にエーテルを無む駄だ遣づかいされてはかなわん』

『うう～……しょーがないわね。その代わり……アルラウネの所についたら、必ず起こしてよねっ！』




　モグラ型の擬獣兵を倒したあと、地下三階にいるはずの敵は何な故ぜか急に攻撃を停止した。薄暗い地下フロアの奥の方には多数の椅い子すや机、ゲリラたちが何ど処こからか持ち込んできた鉄骨や木材が堆うずたかく積み上がった即席のバリケードが構築され、その向こうには獣けもののごとく息を潜ひそめる兵士たちの気け配はいがあった。

「どうした、おじけづいたか？　──なら、こちらから行くぞ」

　不敵に宣言し、ずかずかとフロアに踏み込んでいったとき──ふと暗くら闇やみでも見通すメルティアの視界に青い塊かたまりが飛び込んだ。無む造ぞう作さに床に投げ出された子供用の外がい套とうだ。

〈──ラッセルの服!?〉

　一瞬、床の上に注意がそれた瞬間──天井から投げ降ろされた鋼はがねのワイヤーが彼女の首を締め付け、あっという間に吊つり上げた。

「あぐぅ!?」

「ぎゃははははーつ、単純な手に引っかかりやがって!!」

　吸盤に相変異させた両手足でヤモリのごとく天井に張り付き、ワイヤーの一端を握った擬獣兵が嘲ちよう笑しようを上げた。

「擬獣捕ほ獲かく用の超高張ワイヤーだ！　もう逃がさねーぜ！」

「あ……あがっ……!!」

　兵士の言葉通り──太さ数ミリ、ただし数トンの張力に耐えうる特殊な鋼線がメルティアの細い首に食い込み、もがけばもがくほど締め付けていく。

「撃てぇ──っ!!」

　指揮官の叫びと共に、バリケードの向こうに待たい機きしていた兵士たちが短機関銃を構え一斉に射撃を開始した。

　爪つま先さきが床からわずかに浮き上がる格かつ好こうで宙ちゆうづりにされたメルティアに銃じゆう弾だんが殺さつ到とうする。自みずから戦闘異術の使用を封印した状態では手も足も出せず、彼女のほっそりした銀色の身体は着弾の衝撃に弄もてあそばれ人形のごとく跳はね踊った。

「撃ち方、止めーっ！　擬獣兵前へっ。射撃効果を確認！」

　バリケードを乗り越え、数体の擬獣兵がのそのそと這はい出した。

　全身から紫の血を流し、首吊り死体のごとくダランとぶら下がった疑ぎ似じ人にん間げんの身体を、擬獣兵たちが恐る恐る取り囲む。実はその時まで、彼らの誰もが敵であるメルティアの姿をはっきり見たことがなかった。

「こいつが、メルティア……？」

「な、何でえ……どんなバケモノみたいな野郎かと思ってたが……まるで人間の女じゃねえかよう。げへっ、しかも結けつ構こうイイ身体してやがるぜ」

「そうと知ってりゃ、別の楽しみ方もあったのになぁ。惜おしいことしたぜ。ぐひひひ」

　擬獣兵の中でも比較的人間の原型を留とどめた一人が、下げ卑びた笑い声を上げながらメルティアの胸に触さわろうと手を伸ばす。

　とその時──ワイヤーにくびられ奇妙な角度に傾かたむいていたメルティアの顔が、牙きばを剝むいてニタリと嗤わらった。

「──ほう、どんな楽しみ方だ？　教えてもらおうか」

「げぇ!?　こいつ、まだ生きて──」

　言葉になったのはそこまでだった。

　自分の首を吊っているワイヤーを両手で握りしめ、メルティアが大きく身体を持ち上げる。同時に両足の爪を刃渡り一メートル近い爪刃に変え、周りを囲む擬獣兵たちを薙なぎ払うように蹴けりつけた。

「うぎゃわっ!?」「ひぎっ！」「ぬごぉ!!」

　人間の血と擬獣細胞の紫の体液、二色の血ち飛沫しぶきをまき散らして擬獣兵たちが倒れる。

　ついでメルティアは振り子のように身体を揺らし、天井に向かって跳とび上がると──。

「ひっ!?　わひいいいいっ!!」

　未いまだにワイヤーの端を握ったまま狼狽うろたえる吸盤擬獣兵の頭を、真下からの蹴しゆう撃げきで無む慈じ悲ひに蹴り潰つぶした。

「うわわっ!?　撃てっ、撃て──っ!!」

　一般兵の指揮官が掠かすれる声で命令を下す。

　だが再び火か線せんが殺さつ到とうした瞬間、銀色のヒト型擬獣の姿はかき消すように見えなくなっていた。

「え……？」

　──ざしゅっ。

　目の前で銃を撃ち続けていた部下の兵士の首が、西すい瓜かのように床に落ちた。

「奴は──ど、どこだ!?」

　目と鼻の先だった。彼らが身を潜ひそめていたバリケードの上。

　白鳥のように舞い降りた銀色の死の女め神がみが、薄うす闇やみの中で赤い双そう眸ぼうを光らせ兵士たちを睨にらみつけていた。




　地下三階のフロアを護まもっていた二個小隊が壊かい滅めつするのに、五分とはかからなかった。




「ぃひいいぃいいいっ!!」

　壁かべ際ぎわに追いつめられた最後のゲリラ兵が、悲ひ鳴めいを上げて銃を放り出した。

　他の〝同志〟たち同様に顔を黒く塗ってカムフラージュしてはいるが、どうやらまだ二十歳にもならぬ若い兵士のようだ。

　メルティアが一歩近づくと──。

「た、助けてっ!!　助けてオフクロォ──っ!!」

　恐怖に耐えかね失禁したのか。野戦服の股こ間かんから湯ゆ気げと共に異い臭しゆうが立ち昇のぼった。

　構わず、メルティアは兵士の胸ぐらを摑つかみ上げた。

「貴き様さまらの親玉──アルマ・ローネは何ど処こだ？」

「し、し、下、一番下の階──そ、そこの、しょしょしょ」

「昇しよう降こう機きだな」

「は、は、はい！　で、でも今は、どど、動力が落とされてて……」

「そんなもの、なくても行ける」

　無む造ぞう作さに突き放すと、少年兵は一瞬放心したように擬獣の女を見上げていたが──やがて猿ましらのごとく悲鳴を上げながら、這ほう々ほうの体ていで階段方向に逃げ去っていった。

「………」

　メルティアは死の沈黙に支配された地下室を横切り、少年兵が指さした〝昇降機〟の入り口と思われる扉とびらの前まで行くと、そこで力尽きたように片かた膝ひざをついた。

「ユピテル、頼む……身体の中に、何発か喰くらった」

〈ふぇ!?　って、終わったのねー。ハイハーイ☆〉

　ユピテルの意識が覚かく醒せいすると同時に──メルティアの身体を仄ほのかな青白い光が包み、負ふ傷しようを癒いやしていく。各所に穿うがたれた銃じゆう創そうから弾だん頭とうが押し出され、新しい組織が傷口を塞ふさいでいった。

　生命気による自己再生の間、メルティアは背中を丸めて床に横たわり、低い呻うめき声を上げながら苦痛に耐えていた。

〈ちょっとぉ……これってシャレになんない負傷だよ。ダメよーやっぱり、あたしが一緒じゃないと〉

「ここに来るまでに、五、六十人は殺してきた。まあ同士討ちで勝手に死んだ奴らも結けつ構こういたが……半分は、確実にわたしの手で仕し留とめてる」

〈──!!〉

　予想通りのユピテルの反応がおかしかったのか──メルティアは喉のどを鳴らしてくっくと笑った。

「安心しろ。全部わたしがやったことさ。おまえは一いつ切さい手を汚けがしていない……ラッセルには、そう伝えておいてくれ」

〈！　待ってよ。あんたまさか、ハナからそのつもりで──!?〉

「いくら自分を助けるためといえ──姉が大量殺人をやらかしたと知れば、あの子もいい気持ちはしないだろうからな」

〈ば、馬ば鹿かにしないでよ！　あたしもラッセルも、もう子供じゃない！　自分が犯おかした罪くらい、きっちり背負って生きてく覚悟ぐらいできてるよ!!　それを、それを──〉

「喧けん嘩かの続きは、あの子を無事に救出した後にしよう……」

　擬獣の女は気け怠だるげにつぶやくと──おもむろに立ち上がり、地下最下層まで通じる昇降機の扉とびらを紙のように蹴け破やぶった。




　扉を破ったメルティア／ユピテルの前には地底まで続く深い縦たて穴あなが口を開あけ、穴の中央付近には十数本の金属ワイヤーが垂たれ下がっていた。

　最下層にあたる地下十階までの近道である昇降機は、一ひと言ことでいえば縦穴の中を機械の動力で上下する金属の籠かごだ。ただし生き残りのゲリラ兵が証言した通り、今は動力そのものが止められ昇降用の籠は遥はるか下で留まっているのだろう。

〈要するに、このワイヤーに捕つかまって降りていけば、一番下まで簡単にたどり着けるってワケ〉

「何だ。他た愛あいもない」

　いうが早いか目の前のワイヤーに飛びつき、メルティアは器用に滑かつ降こうを開始した。

「──しかしソシエタスの連中も迂う闊かつだな。そんなに大事な機械があるなら、もっと厳重に護まもっておればよかったのに」

〈元々〝賢ア者ゾのー石ト〟は先代理事長のライオス博士が始めたプロジェクトで……父さんが理事長になってからは、予算も縮小してあんまり熱心じゃなかったみたい。家にいるとき、一度だけぼやいたことがあるわ。『あのプロジェクトはあと百年続けても完成しない。役立たずの金喰くい虫だ』って〉

「そんな出来損ないの機械だか何だかを、アルラウネたちはわざわざ占拠してどうするつもりなんだろうな」

〈さあねー。本人に聞いてみるしかないんじゃない？〉

　最下層に止まった金ケ属ー籠ジの上に到達するまで、一分とかからなかった。

　金ケ属ー籠ジの天てん井じようを壊して侵しん入にゆうし、さらに扉を内側から突き破って地下十階のフロアに降りる。

〈ちょっとメルティア～。随ずい分ぶんと気楽にブチ壊してくれちゃうけどねー、これってみんなソシエタスの──〉

「しっ！　静かにしろ。気が散る」

　ユピテルの意識を黙らせると、メルティアは五感を研とぎ澄ませて敵の襲撃を警戒した。

「……おかしいな。敵の気配がない」

〈油断してるのかしら？　上のフロアにあれだけの兵を配置してたくらいだし〉

「にしても妙みようだ。唯ゆい一いつの昇降機の前なのに、見張りの一人も置いていないとは」

　彼女らの前には幅の広い一直線の廊ろう下かが延のび、その行き止まりに重い鉄の扉が立ちはだかっている。他に扉は見あたらないことから、おそらくあの向こうに〝賢ア者ゾのー石ト〟はあるのだろう。

〈何にせよ……行くしかないわね〉




　鉄の扉に鍵かぎはかかっていなかった。

　扉自体の重さは相当なものであったが、メルティアが両手を当てて五分ほどの力を込めるとゴロゴロと重じゆう厚こうな音を立てて開いていった。

　そして、ついに地下最下層の実験施設に足を踏み入れたとき──メルティア／ユピテルは、敵の出迎えがなかった理由をはっきり理解した。

〈な、何よコレぇ……〉

「……どういうことだ？」

　五層分の高さが吹き抜けになり、地下宮きゆう殿でんと呼んでも差し支えないほどの容積を擁ようする密閉空間。目を上げれば、そこには視界を圧するほど巨大な金属球が固定されている。

　そして、広大なフロアには──至る所に人間が倒れていた。

　銃を握りしめ、顔面を黒くカムフラージュしたゲリラ兵がいる。白衣をまとった技術者と思おぼしき男がいる。少なく見積もって五十人以上──おそらくその中の何名かは、監かん禁きんされていたソシエタス側の研究者であろう。

　そして、その全員が──。

「死んでるな」

〈そんな……〉

　見たところ銃や刃物で殺されたような外がい傷しようはない。それどころか、毒物やガスが使われた形けい跡せきすらない。遺い体たいは全員が虚うつろに目を開き、顔つきはだらしなく弛し緩かんしている。あたかも、突然訪れた死に神が魂たましいだけを抜き去っていったとでもいうように。

「アルラウネの姿はないな。……あいつが殺やったのか？」

〈でも、本人は何ど処こに行ったのよ？　この部屋への昇降口は、あたしたちが通ってきた一か所しかないのに……〉

「にしても、ふざけてるな。奴もラッセルもいない。死体の山だけがお出迎えとは」

〈ちょっとメル？　その言い方って、いくら何でも……不ふ謹きん慎しんよ〉

　とはいえ、事態が唐とう突とつすぎてユピテル自身にもまだ実感が湧わいてこない。大量死の光景を前にしながら、何か悪い冗談につき合わされているような、奇妙に現実離れした感覚しか覚えなかった。

　つまらなそうに構内を見渡していたメルティアが、ふと空中に固定された球体に目を留とめた。

「──あれがレベッカのいっていた〝賢ア者ゾのー石ト〟か？」

〈そのようね……他の機械は、ありふれた演算や測定用の装置だし〉

「もっと近くで見てみるか？」〈………〉

　メルティアは部屋の中央に向けて歩き出した。足元に倒れている多くの遺体を、まるで路ろ傍ぼうの石かのごとくひょいひょい巧たくみに避けていく。

　あとわずかで球体の真下までたどり着こうかという時──。

　ふいに、何ど処こか近くからすすり泣きの声が聞こえた。

「！」〈!?〉

　大人の背丈ほどもある解析機関カリキユラマシンの陰にうずくまり、両手で顔を覆おおった少年が泣いていた。

「──ラッセル！」

「……メ、メルティア……？」

　ラッセルの肩がびくっと震え、蒼あおざめた顔をおどおどと上げた。

「き、来て……くれたの？」

「いったい何があった？　アルラウネは何処にいったんだ？」

「判わからない……目が覚めたら、ぼくはここにいて……人が大勢死んでて……」

　それから先は言葉にならず、少年は再び顔を覆ってしゃくり上げた。

「もういい。──とにかく、無事で良かった」

　メルティアはしゃがみこみ、ラッセルの身体を抱きしめた。

「来てくれると思ってた。きっと、来てくれると思ってた」

　金属のように滑なめらかな、そのくせ温ぬくもりと適度の弾性がある銀色の胸に顔を埋うずめ、ラッセルはうわごとのように繰り返した。メルティアは何も言わず、ただ愛いとおしげに少年の肩を抱き寄せる。

「逢あえて嬉うれしいよ──ホモ・ファルサス七号」

　メルティアの胸の中で、少年の唇くちびるがニタリと笑いの形に歪ゆがんだ。




〈──離れて、メルティア！　そいつラッセルじゃないわ!!〉




　瞬刻、構内の眺ながめはその様よう相そうを一変していた。

　広大な地下室。巨大な球体〝賢ア者ゾのー石ト〟の存在は最初に部屋に入ったときと変わらない。

　だが球体の表面は青白い燐りん光こうを発する蔦つた状の物体にびっしりと覆おおわれ、同様の蔦がさらに構内の壁や機械類にまで触手を伸ばし樹じゆ海かいのごとくはびこっている。

　床ゆかに転がっていた男たちの死体もまた全身蔦に絡からみつかれ、その体は半なかば樹海に融ゆう合ごうされかけているようでもあった。

「これは──!?」

　その時になって、メルティアは自分の身体もまた、蔦に絡みつかれて宙ちゆう吊づりになっていることに気が付いた。

〈早く脱出して！　グズグズしてたら、あたしらも融合されちゃうわ！〉

　頭の中でユピテルの叫びが響く。

「!?」メルティアは咄とつ嗟さに爪刃を振るい、自みずからを縛ばくする太い蔦に斬きりつけた。

　拍子抜けするほど呆気あつけなく蔦は寸断され、数メートル下の床に向けて身体が落下する感覚。固いコンクリートの床に激げき突とつする寸前、メルティアは巧みに受け身をとって着地した。

　腰のあたりに巻き付いた太い蔦からはさらに無数の菌糸が──仄ほのかな燐光を放つそれは、まるで光の糸に見えた──伸び、彼女の銀色の皮膚に食い込んでいる。

〈こいつが、今までの幻覚を……〉

「──くそっ！」

　荒々しく毒づきながら、メルティアは力任まかせに蔦を引き剝はがした。ブチブチという音と共に鋭するどい痛みが走ったが、彼女はほとんど自覚しなかった。敵の精神操作──ラッセルの幻覚により騙だまされかけたことへの怒いかりの方が、遥はるかに激しかったからだ。

　異界の様よう相そうを呈した地下構内にすっくと立ち、大声で叫ぶ。

「姿を見せろ、アルラウネ！　──それともゼルファナスか!?　くだらない遊びはもうお終しまいにしろっ！」

「……ルティア……」

「！」

　弱々しい声のする方に振り向くと──

　球体から真下の床にかけては無数の蔦が絡み合いながら垂たれ下がり、それじたい巨大な柱のごときオブジェを形成している。

　グロテスクな蔦の柱の中から、白い人影が覗のぞいていた。

　全ぜん裸らの少年の姿──ラッセルだ。半なかば蔦に融合し、メルティアの位置から見えるのは腰から上の上半身のみだった。

「ラッセル!?」

「姉さん……メルティア……来てくれたんだね？」

　半透明の粘液にまみれた少年の顔に、ふっと虚うつろな微笑ほほえみが浮かんだ。

「でも、ごめんなさい……ぼく、もうこんな身体にされちゃった……」

　一瞬、メルティアは辛そうに目を背けたが──拳こぶしを握りしめ、すぐに向き直った。

「必ず助け出す！　もう少しだけ、そこで辛しん抱ぼうしていろ！」

「くっくっく──助け出す、ですってぇ？」

　嘲あざけるような声と共に──蔦の中からズブズブ音を立て、若い女の上半身が姿を現した。

　メルティア／ユピテルが〝黒い太陽〟に捕らわれた際、組織の実験施設で見かけた女幹部──さらに彼女の声には、それ以前にも別の場所で聞き覚えがあった。

「貴き様さまは──アルラウネ!?」

「なぁに正義のヒロインぶってるのよ？　あんただって私と同じ、人ひと様さまの身体を奪って生きるバケモノのくせにさ。──ったく、笑わせてくれるわよねぇ」

　ラッセルの身体を背はい後ごから抱きかかえ、挑ちよう発はつ的てきなしぐさで愛あい撫ぶしながら、アルラウネ＝アルマ・ローネが嗤わらう。半なかば意識が朦もう朧ろうとしているのか──少年は眠たげに目を閉じ、女のなすがままに身を任まかせていた。

「──よせっ！」

「そういえば……前にもこんなことがあったわよねぇ。あれは、カラナンの海の上だったかしら？」

「………」

「もっとも、状じよう況きようはだいぶ違うけどね。あの時はこのボウヤに一杯喰くわされて酷ひどい目に遭あったものだけど──今はご覧の通り、私たちは仲良く一つに繫つながってるんですもの」

　おぞましい事実を平然と告げる。

「やめろーっ!!」

　吼ほえるようなメルティアの声が耳に入ったのか──アルマの胸に抱かれたラッセルがうっすらと目を開あけた。

「いいんだよ、メルティア……この人の……言うとおりなんだから」

「……なに？」

「ねえメルティア？　君は、人間になれて……幸せだった？」

「何の……話だ？　ラッセル──」

「ぼくは十三年前、人間の子供として母かあさんのお腹なかの中から生まれたけど──ちっとも幸せじゃなかった。異術師になれなかったばかりにみんなから邪魔者扱いされて……挙あげ句の果てに父さんからも見捨てられたんだ。ずうっと思ってたんだよ……ぼくは誰からも必要とされない人間。初めから、この世界に生まれてこなければ良かったんだって」

〈違うよラッセル！　そんなこと、誰も──〉

「ずっと前、父さんがぼくにいったことがある。『たとえ神様がいなくても人間は自分だけの力で幸せになれる』って。──でも、それってやっぱり間ま違ちがってるよ。自分の力で幸せになれるのは、姉さんみたいに強い人間だけさ。ぼくは姉さんにはなれない。ぼくみたいに弱い人間は──ただ大きな力に押さえつけられて、怯おびえながら生きて──そして何い時つの日か虫けらみたいに潰つぶされて消えていくだけなんだから」

「違う、ラッセル！　わたしは人間ではないし、人間になりたいとも思ってない！　ヒトの姿を借りているのは、ただおまえを護まもってやりたくて──！」

「片かた腹はら痛いわねぇ、メルティア。聞けば、あんただって最初はこのボウヤを喰くい殺そうとしたそうじゃないの？　保護者が聞いて呆あきれるわよ！」

　アルマのけたたましい嘲ちよう笑しよう。

「……!!」

　メルティアは両手で顔を覆おおい、呻うめき声を上げながらその場にくずおれた。

〈落ち着いてメルティア！　こんなの絶対ヘンよ。これも、ヤツの精神操作かもしれないわ！〉

「──姉さんと旅に出て、ぼくにもようやく判ったんだ。この世界はどこか間違ってる。大人たちはそれぞれ自分の神様や難むずかしい理屈を唱となえて争ってるけど、それだけじゃ世の中は何一つ変わらないってことが。だから──この世界には本物の神様が必要なんだよ。アビス・ウルでもアーリマンでもない、本当に力を持った新しい神様が──」

〈やっぱり、あれはラッセルじゃない！　弟があんなこというワケないもの！〉

　だが、そんなユピテルの意志はメルティアの心にはほとんど届いていない。

　銀色の女はコンクリートの床に跪ひざまずき、顔を覆ったまま獣けもののような声で哭ないていた。

　鋭するどい爪つめが顔の肉に食い込み、紫の血が彼女の首筋から胸へと筋を引いて流れ落ちていく。

〈メルティア……〉

　擬獣として百年の歳月を生きてきたとはいえ、メルティアが明確な自じ我がをもったのはついこの間──ユピテルを〝器〟とした後なのだ。彼女の精神は、ある意味でラッセルよりも幼おさない。

　自分より遥はるかに巨大な擬獣を相手にして一歩も退ひかなかった疑ぎ似じ人にん間げんの女が、今は心を繫いだただ一人の少年を失う恐怖に怯え、子供のように泣き叫んでいた。

「悲しませちゃってごめんね、メルティア……でも、あと少しの我が慢まんだよ。君もぼくも、そして姉さんも──この機械を通して目覚めた〝彼〟がこれから創つくり出す、新しい世界の子供として生まれ変わるんだから」

〈いい加か減げんにして！　何い時つまでそんな猿さる芝しば居いを続けるのよ、ゼルファナス!?　あんたメルティアの生みの親なんでしょ？　これ以上彼女を苦しめて、何の得があるってのよ!!〉

　言葉を出せないユピテルは怒りの意志をエーテルの波に変換し、頭上の球体に叩たたきつけた。

　その意志が通じたのか──アルマがニンマリと笑った。

「うふふ……お嬢ちゃん、あんた誰に対して怒ってるのさ？　ゼルファナスなんて男は、とうの昔に死んじまってるのに」

〈……何ですって？〉

「アビス教徒の言い方を借りれば、彼は〝預よ言げん者しや〟に過ぎなかったのよ。あの錬れん金きん術じゆつ師しに隠された叡えい智ちを授さずけ、エーテルによる世界の変革をもたらしたのは、他ほかならぬあのお方なんだもの」

〈ちょっと待ってよ！　〝ザインの棺ひつぎ〟の中に眠っていたのは、ゼルファナス自身の記憶を受け継いだホモ・ファルサスだって──カラナンで、あんた自分でそーいってたじゃない!?〉

「全すべては、予あらかじめ用意された筋書きだったのよ。第五元素エーテルの発見も、擬獣災害によるこの国の荒こう廃はいも、異い術じゆつ師したちの台たい頭とうも──みんなあのお方の掌てのひらの上で踊おどらされていたのだわ。アビス教会も、王おう宮きゆうや貴族どもも、ソシエタスも、そして私たち〝黒い太陽ソル・ニゲル〟も──」

〈あのお方あのお方って、いったい誰の話してんのよ……？〉

「ここ百年間の歴史を陰で操あやつり、人間にこの機械〝賢ア者ゾのー石ト〟を造らせたお方。そして今〝賢ア者ゾのー石ト〟が開いた異空間の回廊を通って、地上に降こう臨りんされるお方──」

「唯ゆい一いつにして絶対の存在。無限にして永遠なる一者。アルファにしてオメガなる者──」

　アルマの言葉を引き取るように、ラッセルが続ける。

『太陽は我わが父にして月は我が母なり。風は我われをその胎たい内ないに孕はらみ、大地は乳母めのととして我を育はぐくめり。我は水のごとく世界を巡めぐり、炎ほのおをもって世界を洗い清める者なり』

　粘液にまみれ、蔦の中で固く抱き合った少年と女は声を合わせ、あたかも二つの口をもつ一人の者であるかのごとく高らかに唱しよう和わした。

『かつて我、大地より天空に舞い昇り、いま再び天空より大地へと舞い降り、この瞬と間きより天と地の間に生まれし万ばん物ぶつをしろしめす者なり。

　我が名は──創そう造ぞう神しんデミウルゴス』

　球体から凄すさまじい〝力オプス〟の波動が放たれ、激しく床が揺れ動き始めた。

　大地震にも耐えうるはずのソシエタス本部地下層の壁に亀き裂れつが走り、建物全体がぎしぎしと不ぶ気き味みな軋きしみを立てている。

「これでお別れね、メルティア。あんたはデミウルゴスに造られた分ぶん際ざいで、不ふ遜そんにも彼に刃向かった──この代だい償しようは高くつくわよ。〝器〟の小こ娘むすめ共々、地じ獄ごくを味わって貰もらうことになるでしょうね！」

　それだけ言い残すと、アルマはラッセルを抱きかかえたままの姿勢で、再びズルズルと蔦の中に融合していく。

「！　ラッセル──っ!!」

　蔦の柱に向けて駆け出したメルティアの身体は強力な防御界バリユームに弾はじき返され、地下室に並ぶ機械類をなぎ倒しながら壁際まで吹っ飛んだ。

「ぐっ……」

　転倒した機械類に挟はさみこまれ、すぐには起き上がれないメルティアを嘲あざけるように、〝賢ア者ゾのー石ト〟の球面を覆う蔦が活発に蠢うごめき始めている。

〈あの球体の中に何かがいるわ──こっち側に出てこようとしてるの!?〉

「……ユピテル……」

〈しっかりしてよ、もうっ！　ここが崩くずれれば、本部の建物全体が巻き込まれるわ。そしたら上にいるアルノーたちだってヤバいのよ！〉

「あれは……いったい何だ？　わたしを造ったという、神を名乗るあいつは……」

〈デミウルゴスって、てっきりゼルファナスの造ったホモ・ファルサスの一体だと思ってたけど……事実は逆だったのね。何だか、あたしにも判んなくなっちゃったけど──でも、これだけはハッキリしてるわ。自分で〝神〟を名乗るヤツに、ロクなのはいないってこと！〉

「……ラッセルは、もうあいつの中に……」

〈そ、それは………バッカねー、心配ないってば！　何だかんだいって、あたしらだってうまいこと分離できたじゃない☆　何とかなるって！〉

　努つとめて明るく答えたものの、たった今目まの当たりにした、変わり果てた弟の姿に──メルティアの受けた心の傷は、そのままユピテル自身のものでもある。できることなら、この場で抱き合って彼女と一いつ緒しよに泣きたかった。

　だが──あいにく今の自分にはその身体からだがないし、何より一心同体の自分が弱気になっていては、メルティアを立ち直らせることなどできはしない。

　目もく前ぜんに迫った擬ぎ神しんの降こう臨りんを阻そ止しできるのは、彼女と自分だけなのだから──。

〈──さ、落ち込んでるヒマなんかないわよ。あいつが本格的に動き出す前に、何とか取り押さえなくちゃ！〉

「………」

〈あたしの言葉、信じてくれるよね？　あんたの魂たましいはあのデミウルゴスに造られたかもしんないけど、心はあたしの中から生まれた──娘みたいなモノだもん。なら、解わかるよね？　たとえ〝器〟にされてたって、弟が、ラッセルが──ヤツの創つくる新世界なんか望んじゃいないってことは！〉

「……解わかってるさ……」

　身体にのしかかる重さ数百キロの解析機関カリキユラマシンを押しのけ、メルティアが立ち上がった。

「アルノーがいった通り、わたしはまだ消えるつもりはない！」

　頭上から降りかかってくる天てん井じようの梁はりを、ユピテルの展開した防御界が弾はじき返す。

〈デミウルゴス──たとえあんたが救世主でも、本当の神でも──この世界を好きにはさせないわよ！〉

　ちょうどその瞬間──〝賢ア者ゾのー石ト〟から再び強力な衝撃波が放出され、広大な地下構内の天井全体が、ソシエタス本部の建物もろとも轟ごう音おんを上げて崩くずれ落ちてきた。








第５章　この虚うつろな世界で









「こ、こんな馬ば鹿かなことが……これは幻まぼろしだ！　そうでしょう閣かつ下か!?」

　目の前に広がる光景を見つめ、近この衛え隊たいの司令官が震えながら叫さけんだ。

「幻げん像ぞうという意味では幻だが──貴き官かんが見ているものは残念ながら現実だ。五キロメートル先の環かん状じよう防ぼう護ご結けつ界かい付近の光景を再現している」

　冷静な口調で、シュレディングが説明した。

　ここは王都モラックス郊外に設せつ営えいされた第八前線基地。ジオドラゴンの出現を合あい図ずのように始まった擬ぎ獣じゆうの大移動に備え、王都防衛を担になう陸上近衛隊が戦車と重じゆう火か器きを主力にした防衛陣地の構築に大わらわとなっていた。

　王都に中央本部をおく異ソ術シ師エ協タ会スとて例外ではない。この第八前線基地に理事長シュレディング及び副理事長ジルクリストが待たい機きしている他ほか、理事会メンバーを始めとする多数の異い術じゆつ師しと保安局の対擬獣部隊が王都周辺の各前線基地に派は遣けんされ、全面的に近衛隊の支援に当たっている。

　前線基地の天てん幕まくの外に立つ理事長と副理事長、そして司令官の目の前に、蜃しん気き楼ろうを思わせる幻像が浮かんでいる。風シのル疑フ似イ精ー霊ドの応用により大たい気きをレンズ状に歪ゆがめ、数キロ先の景け色しきを空中に投とう影えいしているのだ。

　宙ちゆうに浮かぶ幻像の中には、月明かりの下に佇たたずむ防護結界の鉄塔の列──そしてその向こうに密集した巨大生物の群が映し出されていた。

　直立した蜥蜴とかげのような体型を錆さび色の鱗うろこに包むガレス種タイプがいる。

　黒い岩山のような外皮で身を固め、犀さいを思わせる胴体から二本の長大な衝角を伸ばしたダムダル種タイプがいる。

　それぞれが小山のような巨体を誇る大型擬獣の足元には、小型擬獣──といっても一頭が数百キロはあるが──が群をなし、鼠ねずみのごとくすばしこく走り回っている。

　その他、獣けもの・鳥・爬は虫ちゆう類るい・昆こん虫ちゆう──ありとあらゆる生物をグロテスクにデフォルメしたような擬獣たちが陸と空を埋め尽くしていたのだ。

「しかし、何とも壮そう観かんですねえ。これだけ数が出そろうと……」

　口にハンカチを当てたジルクリストが、時とき折おり咳せき込みながら呆あきれたようにいった。

「奇妙なのは擬獣たちの動きだな。あれだけの数が密集しながら、共食いをするでもなし、こちらに向かってくるわけでもなし……」

　幻像の中の擬獣群を見つめ、自問するように理事長がつぶやく。

「まるで、何かを待っているようにも見受けられますが」

「興味深い意見だな。彼らは何を待っているのかね？」

「さあ……それは、私にも」

「いっそこちらから先制攻撃をかけるのは如何いかがでしょう？　密集している所に集中砲ほう撃げきを行えば、あるいは──」

　司令官がやや勢い込んで提案した。

「危険だな。現状では、こちらから刺激するような真ま似ねは避けた方が無ぶ難なんだ」

「は、はあ……」

「それより副理事長。魔ま法ほう陣じんの方はどうなっている？」

「はっ。ただいま防護結界へのエーテル供給を中止し、変わって王都のアーリマン寺院に入ったゾシモス理事以下魔ま導どう師し二百名が擬獣退散の祈き禱とうを開始しております」

「ふむ」

「祈禱により発生した特殊念波を、防護結界沿いに配置した当協会の異術師五百名がエーテルの波動に変換・増ぞう幅ふくして伝導線に送り込み──最終的には王都全域を守護する仮想魔法陣を構成致いたします」

「魔導師の力は、未いまだにソシエタスの研究でも未知数だが……ゾシモスはうまくやってくれるだろう。異術と魔法を混こん交こうさせた彼の研究には、私も一いち目もく置いている」

「それに異論はございませんが──しかし、あの人の性格何とかなりませんかねえ。甥おい御ごさんのことといい……」

「あれは自分のことしか頭にない男だからな。──しかし、私は別に構わんと思うよ。少なくとも、異術や魔法で世界を変えようなどと思い上がっていないだけ……罪がない」

「ライオス博士のように、ですか」

「今朝のことだがな──娘に泣かれたよ。なぜ自分に〝タブレット〟など埋うめ込んだのかとな……ライオスのことは、特にショックだったようだ。昔は家族ぐるみの付き合いだったからな」

　思い出したようにいう理事長の言葉に、ジルクリストは少々困こん惑わくした。個人的にもシュレディングとの付き合いは長いが、彼が公務中にプライベートの話題を出すのは珍しいことだったからだ。

（やはり……理事長も心細いのですかねえ）

　異術師三千名の長、ソシエスタ中央本部理事長──だが王都の滅めつ亡ぼうを目前にして夜の荒れ地に立つ男の姿には、一国の運命する左右する権力者の栄えい華がとは無む縁えんの孤こ独どくな影があった。

「それで、お嬢様は……？」

「家に帰ったと思うが──何しろこの非常時だ。ゆっくり話す暇ひまもなくてな」

「………」

　ジルクリストはしばしためらっていたが、やがて意を決した。ゾシモスがしくじって都市魔法陣の効果が現れなければ自分たちの命もそう永いことではない。つまり、いま話しておかなければ次の機会は二度と訪おとずれないかもしれないのだ。

「その……ユピテルお嬢様のことなのですが」

　天てん幕まくの中から、エーテル通信担当の異術師が小走りに飛び出してきた。夜の闇やみの中でも、血けつ相そうを変えているのがよく判る。

「た、大変です！　本部がテロリストに襲しゆう撃げきされました！」

「──〝黒い太陽ソル・ニゲル〟か？」

　シュレディングとジルクリストは会話を中断して顔を見合わせた。

「武装した兵士約一個中隊が、本部棟の一部を占せん拠きよしているそうです！」

「どうします、理事長？　保安局の部隊を王都に戻しますか？」

「………」

　副理事長の問いかけに、シュレディングはしばらく押し黙っていたが──。

「本部には警備兵も置いてあるし、テロリスト相手なら市街地にいる警けい邏ら隊たいで充分だ──部隊の配置に一いつ切さい変更はない」

「しかし、理事長……」

「我われ々われがいま為なすべきことは、擬獣の脅きよう威いから王都を護まもることだ。それを思えば、本部の建物などしばらくテロリストどもに明け渡しても構わん」

　シュレディングは厳げん然ぜんとした口調で言い切った。

　その視線は、王都を包囲する擬獣たちの姿にじっと注がれている。

「見たまえ、副理事長──あれが、我々の背せ負おっている原罪そのものだ」







　地下層から放出された衝撃波は鉄筋五階建ての本部棟を崩ほう落らくさせたに留とどまらず、周辺数百メートルにおよぶソシエタス本部敷地内の土地を、各種施設もろとも一瞬のうちに奈な落らくの底へと吞のみ込んでいた。

　死し傷しよう者しや二千数百名──それでも理事長以下の幹部異術師が対擬獣用の魔法陣構築のため王都外周地域に出張していたこと、一般職員が帰宅した夜間であったことを思えば、最小限の人的被害に留とどまったと言うべきかもしれない。
















　本部棟を占拠していた〝黒い太陽ソル・ニゲル〟の襲撃部隊もまた、建物の崩ほう壊かいと陥かん没ぼつに巻き込まれ一瞬にして全滅していた。

　周辺住民の通報を受けて出動した警けい邏ら官かんたちが見たものは、広範囲に渡りカルデラ地形のごとく陥没したソシエタス本部の敷地と、その底に堆たい積せきした瓦が礫れきの山──本部棟のなれの果て──の光景だった。

　彼らの中にもし自然科学や天文学に精通した者がいたとしたら、天空から降ってくるといわれる隕いん石せきのクレーターを連想したかもしれない。

　いずれにせよ周辺の地形が変へん貌ぼうするほどの凄すさまじい被害状況を目まの当たりにして、警邏官たちは負傷者の救出はおろか、崩落した本部跡あとにすら迂う闊かつに近づけない有あり様さまであった。

「け、警部……い、いったい如何いかが致しましょう？」

「どうもこうも──我々では手の出しようがないよ。近衛隊か、でなけりゃソシエタスの軍隊でも呼ぶしかないな」

「しかし彼らは、今夜は王都の外に出払っておりますが」

「とりあえず周辺を封ふう鎖さして、市民の立ち入りを禁止しておけ。──避難勧告も出した方がいいな。もし何かの爆発事故だとしたら、また爆発する可能性がある」

「あ、あれは──!?」

　大声を上げて、警邏官の一人が指さした先──本部棟跡の瓦礫の山が音を立てて崩くずれ、月明かりの下に巨大な人型の影が起きあがった。

「擬獣!?　……いや人だ！　きょ、巨人が出たっ!!」




　暗くら闇やみの中で意識を回復したとき、アルノーは自分が息をしていることが信じられない気分だった。

　その瞬間──彼とレベッカ、それにルスカの三人は本部棟三階の治ち療りよう院いんにいた。

　瀕ひん死しの重傷を負ったニコラウスを、彼とルスカの上衣を縛り合わせて作った応急の担たん架かに乗せて運んできたのだ。幸いルスカが危き惧ぐした敵兵との遭そう遇ぐうもなく、首しゆ尾び良く到着した治療院のベッドにニコラの身体からだを横たえてほっと一息ついた瞬間──。

　突然直ちよつ下か型がた地震を思わせる激震に見舞われ、ニコラを含めて四人は逃げ出す間もなく崩落する床ゆかの裂け目に吞のみ込まれていた。

（建物の崩壊に巻き込まれるのは、これで都つ合ごう三度目だぜ……ったく、運がいいんだか悪いんだか）

　と妙みような感かん慨がいを覚えつつ、一いつ緒しよにいた仲間たちの安あん否ぴを確認する。

　声をかけると、闇の中からレベッカとルスカの声がそれぞれ応こたえた。ソシエタスの特とく捜そう官かんと監かん察さつ官かんだけあって、こんな状じよう況きようでも落ち着きは失っていないようだ。

「あの坊やは──ニコラはどうした？　ってケガ人だしなぁ。やっぱりダメか……」

　突然、闇の中で急激に身体が持ち上げられる感覚。

「な、何だ──!?」

　ふいに視界が開けると、彼ら三人は巨人の掌てのひらの上に乗って月の光を浴びていた。

「──メルティアか!?」

　彼らを両手で包むようにして持ち上げ、じっと見下ろしている巨人の肌はメルティアと同じ銀色。白はく銀ぎんの髪や尖とがった耳、鼻び孔こうと口のない仮面のような顔、そして額ひたいに灯ともった〝タブレット〟の緑光まで巨大化したメルティアに良く似ている。

　ただし瞳ひとみの色は青──それにこの巨人は、どう見ても男性だ。

「メルク……リウス？」

『違います』巨人の喉のどの皮膚が震え、明めい瞭りような人じん語ごが答えた。

『僕の名はニコラウス・ライモンドス。元ソシエタス理事長、ライオス・ライモンドス博士の息子です』

「記憶が戻ったのね!?　ユピテルさんのいってた通りだわ！」

　アルノーの傍かたわらで、顔を輝かせてレベッカが叫さけんだ。

『ええ、おかげさまで全すべて思い出しました。八年前に自分が事故で死んだことも、その後メルクリウスの力で蘇よみがえった後のことも──』

「ってことは、あんたの親父おやじ──ドクター・ライオスのことも？」

『……心を病やんでいたとはいえ、父は怖おそろしい罪を犯おかしました。父が亡なくなったのは誰のせいでもない──自みずからの行為の報むくいです』

　そこまでいうと、青い目の巨人は悄しよう然ぜんとうなだれた。

『なのに、僕はユピテルに酷ひどいことを……あの子には、合わせる顔がありません』

「そうしょげるなって。あいつはそんなこと気にしちゃいねーよ」

「そうよニコラ君。ユピテルさん、貴方あなたが正気を取り戻したと知ったら喜ぶわ！」

「こら待て！　おまえたち、この非常時に何を吞のん気きに和なごんでるんだよ!?」

　すっかり話題から取り残されていたルスカが、苛いら立だたしげに叫んだ。

「記憶が戻ろうがどうしようが、こいつは〝黒い太陽ソル・ニゲル〟のテロリストなんだろ？　近い将来、このボクがトップとして君くん臨りんするはずだったソシエタスの本部をメチャメチャにしやがって──いったいどう責任取ってくれるんだい。ええっ!?」

「おまえなぁ、何か怒いかりの焦しよう点てんがずれてねーか？」

『いいんです。この人のいう通りですから……記憶が戻ったところで、父や僕自身が犯した罪が消えるわけではありません。──どんな裁さばきも、素直にお受けする覚悟です』

「あんまり思い詰めちゃダメよ、ニコラ君。これから先のことは、時間をかけてゆっくり考えましょ？　私たちや、ユピテルさんと一いつ緒しよに……」

『──ありがとうございます』

　巨人の青い目が微笑ほほえむように輝いた。

『とりあえず償つぐないの最初に──あなた方を安全な場所にお連れして、そのあと負ふ傷しよう者しやの救きゆう出しゆつにあたります』

「そ、そうか？　すまねーな」

　ぐらり──巨人の踏み締めた大地が大きく揺れ、ほぼ同時に本部棟跡の瓦が礫れきの下から縞しま状の青白い光こう芒ぼうが洩もれた。

「構内にあったエエークテスルト抽ラ出ク装タ置ーが過か剰じよう反応を起こしかけてる!?　いけない！」

　レベッカが血けつ相そうを変えて叫んだ。

「？　ってのは、つまりどういうことだ？」

　異術関連の知識に疎うといアルノーが首を傾かしげる。

「はっ。無学な者はこれだから困るね。知らないのかい？　あれが暴ぼう走そうして爆発したら、最悪の場合この王都はおろかヴァリシニア全土が吹っ飛ぶんだぜ。えへん！」

「自慢してる場合じゃないでしょ、ルスカ！」

　巨人のニコラウス＝メルクリウスは三人を両手に抱かかえたまま慎重に本部棟から離れ、クレーターの縁ふちあたりまで後退すると周囲に防ぼう御ぎよ界かいを展開した。

　だが、案に相そう違いして暴走も爆発も発生せず──間もなく、クレーターの底から瓦礫をはね除のけ新たな巨人が現れた。

　波打つような長い髪を振り乱し、紅あかい目を光らせた銀色の女巨人──。

「メルティアか……」

　アルノーの口から安あん堵どのため息が洩もれた。

「とりあえず、あいつらも無事だったようだな。心配させやがって──」

「見て！　何だか、彼女様よう子すがおかしいわ」

　地の底から這はい出してきたメルティアは、その腕の中に何か大きな物体を抱かかえていた。

　高さ五メートルほどの、円筒形の金きん属ぞく塊かい。

「げぇ!?　抽出装置エクストラクターの本体容器じゃないか」

　口くち許もとをひきつらせてルスカがつぶやく。

　青白く光る抽出装置エクストラクターを抱えたメルティアは、クレーターの縁に立っているメルクリウスには目もくれず──存在じたいに気づいていないようだ──本部跡から数十メートル離れたところでうずくまった。

　彼女が抱きかかえた円筒形の容器が低い唸うなりを上げ、青白いアストラル光が強烈な白はく熱ねつ光こうへと変わっていく。

「抽出装置エクストラクターを使ってエーテルを吸収してるの？　で、でも何のために……？」




『急げ、ユピテル！　奴が穴から這はい出してくる！』

　抽出装置エクストラクターから流れ込んでくる膨ぼう大だいな量のエーテルを身体からだで受け止めながら、メルティアが叫んだ。

〈もーっ、せかさないでったら。王都の防護結界にエーテルを供給してた大型抽出装置なのよ。慎しん重ちように扱わなきゃ、あたしら吹っ飛んじゃうわよ！〉

　大型擬ぎ獣じゆうの肉体と異術師ユピテルの能力を兼ね備えたメルティア／ユピテルの融ゆう合ごう体たいは、元より人間の異術師など足元に及ばぬほどのエーテルを体内に蓄たくわえている。そのストックを遥はるかに上回る量のエーテルを、人間の作った抽出装置エクストラクターを利用して急速に補ほ充じゆうしているのだ。

　制せい御ぎよを誤あやまれば一国を滅ほろぼしかねない膨大な熱量がメルティアの髪の毛の先まで行き渡り、全身が破裂しそうな苦痛に巨人の喉から苦しげな呻うめきが洩れる。痛つう覚かくの大半をセーブされているユピテルの意識さえ、悲ひ鳴めいをあげたいほどの熱と圧迫感に耐えているのだ。

〈キッつぅ～～……確かに、こうすれば一時的にせよ戦せん闘とう異い術じゆつの破壊力と持続時間がアップするけどさぁ……ちょっと大げさすぎじゃない？〉

『勿もつ体たいなくも、わたしの造ぞう物ぶつ主しゆとやらが相手になってくれるのだからな。こちらも相そう応おうの歓迎をしてやらねばなるまい！』

　容器の放つ白熱光が、ふいに弱まってきた。メルティアの吸収速度に抽出装置エクストラクターの能力が追いつかず、暴走を防ぐための安全装置が作さ動どうしてしまったらしい。

『打ち止めか……』

　メルティアは身を起こし、無害な金属塊と化した抽出装置エクストラクターを地面に放り捨てた。

　巨大な銀の女め神がみ像と見まがう優美な肢し体たいが仄ほのかなアストラル光に包まれ、後ご光こうのような光こう芒ぼうを放っている。既すでに展開していた炎ほのおの紋様型防ぼう御ぎよ界かいに加え、茶・青・緑──それぞれ地・水・風に対応する三色の紋様が浮き上がり、四重の防御界が予測されるあらゆる異術攻撃に備そなえた。

　再び、大地が大きく揺さぶられた──。

『──来たっ！』

　直径数百メートルのクレーターの中心。つい先刻までソシエタス本部の地下層だった深い奈な落らくの底から──音もなく、巨大な光の柱が立ち上がった。万ばん物ぶつに作用するはずの引力が光に包まれた場所だけは失われたかのように、瓦礫や鉄骨、土ど砂しやなどが天高く舞い上がっていく。

　やがてそれは、穴の底からゆっくり姿を現した。

　眩まばゆい光の柱の中にあって、なおいっそう強い輝きをはなつ直径十メートルの球体。

〈〝賢ア者ゾのー石ト〟……〉

　地下層で最初に見たとき、それは無ぶ粋すいな機械装置の一部分に過ぎなかった。

　だが、単体で地上に浮き上がったそれを目まの当たりにして、ユピテルとメルティアの両者は半なかば本能的にその正体を直感していた。

〈デミウルゴスの本体はあの中にいる！　あの球体を〝子し宮きゆう〟の代わりにして──こっちの世界に出てくるつもりなのよ！〉

『逆にいえば、あいつはまだ完全ではないということだな！』

　メルティアの言葉に反応したかのように──。

　光の柱がにわかにその形を崩くずし、〝賢ア者ゾのー石ト〟の球体を中心に新たな形けい相そうを整ととのえた。球体を核として放射状に広がったその大きさは、差し渡し百メートルを優に超える。二人がかつて闘たたかった最大の敵、ネトロゾーマをも凌しのぐスケールであった。

〈……蛇へび？〉

　ユピテルが受けた印象の通り、無数に枝分かれした光の先端部はそれぞれ牙きばを剝むいた蛇のような形態に変化し、全体としてその姿は伝説の忌いまわしき多頭蛇ハイドラを想起させた。ただしそれは擬獣のように確かつ固ことした肉体をもつ生物ではなく、輪りん郭かくのはっきりしない半物質で構成された光の蛇であったが。

〈気き色しよく悪いわねー。おそらくあの蛇の群むれは〝賢ア者ゾのー石ト〟を護まもる防ぼう御ぎよ界かい──ついでに地上で行動するための肉体の一部マニピユレータなんでしょーね〉

『ムカムカするな。あんなのが自分の生みの親かと思うと──』

〈いくら自分で神サマを名乗ったところで、所しよ詮せんはまがい物──擬神に過ぎないってことよ。とにかくご本ほん尊ぞんが姿を現す前に何とか──わっ、ヤバい！〉

　四方八方に頭を伸ばした数百尾の〝光の蛇〟が一いつ斉せいに口を開き、周囲に向けていきなり強烈な白熱光を放った。

『──！』〈うそっ!?〉

　戦闘異術のうちでも最も破壊力の大きな光元素フオトンを凝ぎよう集しゆうした数百本の集束光が、あたかも流りゆう星せい雨うのごとく全周囲に降り注ぐ。メルティアの展開した四重の防御界が強大な熱衝撃を受け止め、瞬刻白い閃せん光こうが視界を遮さえぎった。

　視界が回復するのを待って慌あわてて見回すと、ソシエタス本部の敷地外──凶きよう悪あくな閃光のシャワーに薙なぎはらわれたモラックス市街の、至る所から火の手と黒煙が上がっていた。

　今この瞬間に、いったいどれだけの人じん命めいが失われたのか──。

〈な、何てことを──〉

『ほほほほ！　素す晴ばらしい力だわ、デミウルゴス！』

　言葉を失ったメルティア／ユピテルの耳に、けたたましい女の哄こう笑しようが響いた。

　磯いそ巾ぎん着ちやくの触しよく手しゆのごとく揺らめく光の蛇の中に、ただ一尾びだけ先端の部分に人の上半身を生はやした奇妙な蛇がいた。伝説のメデューサを思わせる半はん人じん半はん蛇じやの女怪──。

〈アルマ・ローネ──融合されたんじゃなかったの!?〉

『お察しの通り、今の私はデミウルゴスと一体の存在──ただしアルマとしての人格もしっかり残してるけどね。神は偉大なお力をお持ちだけど、人間の世界に関与するには仲立ちになる預よ言げん者しやが必要なの。かつてゼルファナスがそうだったように──今度は私が、その役目を仰おおせつかったのよ。あははは、光栄で胸がはち切れそうだわ！』

〈宗教のことはよく知らないけどねー、神様だの預言者だのってのは、本来人を救ってくれるモンじゃないの？　あんたのやってるのは単なる大量殺さつ戮りくじゃない！〉

『お勉強が足りないわねぇ、お嬢ちゃんは。そこいらの神話や教典を読んでご覧。いつの時代、どこの国の宗教だって、人を殺さない神なんていやしないわよ。神とは人を裁さばき、恐怖させる存在──そして今はこの私、アルマ・ローネが神の代理人としてこの世界の〝審しん判ぱん〟を委ゆだねられたってわけさ！』

〈へえ～、元テロリストが出世したものね。で、判決はもう出てるの？〉

　その質問を待っていたといわんばかりに──アルマは唇くちびるの両端を吊つり上げ、立てた親指をぐいっと下に向けた。

『いうまでもないわ──有罪ギルテイよ！　貴族も平民も、男も女も老人も子供も──誰一人許しゃしない。一人残らず、この地上から根ね絶だやしにしてやるわ!!』

〈はぁ……聞くんじゃなかったなぁ〉

『──一つ、教えろ』

　それまで無言で聞いていたメルティアが口を開いた。

『地下室にいた他の人間たちは、皆みな殺された。貴き様さまが選ばれたのは、やはりホモ・ファルサスのアルラウネだったからか？』

『もちろんよ！　並みの人間に神の代理が勤つとまるもんじゃないわ。だからこそ神は人の心を持ちながら人を超えた存在──私たち疑似人間ホモ・フアルサスを望まれたのよ！』

　そのとき、ようやくユピテルは理解した。なぜホモ・ファルサスが人間を〝器〟と成すのか。〝器〟の肉体を取り込みながら、心だけは保存しようとしたのか──。

『つまり、我われ々われは……奴をこの世界に呼び込む道具だったというわけか……』

　巨人化したメルティアの仮面のような相そう貌ぼうには、無論表情の変化などない。だが、その両肩が傍はた目めにも判るほど上下に震え始めていた。

『ふざけるなぁ──っ!!』

　半なかば咆ほう吼こうに近い叫びを上げ、擬獣の女は巨人にしてはたおやかな両腕を上げ目の前で十字に組んだ。同時に額ひたいの〝タブレット〟が強く輝き、凶きよう暴ぼうな光の奔流ルミナス・カスケイドが頭上を圧する擬神の獣けもの目がけて放たれた。




　本部地下層の底から出現したデミウルゴスとメルティア／ユピテルの会話は、クレーターの縁ふちにいたメルクリウスの〝タブレット〟を通してアルノーたちにも伝わっていた。

『何てことだ……父さんの作った機械が、この世界にあんな怪物を……』

　少年の姿をした巨人が、頭を抱かかえて弱々しく呻うめく。

「落ち込んでる暇があったら、おまえさんも行って加か勢せいしてやったらどうだ!?」

　既すでに地上に降ろされたアルノーが、メルクリウスの顔を見上げて声を張り上げた。

「おまえさん、ソシエタスじゃ神しん童どうといわれた天才異い術じゆつ師しなんだろ？　おまえとメルティアが組んで闘たたかえば、あんなヤロウ敵じゃないぜ！」

『天才だなんて、そんな大げさな……そ、それに僕がこの場を離れたら、皆さんの身が危険に晒さらされます』

　その言葉通り──先刻デミウルゴスが街を焼き払った際、メルクリウスが展開していた防御界バリユームに護まもられアルノーたちは難を逃のがれている。

「いや、俺たちのことなら心配いらないぜ。他の二人は異術師だし」

『そうですか……でも……僕は、あの……』

（煮え切らねーなぁ。何なんだ、こいつ？）

「アルノー、ちょっと……」

　背はい後ごのレベッカが、気まずそうに耳打ちした。

「記録によれば、生前のニコラウス君は確かに天才的な異術の才能を持っていたけど──性格的にはとっても気の優しい、繊せん細さいな男の子だったそうよ」

「気の優しい……って、具体的にはどういう？」

「その……おとなしいっていうか、虫も殺せないってゆーか……」

「まさか……」

　その時になって気がついた。身体が大きすぎるため却かえって判わからなかったのだが──巨人のメルクリウスは、恐怖に身を竦すくめてガタガタ震えていたのだ。

「はっ！　記憶が回復して、めでたく元の腰抜けに逆戻りってわけかい!?」

　肩を竦めたルスカが、呆あきれ果てたように叫さけんだ。




　光元素フオトンの破壊力を集しゆう束そく・照しよう射しやし、目標周辺の空間にのみ限定して叩たたき込むルミナス・カスケイド。他の戦闘異術と同じくその光は一種の疑ぎ似じ精せい霊れいであり、命中の瞬間まで施せ術じゆつ者しやであるユピテルの意志によって制せい御ぎよされる。無論、光の弾道を制御するのは異術師としても相当に高度な技量が要求されるが──。

　デミウルゴスに向かって照射された七色の光束は、命中一歩手前で花火のごとく弾はじけて拡かく散さんした。無数に散った光弾一つ一つが完全に制御された軌き跡せきを描えがき、擬神の全体をくまなく包み込む形で命中。瞬間、周辺一帯を真昼のように明るく照らし出す。

　だが──爆発の閃せん光こうが去った後、そこには同じように浮ふ遊ゆうする擬神の姿があった。

〈ありゃ。どっかに弱点があるかと思ったけど──ムダ弾だま撃ったかな？〉

『ほほほ、他の大型擬獣なんかと一いつ緒しよにして欲しくないわね！』

　嗤わらいながら、両手を大きく振るアルマ。その動きに同調するかのように、光の蛇数百尾びが一いつ斉せいに動いた。

『その度ど胸きように免めんじてちょっとだけ遊んであげるわ、お嬢ちゃん！』

　光の蛇たちが頭をもたげ再び白熱光を放射──ただし今度の狙ねらいはメルティア一人だ。豪雨のごとく降り注ぐ閃光の矢。防御界バリユームで防護しつつ、彼女は横に転がって着ちやく弾だんの集中点をかわし続けた。

『どうする？　このままだと、防御界バリユームを削けずられて不利になる一方だぞ！』

〈奴の弱点は分かってるわよ。中心部の〝賢ア者ゾのー石ト〟──あの蛇の群みたいな防御界バリユームさえ何とかできれば！〉

　回避行動を止め、片膝ひざついて起きあがったメルティアに向けて白熱光が集中する。

　絶え間なく襲い来る熱衝撃を受け止めながら、彼女の肌に浮かんでいた四色の紋様が身体を離れ、半球を描く形で広がった。今まで紋様型防御界として体表に展開していた四元素の疑似精霊を、通常の防御界バリユームとして再展開したのだ。

『？　何やってるのよアンタたち。馬ば鹿かね、護まもる範囲が広がる分、防御力が薄くなるだけじゃない！』

　嘲あざけりながら、一気に攻撃を集中しようと光の蛇たちを御ぎよするアルマ。だが──。

〈行けぇ──っ!!〉

　紋様の形も崩くずれ、半透明の光のドームとなって展開されたメルティアの防御界バリユームがユピテルの叫さけびと共に形けい相そうを変え、細長い円えん錐すい型けいとなって伸び上がった。

　円錐の頂点が目め指ざす先は、デミウルゴスの核を成す〝賢ア者ゾのー石ト〟の球体。距離が伸びるに従って円錐の先は細まり、最後には糸より細いエーテルの〝管〟となって擬神の防御界バリユームに突き刺さった。

『──え？』その瞬間、初めてアルマの表情が強こわ張ばった。

〈今よ！〉『よし！』

　再び、ルミナス・カスケイドの照射体勢──防御界の攻勢使用によって強ごう引いんにこじあけた針の先より小さな〝穴〟を狙ねらい、光の奔ほん流りゆうが放たれる。

『ひいいい──っ!?』

　錬れん金きん術じゆつ的な反応による閃光──鈍にぶい音が響き、〝賢ア者ゾのー石ト〟の表面に短くひび割れが走った。

〈あーっ惜おしい！　核の部分まで届かなかったぁ……〉

『だが効果はあったようだぞ。見ろ、ヒビが入った』

『こ、こ、この……よくも、神の器に……』

　顔をひきつらせてつぶやくアルマが──ふいに、瞳ひとみに冥くらい光を湛たたえてニタリと笑った。
















『うふふ……いいわ……お遊びは、このへんにしときましょ』

〈バッカねー。そのセリフを吐いた悪人は、必ず負けるお約束になってるの！　さ～メル、一気にカタをつけるわよ！〉

　メルティアが軽く頷うなずいて立ち上がり、白はく兵へい戦せんに備そなえて両手の指を爪そう刃じんに変形させた。

　ついでユピテルが風シのル疑フ似イ精ー霊ドを具現化させ、巨人の肩けん胛こう骨こつの付近から伸びる翼の形状の防御界バリユームとして展開する。

『本当に飛べるのか？』

〈ちょっと自信ないけど……短い距離なら、何とか──〉

　だが、風の精霊がはっきりと翼つばさの形相を整ととのえる前に──。

『──うっ!?』

　突然、メルティアが胸を押さえて倒れた。

　いつの間にか──彼女の胸から腹にかけて幾筋もの太い蚯蚓みみず腫ばれが浮かび上がり、淡い燐りん光こうを発しながら不ぶ気き味みに脈動を始めている。

『ぐぅあああぁーっ!!』〈な、何よコレーっ!?〉

　苦し紛まぎれに蚯蚓腫れを搔かきむしると──銀色の外皮が破れて紫の血が噴ふき出し、青白く光る蛇へびのような生き物が、驚いたように肉の奥に潜もぐり込んでいった。

　地下室で絡みつかれた蔦つた状の触しよく手しゆの光景が、稲いな妻ずまのようにユピテルの脳のう裡りを過よぎった。

〈まさか──さっきの触手が、まだ身体の中に!?〉

『いったでしょ？　アンタたち二人には、これから地じ獄ごくを味わって貰もらうって！』

　最初は糸のように細かった、触手のほんの先せん端たん──だがメルティアの体内でエーテルを吸収したそれは、今やデミウルゴスの分身〝光の蛇へび〟と化し、凄すさまじい高熱を発しながら彼女の肉体を内側から侵しん食しよくし始めていたのだ。

『あぐっ──っあああああ!?』

　銀色の巨人は長い髪を振り乱して絶ぜつ叫きようした。全身を蝕むしばむ激痛に八十トンの巨体がのたうち回り、廃はい墟きよと化したソシエタス本部の庭が地震のように揺らいだ。

『あらあら、可か愛わいらしい悲ひ鳴めい上げちゃって。そうよねぇ、いくら何でも体の中にまで防御界は張れないわよねぇ』

　デミウルゴスの上のアルマが、からかうようにけらけら嗤わらった。

『く……嘗なめるな……これしきで』

　地面に爪刃を突き立て、懸命に立ち上がろうともがくメルティア。だが鳩みぞ尾おちのあたりから発生した蚯蚓腫れは、既すでに彼女の肩から二の腕、腰から太ふと腿もものあたりまで広がっている。蛇はさらに体内の奥深くを侵おかし──

『あぁ──っ!?』巨人は新たな苦痛に背中を仰のけ反ぞらした。

『そりゃアンタはいいでしょうよ。でも〝器〟のユピテルちゃんはどうかしらねぇ？　気丈なようでも、中身は普通の小娘なんでしょ？』

『！　ユ、ユピテル……』

〈……あたしなら、大だい丈じよう夫ぶ……だよぉ〉

　愕がく然ぜんとしたメルティアの意識に、消え入りそうな少女の意識が応こたえた。

〈こんなの……平気……負けない、から……〉

　噓うそをついているのは明白だった。痛つう覚かくをセーブしてやろうにも、今はメルティア自身がそれをできる状態ではなかったからだ。擬ぎ獣じゆうのメルティアですら悲ひ鳴めいを上げる苦痛──十五歳の少女の、いや人間の耐えられる限界を超えていた。

『くっ……！』

〈だ、ダメよメル！　いまあたしを、凍結したら、あんたが──！〉

　メルティアは最後の気力を振り絞しぼり、ユピテルの意識を強ごう引いんに凍結し自みずからのエーテル体の内部に封じ込めた。少女の意識を苦痛から遮しや断だんするための最後の手段。だがそれは、融ゆう合ごう体たいが完全な無防備状態に陥おちいることをも意味する。

　ついに力尽き──再び地面に倒れ込んだメルティアの身体から、防御界の紋様と〝タブレット〟の光が消失した。




『──いけない！』

　メルティアが大地に倒れる姿を目にしたメルクリウスが、慌あわてて立ち上がった。

　空中で無数の蛇じや体たいを揺らめかせる擬神を見つめ、膝ひざを震わせて数瞬ためらっていたが──やがて意を決したようにクレーターを駆け下りていく。

「……おい。俺たちも行くぞ」

　アルノーは肩に吊つっていた短たん機き関かん銃じゆう──〝黒い太陽〟からの鹵ろ獲かく品である──を降ろし、ルスカに声をかけた。

「おいおい、正しよう気きかい？　何でボクらまで──」

「つべこべいわずについて来い」

　肩を竦すくめて何かいいかけたルスカの口にすかさず銃じゆう口こうを突っ込み、アルノーは野や戦せん用ナイフの切っ先のような視線でねめつけた。

「──来ないなら、俺が貴き様さまの頭を吹っ飛ばす！」

「は、はがが……わひゃひはひはわかりました」




『メルクリウス……まだ生きてたのね』

　クレーターの縁ふちから近づいてくる青い目の巨人に気づき、擬ぎ神しんの一部となったアルマは忌いま々いましそうにつぶやいた。

『こんなことなら、最初に奴から融ゆう合ごうしておけばよかったわね──まあ、早いか遅いかの違いだろうけど』

　擬神の前を横切ってメルティアを助け起こそうとした巨人の足元に、立て続けに集しゆう束そく光こうを撃ち込んで威い嚇かくする。

　メルクリウスは擬神に向き直り、周囲に風の疑ぎ似じ精せい霊れいを具現化させた。

　巨人を取り巻くように発生した大気の渦うず──間もなくそれは天まで届くかと思われる黒い大竜たつ巻まきに成長し、それじたい巨大な竜であるかのように擬神に襲いかかってきた。

『ふん。〝風の魔術師シルフ・ソーサラー〟──組織じゃそう呼ばれてたっけね』

　竜巻が擬神の本体に到達する前に、アルマが操あやつる光の蛇へび数尾が蛇じや体たいを伸ばして迎げい撃げきする。黒い竜りゆうと白い蛇の群むれが空中で絡からみつき──直後、光の蛇たちは苦しげな鳴き声を上げてボロボロ崩くずれていった。

『しまった、万物融解液アルカヘスト!?』

　時既すでに遅く──生物・無生物を問わず万ばん物ぶつを分解する死の嵐が鞭むちのごとく擬神の本体を薙なぎ払い、数十尾の光の蛇が切断され空中に消滅した。

『──やってくれたわね！』

　アルマは憤ふん怒ぬに任まかせ、自らが連なる〝賢ア者ゾのー石ト〟から新たなエーテルを抽ちゆう出しゆつした。空間制せい御ぎよ装置を内蔵した巨大な金属球は擬神デミウルゴスを降こう臨りんさせる〝器〟であると同時に、この世界に隣接して存在するアカーシャ空間から無む尽じん蔵ぞうにエーテルを引き出す〝回路〟の機能も果たす。要するに、擬神の一部であり続ける限り彼女は半永久的に闘たたかい続けることが可能なのだ。

　死の嵐にもぎ取られた光の蛇たちを、ほぼ一瞬にして復元。さらに蛇たちの何尾かは互いに合がつ体たいし、より強大な光の竜へと進化を遂とげる。

　蛇と竜たちが揃そろってあぎとを開き、メルティアのルミナス・カスケイドを上回る高出力の白熱光を放射──慌あわてて防御界を張ろうとしたメルクリウスを直撃した。

　身長二十メートルの巨人の身体が小石のように弾はじき飛ばされ、ソシエタス本部の庭を越える。市街地の建物を押し潰つぶしながら落下し、そのまま死んだように動きを止めた。

『おゆき、百頭竜テユポーン!!』

　アルマは擬神の力を借りて、最大級の地の疑似精霊を具現化させた。

　膨ぼう大だいなエーテルの波動が大地を伝でん播ぱし──メルクリウスが倒れた地点を中心にした半径百メートルほどの地域で大だい陥かん没ぼつが発生した。まるごと一街区分の地表が崩くずれ落ち、青い目の巨人は出動していた警けい邏ら隊たいや避難中の住民たちを巻き込んで大地の底に吞のみ込まれた。

『しばらく地面の下でおネンネしておいで！　あんたの始末は、メルティアの後でじっくりつけてやるからさ！』

　微かすかに不快な衝撃を覚え、アルマは怪け訝げんそうに振り返った。

　何い時つの間に現れたのか──目と鼻の先に、直径二メートルほどの銀色の球体がぽっかりと浮かんでいる。

『──何よ、これ？』

　豆を煎いるような連射音。銀の球体から超高速の弾丸が発射され、擬神の防御界にパラパラ当たって蒸発した。

『疑似精霊？　ふうん……身の程ほど知らずが、まだいたのね』




「ほら見ろ、ニコラウスもやられちまった！　ボクらじゃ逆立ちしたって敵かなわないよ～！」

「うるせー！　ガタガタいわずに、あの精霊をキチンと操そう作さしてろ！」

　泣きそうな顔で叫さけぶルスカの側そく頭とう部ぶを肘ひじでこづき、アルノーは素す早ばやく短機関銃の弾だん倉そうを交換した。

「敵さんから分ぶん捕どった弾たまは、これが最後か……」

　渋るルスカを脅おどして具現化させたのはロック・ナー──敵の物理的な攻撃を吸収し、増幅・反射する制圧用疑似精霊。また反射するときの角度や攻撃範囲は施せ術じゆつ者しやが任意に設定でき、ファティムでは擬獣兵二十数体を一瞬で殲せん滅めつしている。

　擬ぎ神しんのすぐ側そばに具現化させたロック・ナーを狙ねらい、アルノーは機き銃じゆうを構え最後の弾倉三十発を撃ち尽くした。

「今度は、私も──！」

　傍かたわらのレベッカが疑似精霊の火蜥蜴サラマンデルを具現化させ、やはりロック・ナーに向けて放つ。

「ど、どうなっても知らないからなっ」

　ぶつくさいいながらもルスカの〝タブレット〟が輝きを強め──。

　精霊の炎ほのおをまとった火か竜りゆう弾だんが三十発、ロック・ナーから通常の機銃弾の十倍以上の高初速で発射され、全弾が炎の尾を曳ひいてデミウルゴスに突き刺さった。

「……効きかねえか」

「見ろ～、怒らせちまった！」

　情けない声でルスカが叫さけぶ。アルノーらの連携攻撃は擬神の本体はおろか、末まつ端たんであるアルマや光の蛇にすら何のダメージも与えていなかった。

　それどころか、三人の存在に気づいた光の蛇たちのうち何尾かがこちらに向き直り、戦せん闘とう異い術じゆつの集束光を吐く構えをとっている。

「ヤバい！　あれを喰くらったら──」

　蛇たちの口こう腔こうが白熱し──。

　黒い影がアルノーの視界を覆おおい、その直後鈍にぶい炸さく裂れつ音おんが響いた。

「メ、メルティア……!?」

　いつ起きあがっていたのか──銀色の巨人がアルノーたちを庇かばうように立ちはだかっていたのだ。

　体内にいる光の蛇に、手足の先まで侵しん食しよくされた無む惨ざんな姿──擬神が放った集束光を全すべて身体で受け止めたのか、腿ももからふくらはぎを伝って紫の血が流れ落ちている。

　光の蛇たちがアルノーたちを狙ねらって再び集束光を吐く。紫の血ち飛沫しぶきが上がってメルティアの背中がぐらりと揺れたが、それでも彼女はその場を動こうとしなかった。

「やめろぉーっ!!」

「や、やめて……もうやめて！　もう充分よ……メルティア」

　レベッカが地面に跪ひざまずき、顔を覆って泣き始めた。

『最後まで、しぶとい女ねぇ──まあいいわ。その根こん性じように免めんじて、すぐ楽にしてやるわよ』

　夜の空に響くアルマの声。ほぼ同時に──。

　光の竜三頭が放った集束光が互いに絡からみ合い螺ら旋せんを描きながら宙ちゆうを走り、メルティアの胸を直撃した。八十トンの巨体がアルノーたちの頭ず上じようを越えて吹っ飛び、十メートル近く後方の地面に肩口から激突する。

「メルティア──っ!?」

　腰を半分捻ひねったような姿勢で倒れ、地面に広がった髪の上に頭を落としたまま、銀色の巨人はもはや身動き一つしない。紅あかい双そう眸ぼうは光を失い、胸のあたりにざっくり口を開あけた傷の奥で、燐光を放つ蛇の群がしきりに蠢うごめいているのが見えた。

「くそっ──！」

　もはや無用の長ちよう物ぶつとなった銃じゆうを投げ出し、アルノーは倒れた巨人の元に走り出した。

　だが、傭よう兵へいの足より早く上空から彼女へ迫っていくものがある。

「──!?」

　デミウルゴスの蛇じや身しんのうち数体が長く伸び、動きを止めたメルティアの四し肢しに絡からみついた。巨人の身体が糸繰り人形マリオネツトのごとく持ち上がり、無抵抗のままずるずる引き寄せられていく。

「な、何よ……この上、彼女をどうするつもりなのよ……」

　吐き気を堪こらえるような表情で、レベッカが呻うめいた。




『アンタのことは、何度殺しても飽あき足りないくらいに思ってたけど……こう惨みじめな姿になっちゃあ、もう痛めつける楽しみもないわねぇ』

　やや拍子抜けした表情で、アルマがつぶやいた。

　地上五十メートルほどの高さに浮ふ遊ゆうしたデミウルゴスの上──地上から吊つり上げられたメルティアの身体は、数十尾の光の蛇に手足を絡めとられ、磔たつ刑けい台だいの死刑囚のような姿でアルマの前に晒さらされていた。

　アルマが思わず洩もらした通り、かつて銀色の女め神がみと噂うわさされた彼女の姿は見る影もない。首から下の全身を光の蛇に食い荒らされ、胸から腹にかけての数か所には擬神の白熱光による大穴が穿うがたれている。

　彫ちよう像ぞうのように整ととのった顔と美しい銀髪が無傷なのが、却かえって痛々しさを倍加していた。

『安心しな、殺しやしないから。あんたの〝器〟はもう使いモノにならないだろうけど、エーテル体はデミウルゴスが融ゆう合ごうして──まあその後どういう扱いを受けるかは、〝彼〟しだいってとこだけど』

『……ッセルは……』

　巨人の喉のどが微かすかに震え、弱々しい声が洩もれた。

『あら？　まだ喋しやべる元気が残ってたの？』

『ラッセルは……何ど処こだ……』

　メルティアの言葉を解したアルマの顔に、ねっとりと嗜し虐ぎやく的てきな笑いが浮かんだ。

『何さ、まだあの坊やのことを気にかけてたわけ？　でもおあいにくさま、あの子はもういないわ。私と一いつ緒しよにデミウルゴスに吸収されて──元素レベルにまで還かん元げんされてバラバラになってるわよ！』

『うっ……うあ……』

　メルティアの紅あかい眼めから、紫の体液が筋を引いて流れ落ちた。

『うああああああああ!!』

　銀色の巨人は傷口が大きく開くのも構わず身み悶もだえし、血の涙を流しながら獣けもののように哭なき叫んだ。

　アルマは愉たのしげな表情でメルティアの慟どう哭こくを見守っていたが、やがて細い舌で唇くちびるを濡ぬらし、再び口を開いた。

『……といいたいトコだけどねぇ。まだ完全に消えたってワケでもなくてよ』

『──！』

『確かに、肉体はとうに融合されたけどね。魂たましいっていうか、自じ我がの本質みたいなモノはキチンと保管されてるわよ。同じように融合された私が、こうして私として存在していられるように』

『では……地下室で、わたしが会ったラッセルは……』

『あれはデミウルゴスの作った幻げん像ぞうよ。ただし〝彼〟の名誉のためにつけ加えれば、決してイカサマなんかじゃなくてよ。本物の記憶をベースに作った幻像ですもの……あの時の言葉、案外ラッセル君の本ほん音ねだったりしてね。くっくっく……』

『頼む……あの子に会わせろ……アルラウネ』

　アルマが指を鳴らすと──一条の白熱光がメルティアの右眼めを灼やき、巨人は喉のどから悲ひ鳴めいを迸ほとばしらせた。

『会わせろだぁ!?　口の利き方に気をつけな、このケダモノ！』

　ヒステリックに怒ど鳴なってから──気を取り直したように、再び勝者の優越感に満ちた傲ごう慢まんな笑顔に戻る。

『とはいえ──〝ザインの棺ひつぎ〟を回収できたのも、ライオスやロイガーが死んで私が組織の実権を握れたのも、考えようによっちゃアンタのおかげなんだし……最後に一つくらい、こっちからも何かお返ししなくっちゃねぇ』

　アルマが軽く手で合あい図ずすると──光の蛇へびの一尾びが頭をもたげ、メルティアの顔の前に移動した。

『実をいえばね──私も少々気に入りかけてたのよ、この坊やのことは。まあデミウルゴスの〝器〟としてであれ──ここ半月、同志として行動を共にした仲ですもの』

『………』

　蛇の頭部が丸く膨ふくれ上がったかと思うと──それは直径二メートルほどのほぼ透明に近い球形に変わり、その内部に見覚えのある少年の姿が浮かび上がった。

『──ラッセル！』

　右半分が無む惨ざんに焼け爛ただれた顔を上げ、巨人が弱々しく叫んだ。

　目を覚ました少年──ラッセルは驚いたように周囲を見回していたが、すぐにメルティアの姿に気づき、呆ぼう然ぜんと立ちすくんだ。

「メ、メル……ティア？　メルティア!?」

　彼女の惨さん状じようを目まの当たりにして、概おおむねの状じよう況きようを理解したのか。大きく瞠みはられた丸っこい瞳ひとみから、ぽろぽろ涙をこぼして泣き始めた。

「ごめんなさい、ごめんなさい!!　ぼくが悪いんだ……ぼくが、ワガママいって工場について行ったりしたから……！」

『ファティムでのことは、レベッカから聞いた……嬉うれしかったよ』

　メルティアの声が穏おだやかにいった。残った左の瞳ひとみに微かすかな光が灯ともり、泣きじゃくる少年を優しげに見つめている。

「ぼ、ぼくが弱虫だから、いつもいつも、みんなに迷惑かけて……挙あげ句には君をこんな目に遭あわせて……やっぱり、ぼくなんか最初から──」

『違うよ、ラッセル。わたしもユピテルも、おまえが本当に好きだから──だから、自分の意志でここまで来た。おまえは、いらない子供なんかじゃないよ』

「でも、でも！　そんなに大ケガして、とっても苦しそうだし──！」

『痛みはあるが、辛つらくはないよ……ふふ、おかしな話さ。擬ぎ獣じゆうとして生きていた時は、闘たたかうことがただ虚むなしいだけだったのに……今はおまえの顔を見ているだけで、こんなに幸せな気分になれるなんて』

「………」

『ようやく自分が何者か判わかったんだ。この世界で神を演じたがっている何者か……そいつの道具として創つくられた、まがい物の魂たましい。──それが、わたしの存在理由だった』

「！　そんな、そんな……」

『しかし──そんなことは、もうどうでもいいよ。ユピテルの身体からだを〝器〟にして、おまえやアルノーと出会い、旅をして、闘って……こうしておまえと話している。もしわたしの存在に、何か意味があったとすれば──おまえたち姉きよう弟だいに出で逢あってからのこと、その全てが意味だったんだ』

　掠かすれるような声で続けながら──メルティアの左の頰ほおを再び紫の涙が伝った。

『結局、人間にはなれなかったが……人間たちが一生かけても見つけられないものを、わたしはおまえとユピテルに貰もらったよ。

　ありがとう──それだけが、いいたかった』

「す──好きだよ！　ぼくも君のことが大好きだよメルティア!!　だから……死なないで……死んじゃいやだ……」

　その先は言葉にならず、ラッセルは球体の中に跪ひざまずいて声を上げ泣き始めた。

『しっかし──ベラベラとまあ、良く喋しやべるわねぇ。死に損ないのクセに』

　アルマ・ローネの無ぶ粋すいな声が二人の会話を遮さえぎった。

『さ、愁しゆう嘆たん場ばはこれで仕し舞まいだよ！　こっちは忙いそがしいんだ。早いとこデミウルゴスを完全に実体化させて──この腐った世界を〝浄化〟しなけりゃならないんだからサ！』

　いいながら、片手を挙あげると──。

　唐とう突とつに、メルティアの身体全体がびくんと硬直した。

　彼女自身の意志ではなく、体内で膨ふくれ上がった光の蛇たちが一いつ斉せいに蠢うごめき、胸に開いた傷を内部から押し広げ始めたのだ。

『ぎゃあぁあああ!!』「きゃあああ──っ!?」

　巨人の絶ぜつ叫きようと少年の悲ひ鳴めいが重なって夜空に木こ霊だました。

　めぎ・めぎ・めぎ・めぎ──。

　鋼鉄並みの強度と展てん性せいを兼ね備えた外皮と筋肉層が縦に裂け、形の良い二つの乳房が左右に離れてばっくりと巨大な傷口が開く。人間ならば心臓が脈打っているはずの部位から、強い光を放つ〝核〟──メルティアのエーテル体が覗のぞいた。

『──よし、おまえがお行き』

　アルマの指名を受け、一頭の光の竜がメルティアに近づいた。独立した生き物のようだが、この竜もまたデミウルゴスの肉体の一部マニピユレータであり、〝捕ほ食しよく〟のための器官をも兼ねる。竜はあぎとを開き、エーテル体を剝むき出しにして痙けい攣れんする巨人にゆっくり近づいていった。

「やめてぇえええっ!!　メルティアと姉さんを殺さないでーっ!!」

　頭を抱かかえて泣き叫ぶラッセルの声が耳につき、アルマは嫌いやそうに顔をしかめた。

『気が散るわねえ……おまえの用はもう済んだのよ。さっさとデミウルゴスの中にお還かえり！』

　軽く手を振り、いったんは復元させた少年の肉体を、再び元素の塵ちりに還かん元げんしようと指さし図ずする。だが──。

『──え？』

　ラッセルは消えなかった。アルマの目の前には、相変わらず半物質の球体の中に脆く少年の後ろ姿があった。

『おっかしいわねぇ……何で戻らないのよ？』

　もう一つの、そして遥はるかに重大な異変はそのとき始まった。

　メルティアのエーテル体を捕食──つまり融ゆう合ごう──するため近づいた光の竜が、彼女の傷口の前でふと動きを止めた。数瞬、考え込むような素そ振ぶりを示した後──何を思ったか、口から傷口に向けて光の束たばを吐き始める。

　それが攻撃用の白熱光でなく、純粋なエーテルであることに気づき、アルマは血けつ相そうを変えた。竜はメルティアのエーテル体を喰らうどころか、逆に彼女の身体に〝力オプス〟を注ぎ込んでいるのだ。

『お待ち！　いったい何をしてるの!?』

　異常な振る舞いを示しているのは竜だけではない。見ればメルティアの全身を覆おおっていた無む惨ざんな蚯蚓みみず腫ばれが急速に退ひき、右眼めと腹の傷口が青白い光を放って回復していく。

（体内にいる光の蛇どもが……あいつの傷を修復してる!?　いったいどうなってるのよ！）

　アルマは動転した。巨大な擬神の一部が、明らかに自分の意志を無視して勝手に動き出しているのだ。

『やめてデミウルゴス！　メルティアを復活させるつもり!?』

「ああ、その通りだ。彼女たちには、ここで死ぬ理由がないからな」

　答えたのはラッセルの声だった。

『!?』

「やれやれ、よりによっておまえのような者を預よ言げん者しやに選ぶとは──あいつも人を見る目がない。やはり、この世界を任まかせるわけには行かんな」

　愕がく然ぜんとしてアルマはラッセルの背中を凝ぎよう視しした。

『アンタ……ラッセルじゃないの？　……じゃあデミウルゴス？』

「そのような名の者ではない」

　ラッセルが立ち上がり、ゆっくり振り返った。

　頰ほおを涙で濡ぬらした少年の顔──だがそこには在あるはずのないものが在った。

　眉み間けんの少し上で光を放つ、緑色の結晶体。異い術じゆつ師しの〝タブレット〟のようにも見えるが、少し違う。それは少年の額ひたいから肉体の一部として突出しているらしい。

　アルマの顔が恐怖にひきつった。

『だ、誰だれよ!?　──アンタいったい誰なの!?』

「我が名はゼルファナス──かつてこの世界に第五元素エーテルの力を導みちびきし者」

　少年の額に輝く緑色の石が、第三の目のごとく擬ぎ神しんの預言者を睨にらみつけた。




　何ど処こか遠くから自分を呼ぶ声に、ユピテルはふと目を覚さました。

　暗くら闇やみの中で色とりどりの色が音もなく閃ひらめき、十と重え二は十た重えに渦うず巻まいている。

　生成しては消しよう滅めつし、あるいは流れ去っていく無数の光彩に取り巻かれ、自分は膝ひざを抱いた胎たい児じのような姿で眠っていたらしい。

「どこなの……ここ？」

〈高度に自己組織化された高密度エーテル体の内部──つまり君らがメルティアと呼んでいる存在の中だよ〉

「メルティアの？　あ、そーか！　あたしら擬神と闘たたかってて──眠ってる場合じゃないわ。すぐに戻らなくっちゃ！」

〈残念ながら、メルティアは敗やぶれた──今の彼女の姿だ〉

　ユピテルの目の前に──というより意識の中に直接──デミウルゴスに捕とらわれ、光の蛇へびに縛ばくされたメルティアの幻像イメージが現げん出しゆつした。

「ひ、ひどい──」

　嬲なぶり殺しというのもまだ生ぬるい彼女の悲ひ惨さんな姿に、ユピテルは言葉を失った。

「メルティア──あんたバカよ！　こうなると判ってて、あたしを凍結するなんて──」

〈君にとっては災難だったな。自分の肉体に寄生された挙あげ句に、こんな結末を迎えて〉「うるさい！　彼女はそんなんじゃないわよ!!」

　ユピテルは激げつ昂こうして叫んだ。

「あたしとメルティアは一心同体よ！　ずっと一いつ緒しよに闘ってきたパートナーよ!!　なのに……いちばん肝かん心じんな時に、あたしだけこんな所で……」

　──とそこまでいって、ふと気がついた。

「そーいや……あんたいったい誰よ？」

〈これは失敬。自己紹介が遅れてしまった〉

　音もなく──ユピテルの視界に、見知らぬ男の幻像イメージが浮き上がった。

　年齢は二十代後半というところか。ユピテル自身は書籍の図ず版はんでしか見たことのない、大昔の錬れん金きん術じゆつ師しの作業服をまとっている。

　怜れい悧りそうに引き締まった面おも差ざしだが、男の顔の中でもっとも目を引く特徴は、眉み間けんの少し上で燦さん然ぜんと光を放つ丸い緑色の結晶体であった。

（異い術じゆつ師し……？　エーテル通信を送ってるのね？）

　男は額の石に手をやり、はにかんだように微笑した。

〈これは生まれつき私の身体からだについていたもので──君らのように移植したわけではないよ。後世の人間はこれを人工的に再現して〝タブレット〟と呼んでいるらしいが〉

（何ですって!?　ってことは──）

　ようやく、ユピテルにも男の正しよう体たいに察しがついた。

　およそ百年前、額に〝緑の石〟をもって生まれた男。不ふ世せい出しゆつの大錬金術師。第五元素エーテルの存在を見いだし、全すべての異術師の始し祖そとなった人物──。

「──ゼルファナス!?」

　ユピテルは伝説の男の名を叫さけんだ。彼の名前と偉い業ぎようは異術師の修行中に幾度となく耳にしているが、不思議なことに一点の肖しよう像ぞう画がも残されていないため、当人の顔を見るのはこれが初体験だった。

「かつてその名で呼ばれた男の記憶を受け継つぐ者──とでも思って貰もらおうか」

「貰おうか──って、なに偉えらそうに余裕カマしてんのよ!?　あんたもアルマと同じ、デミウルゴスの傀かい儡らいだったクセに！」

「それはひどい誤解だな。いや、誤あやまった理解というべきか──」

　ゼルファナスは苦笑し、しばらく言葉を選んでいたようだったが、

「──状じよう況きようを理解してもらうためには、やはり私自身のことを少し話すべきだろう」

　自みずからの額の石を指さし、男は淡たん々たんとした口調でいった。

「さっきもいった通り、これは私がもって生まれた肉体の一部だ。どうやら脳の一部が角質化し、体表に露出したものらしいな。ごく希まれに、こういう子供が産まれることがある。もちろん、何百年かに一度あるかないかの出来事だろうが」

「その話、昔の錬金術書にも事例が載のってたわね。錬金術師たちは〝第三の眼め〟とか〝チャクラ〟とか呼んでたらしいけど……」

「まあ、そのようなものだろう。君らの〝タブレット〟同様、隣接するアカーシャ空間に接触しエーテルを操そう作さする能力がある。君らと違うのは、より深い領りよう域いき──宇宙の記憶、アカシック・レコードにまで到達するだけの力があったことだ」

「機械なんて……〝賢ア者ゾのー石ト〟なんて、最初から必要なかったのね」

「白状するが、私は決して君らが考えているような天才ではないよ。アカシック・レコードから手に入れた情報を自分に理解できる範囲で分析し、体系化したというだけのことさ」

「そもそも──いったい何なのよ？　アカシック・レコードって」

「我われ々われが住んでいるのとは別の世界──自然科学と機械工学の技術を高度に発達させた異世界の人類が、自分たちの世界で蓄ちく積せきされた膨ぼう大だいな知識をアカーシャ空間に封ふう印いんしたものらしい。いわば情報のライブラリーというところだな」

「〝宇宙の記憶〟なんてのもおかしな話だと思ってたけど……やっぱり、人じん為い的てきに造つくられたものだったのね」

「広大な情報空間を創造した異世界の人類は、何かの原因で既すでに滅ほろびてしまったらしいが──そこに〝彼〟がいた」

「〝彼〟？」

「初めて接触した時、〝彼〟には名前がなかった。アカシック・レコード同様、異世界人が創造したある種の人工生命なのだと思う。膨大な知識や情報を管理し、創造者たちの要よう請せいがあれば検けん索さく・収集して提供する──それが〝彼〟の役目だった」

「ふ～ん。図書館の司し書しよさんみたいなモノかしら？」

「私の存在を知ると、〝彼〟は大喜びで近づいてきたよ。創造者を失って、随ずい分ぶん永ながい間孤独と退たい屈くつに悩んでいたようだ。私は〝彼〟にデミウルゴス──錬金術における創造神だ──の名を与え、自分の研究活動に協力してもらうことに決めた」

　過ぎ去りし日々を懐かしむような目で、男は言葉を継いだ。

「初めのうち、私たちは実にうまくいっていたよ。私は好奇心と知識欲に飢うえていたし、〝彼〟は自分本来の仕事ができることを喜んでいた。そうして何年か経たったある日──

〝彼〟が私に一つの提案を示した。試ためしに、我われ々われの立場を入れ替えないかと」

「立場を──入れ替える？　どういうこと？」

「私の意識をエーテル体に転写してアカーシャ空間に移し、代わりに〝彼〟が私の身体からだに入り込んで錬金術師ゼルファナスとして生活したいと。ほんのお遊び、数日くらいで身体は返すと──〝彼〟はそうもちかけてきた」

「で、乗ったの？　バッカね～、そんなの罠わなに決まってるじゃない！」

「まあ、それは私も感づいていたがね。私との交流を通じて〝彼〟の内面により人間的な自じ我がが生じ──肉体をもった存在になりたがっていたのは明白だったから」

「だったら、何で──」

「〝彼〟が身体を欲ほしがっているなら、喜んでくれてやろうと思ったからさ」

　ゼルファナスの顔が氷ひよう塊かいのような無表情に変わり、驚くユピテルに対してこともなげに言い放った。

「額ひたいの石──〝第三の眼め〟は私に隠された叡えい智ちの扉とびらを開いてくれたが、哀かなしいかな人間としての人生には不幸しかもたらさなかった。両親には忌いみ嫌われ、故郷の人々からは怪物呼ばわりされて村を追われ、同じ錬金術師の師し匠しようや同僚たちからは妬ねたみを買い──アビス教会の異い端たん審しん問もん官かんからは常にマークされ続けた。ようやく私の身み柄がらを保護してくれた有力貴族のパトロンですら、私の能力を政争の道具として利用する魂こん胆たんだったのだから」

「………」

「私にとって、人間ゼルファナスでいることにさしたる意味はなかった。自分を人として遇ぐうする友もなく、研究の成果も評価されず──生きるに値あたいしないこの虚うつろな世界に在り続けるより、新たなエーテル生命としてアカーシャ空間に転生し、何者にも煩わずらわされない思し索さくと探たん求きゆうの余よ生せいを過ごすことの方がよほど魅力的に思えたのだよ。

　その時点では、まさか私の肉体を奪ったデミウルゴスが、擬獣を創つくってこの国を破壊するなどと夢にも思わなかったが……」

「それが……擬獣災害の真相だったの？　あっきれた……」

　肩が抜けるような脱力感を覚えつつ、ユピテルはいった。

〈この百年──あんたのせいで、どれだけの人間が迷惑したと思ってるのよ!?〉

「言い訳わけがましく聞こえるかも知れないが、私も出来うる限り抵抗はしたのだよ。身体を奪い返すのには失敗したが、一時的に介かい入にゆうできることもあったからね。十五年前には擬獣を誘ゆう導どうしてデミウルゴスもろとも深海に沈めてやったのだが──結局、君とメルティアが引き揚げてしまった」

「んみゅ。そ、それは……やーねぇ、そんなのあたしらだって知らなかったんだもん！　今さらいわれたって困るわよっ」

　いきなり痛いところを突かれ、ユピテルは赤せき面めんしてそっぽをむいた。

「気に病やむことはない。君らがやらなくても、誰かがあの棺ひつぎを引き揚あげたことだろう──デミウルゴスが故こ意いに残した、〝遺産〟の伝説に踊おどらされた人間たちがね」

「ま、まあお互い、過ぎたコトはこっちにおいとくとして──こうしてノコノコ姿を現したってことは、ちょっとは責任を感じてるワケよねっ!?」

「まあね。デミウルゴスは人間たちに造らせた空間制せい御ぎよ装置を利用して、アカーシャ空間にある自みずからの本体をこの世界に転送しようと企たくらんでいるが──その同じ装置のおかげで、こうして何とか君らに接触できた」

「なら協力してよ！　あたしの凍とう結けつを今すぐ解除して。早くしないと、メルティアが融合されちゃう！」

「それは構わないが──メルティアの〝器〟、つまり君の身体からだはもうボロボロだ。今君が覚かく醒せいしたところで、とても勝ち目はないよ」

「知ったこっちゃないわよ！　あんたには生きるに値しなかった世界でも──あたしにとっては、大好きな家族や仲間がいる大たい切せつな場所だもの！　たとえ神様だろうが、ワケわかんない異世界の生き物だろうが──滅ほろぼされてたまるもんですか!!」

「無論、私としても手助けするのにやぶさかではない。今は人間を捨てたとはいえ、私とてこの世界に生を受けた一人であることに代わりはないのだから。ただし──」

「ただし、何よ!?」

「デミウルゴスがそうであるように、今の私もまた、この世界に干かん渉しようするためには媒ばい体たいが必要なのだ。君らは〝器〟と呼んでいるようだが……」

　そこでゼルファナスは言葉を切り、やや気まずそうに視線をそらした。

「……？」

　再び、ユピテルの視界に幻像が入った。

　今度は、おそらく捕とらわれたメルティアからの視点だろう。透明な球体に閉じこめられたラッセルが、こちらに取りすがるようにして泣いている姿。

「ま、まさか──」

「申し訳ないが──他に方法がない」

「冗談じゃないわよ！　可か愛わいい弟の身体を、あんたなんかに渡せるワケないでしょ!?」

「私はデミウルゴスとは違う。目的を果たした後は、ただちにあの少年の肉体から離れるつもりだ。そのことは固く約束する──信じてほしい」

「あんた自身は、どーなるわけ？」

「まあ、アカーシャ空間にはもう戻れないだろうが──今後は肉体を持たぬ精せい霊れいとして、この世界の成り行きを見届けるのも悪くない」

「………」

　幻像の視界が大きく揺れ──メルティアが悶もだえ苦しんでいるのか──ラッセルが頭を抱かかえ、いっそう悲痛な表情で泣き叫さけんでいる。

「もう時間がない──この場で君が決めたまえ。あの子の実の姉なら、充じゆう分ぶんその資格はあるだろう」

　ユピテルは唇くちびるを嚙かみ、拳こぶしを強く握りしめた。




『ゼルファナスですってぇ～!?　ふん、デタラメも大たい概がいにしなっ！』

　醜みにくく顔を歪ゆがめ、アルマ・ローネが叫んだ。

　ヒステリックな仕し草ぐさで両腕を振ると、それに応こたえて彼女の背はい後ごにいた光の蛇や竜たちがかしずくように頭をもたげる。

（こいつらは思い通りに動く──ってことは、別にデミウルゴスが裏切ったワケじゃないようね！）

　アルマの口くち許もとに、再び尊そん大だいな笑みが戻った。

『遠えん慮りよはいらないわ！　おまえたち、あのガキもろともメルティアをブッ飛ばしておしまい！』

　竜と蛇たちは一いつ斉せいにあぎとを開き、ラッセルと、その背後で磔はりつけになったメルティアを狙ねらって白熱光を放射した。この角度で撃てば同じ擬神の一部をも破壊することになるが、元よりアルマも承知の上である。

　閃せん光こうが炸さく裂れつし、射線上にいた光の蛇数十が消し飛ぶが──。

『噓うそっ!?』

　目の前には、依い然ぜんとしてこちらを睨にらみつけるラッセルの姿があった。少年を閉じこめていた半物質の球体は吹き飛んでいたが、その小さな身体は魔法のように宙ちゆうに浮いている。

『あの坊やが防御界バリユームを!?　そ、そんな馬ば鹿かなコト……』

　背後のメルティアにも、まったく被害はない。それどころか彼女の身体の傷はもうほとんど回復し、エーテル体の核にまで達していた胸部の裂れつ傷しようが、あたかもファスナーを閉じるように塞ふさがっていくところだった。

「手荒な歓かん迎げいだな、デミウルゴス。百年の歳さい月げつで主の顔すら忘れたか？」

　あどけない顔にそぐわぬ峻しゆん厳げんな表情を浮かべ、ラッセル＝ゼルファナスが告げる。

「私は還かえって来た！　おまえもまた、自みずから在あるべき場所に還るがよい!!」

　叫びながら掌てのひらを真下に向け──少年の姿を借りた錬金術師は、〝賢ア者ゾのー石ト〟から導かれる膨ぼう大だいなエーテルを衝撃波に変え、足元の球体に向けて解き放った。

『ひいいいっ──!?』

　盥たらいに張った牛乳に鉄球を叩たたきつけたごとく、擬神の防御界が呆気あつけなく抉えぐられ消滅していく。

　危険を察して一瞬早く防御界の奥に逃げこんだアルマを除き、半物質で構成された光の蛇や竜の群はまとめて吹き飛ばされた。

　ほぼ同じ瞬間──。

〈おまたーっ☆　帰ってきたよーっ!!〉

　啞あ然ぜんとするメルティアの意識の中で、元気いっぱいの少女の声が炸さく裂れつした。

『ユピテルか!?　いったいどうなってる、ラッセルが──』

〈説明はあと！　とにかく、今はヤツを叩きのめすことだけ考えて！〉

『──！』

　ゼルファナスの衝撃波が炸裂したデミウルゴスの上では──半物質の防ぼう御ぎよ界かいが漏ろう斗と状に深く抉えぐられ、その奥底に金属の球体──〝賢ア者ゾのー石ト〟の本体が剝むき出しになっている。

　防御界バリユームに身を包んだラッセルが、宙ちゆうを滑すべるように近づいてきた。

『ラッ……セル？』

　巨人が銀色の手を伸ばすと、ひょいと飛び乗った。

「私が手助け出来るのはここまでだ。後はよろしく頼む」

〈あ、紹介しとくね。この人、錬金術師のゼルファナスさん。今はわけあって、ラッセルの身体を間ま借がりしてるけど〉

『おまえが、あの……』

「ホモ・ファルサス七号だな？」

　巨人の顔を見上げ、ゼルファナスが声をかけた。

「丁ちよう度どいい、教えてやろう。デミウルゴスがおまえたちの造ぞう物ぶつ主しゆだという話、あれは半分ホラだ。アカシック・レコードのどこかに保管されていた人工魂ホモ・フアルサスの製造法──あいつはそれを引っぱり出し、自分の目的のために利用したにすぎない」

『……では、わたしの真の造物主は誰なんだ？』

「さてね？　何しろ我われ々われ人類ですら、自分の造物主には未いまだお目にかかってないのだから。──まあ焦あせらず、時間をかけてのんびり探たん求きゆうすることだな。出しゆつ自じはどうあれ、この世界で思考する力を与えられた者の特権だよ」

『何だか冴さえない答えだな……』

「真の研究者は、確証のない大だい言げん壮そう語ごはしないものさ。──では、約束通り私はこれで失敬する。ごきげんよう！」

〈さよなら、ゼルファナスさん。メルティアを治なおしてくれてありがとね☆〉

　ラッセルの額ひたいに光っていた〝第三の眼〟が消しよう失しつし──意識を失った少年が、くてっと巨人の掌に倒れ込んだ。

『──ラッセル!?』

〈大だい丈じよう夫ぶ、気絶してるだけ。よかったねメル、今度は本物だよ！〉

『……おかえり……』

　巨人は少年の身体をそっと包み持ち、愛いとおしげに胸に抱だいた。

〈さー、急いで！　グズグズしてると、奴の防御界が回復しちゃうわ！〉

　本体をさらけ出した擬ぎ神しんの〝器〟──〝賢ア者ゾのー石ト〟の球体は内部が透すけて見えるほどの光を発し、その中で背を丸めた生き物が寝返りを打つように動く影が見て取れた。

　不ふ釣つり合いに大きな頭部に短い手足。腰から伸びた短い尾。瞼まぶたのない眼がん球きゆうをしきりに動かす、全長数メートルの不ぶ気き味みな胎たい児じ──。

『あれが、自称〝神〟のデミウルゴスか？』

〈笑わせてくれるわ……人間を騙だまして利用しなきゃ、奇跡の一つも起こせない神様だなんて──〉

　敵、あるいは味方として関わってきた疑似人間ホモ・フアルサスの眷けん族ぞくたち。あるいは擬ぎ獣じゆう災害や〝遺産〟のため運命を歪ゆがめられた多くの人々を思い起こし、ユピテルの意識に名状し難がたい思いが込み上がる。

〈な～んて、感かん傷しように浸ひたってる場合じゃないわよね。──やるわよ！〉

　メルティアは無言で頷うなずき、右手にラッセルを持つと空あいた左の掌を擬神の本体に向けた。

　ゼルファナスの協力で完全充じゆう足そくされたエーテルをユピテルの意志が操そう作さし、左掌の先に凶きよう暴ぼうな破壊力を秘めた光こう球きゆうが膨ふくれ上がっていく。

〈顔洗って出直してこ──い!!〉

　デミウルゴスの攻撃に倒れたメルティアが、夜空に浮かぶ擬神の本体に連れ去られておよそ十分の後──。

　擬神の上で大爆発が発生し、剝むき出しになった球体に大きくヒビが入る光景は、地上に立ち尽くしたアルノーら三人にもよく視認できた。

「あそこで……何が起こってるんだ？」

「──落ちて来るわ！」

　慌あわててクレーターの外がい縁えん方向に退たい避ひした三人の目前に──。

　炎ほのおに包まれた〝賢ア者ゾのー石ト〟の球体が落下し、鈍にぶい音を立てて真っ二つに砕くだける。大量の機械部品に混まじって巨大な生物の骨格や内臓らしい物体が地面にばらまかれ、内部を満たしていた油に引いん火かし数十メートルの炎の柱が高々と燃え上がった。

「メルティアーっ!!　ユピテル──っ!!」

「ば、馬ば鹿か、焼け死ぬ気かい!?」

「無茶よアルノー！」

　叫びを上げて駆け出そうとしたアルノーを、ルスカとレベッカが慌あわてて押しとどめる。

　ゆらり──炎の中で、巨大な人型のシルエットが揺らめいた。

「メルティアか!?」

　喜びかけたアルノーの表情が、一転して凍こおり付いた。

　しゃあああぁぁぁ──っ。

　炎の中から現れたのは、メルティア同様に若い女を連想させるヒト型擬獣だった。

　だがその頭部にはゴカイを思わせる管状の器官を揺らめかせ、腰から下は全長二十メートルに達する灰色の蛇じや身しんがうねくっている。

「──アルラウネ!?」

　レベッカの口から悲ひ鳴めいに近い叫びが上がった。

　半はん人じん半はん蛇じやの擬獣は三人の姿に気づくなり、不ぶ気き味みな呼吸音を立てながら向かってきた。

「わああーっ!?」

　アルラウネの突進が、ピタリと止まった。

　背はい後ごに現れたもう一つの巨大な影が、擬獣の蛇身に爪つめを突き立て前進を阻はばんでいる。

　炎の紋様に身を包んだメルティアだ。右手には、水ウのン疑デ似イ精ー霊ネの膜で熱から保護したラッセルをしっかり持っている。

『見苦しいぞ、アルラウネ！』

　そう人じん語ごで吼ほえるなり──アルラウネの尾に深々と突き立てた爪そう刃じんに、渾こん身しんの生体電流を見み舞まった。

『グギャアアア──ッ!!』

　アルラウネの細長い蛇身が一本の棒のごとく硬直したかと思うと、次の瞬間ウナギのように胴体をくねらせながら大地をのたうち回った。

『ふん。確かに、身体の中まで防御界バリユームは張れんな』

　冷ややかにつぶやくと、メルティアは右手のラッセルをアルノーたちの前にそっと降ろし、再びアルラウネの方に向き直った。

『よ、よくも……よくも私のデミウルゴスを──！』

　ようやく電撃の麻ま痺ひから立ち直ったアルラウネが、がくがくと肩を震わせながら上半身をもたげた。

『殺してやる!!　殺してやる!!　殺してやる──っ!!』

　狂ったように叫びながら空中に戦せん闘とう異い術じゆつの火か球きゆう十数発を具ぐ現げん化か、メルティア目がけて続けざまに放つ。

　銀色の巨人は巧たくみなフットワークで火球を避けながら突進、一気に間ま合あいを詰めるとアルラウネの上半身部分に鋭するどい中段蹴げりを見み舞まった。

『ブゲェッ!?』

　そこだけはいちおう人間らしい擬獣の胴体がくの字に折れ、悶もん絶ぜつしながら大きく左に傾かたむく。頭が下がった所にメルティアの手が伸び──。

　ぶちぶちぶち！『ヒィギャアアア──ッ!?』

　頭部に生えていた管状器官をむしり取る。何かの感覚器を兼ねていたのか──灰色の大だい蛇じやは悲鳴を上げて地面をもんどり打った。

〈あ、あのメルティア？　気持ちは解わかるけど──殺しちゃダメよ。こいつは〝アルラウネ〟のエーテル体ともども生いけ捕どりにして、ソシエタスに引き渡さなくっちゃ〉

　さすがに心配したユピテルが、恐る恐る話しかける。

『安心しろ。こんな奴、殺す値打ちもないさ』

　アルラウネの顔面に裏うら拳けんを叩たたき込みながら、こともなげにメルティアが答える。

『──それにさっき散さん々ざん痛めつけられたのはユピテル、おまえの身体からだだしな』

〈みうぅ～。その言い方、なんか引っかかるわねーっ〉

『キシェエエエエエッ！』

　悲鳴とも咆ほう吼こうともつかぬ甲かん高だかい声を上げながら、満まん身しん創そう痍いのアルラウネが素す早ばやくメルティアから離れ間合いをとった。

『はぁ、はぁ……あと少しで、私を苦しめたこの世界をひっくり返してやれるところだったのに……よりによって、人間でもないアンタに邪じや魔まされてしくじるなんて……笑っちゃうわよ！　神様って、よっぽど私のことがお嫌いなのかしらねぇ？』

『とても、自分で神を造つくろうとした奴のセリフとは思えんな』

『何とでもおっしゃい……でもね……まだ終わっちゃいないのよ。〝毒蛇のアルマバイパー・アルマ〟の闘たたかいはね──』

『もう諦あきらめろ。デミウルゴスのいない貴き様さまに、いったい何が出来る？』

『くっくっく……世界は無理でも、この国をひっくり返すくらいの力は、まだあってよ』

　不ぶ気き味みに嗤わらいながら、蛇の女は両手の間に戦闘異術の光球を集め始めた。

〈手持ちのエーテルを全すべて集中してるな。一いちか八ばちかで仕掛けるつもりか？〉

〈あの程度の光元素フオトン、ファティムで喰くらったフラーマの火球に比くらべりゃちょろいもんよ。防御界でがっちりガードしてやるわ！〉

　しゃあああぁぁぁ──っ！

　攻撃用の光球を抱かかえたアルラウネが喉のどを鳴らし、大きく上体を持ち上げる。

　だが、彼女の標的はメルティアではなかった。

　大きく体を捻ひねり、くるりと正反対の王都市街地を向く。デミウルゴスの白熱光による被害を運良く免まぬがれた地域の中に、それはあった。

　──ヴァリシニア王おう宮きゆう。

　国王以下、主要な大臣や高官たちが枢すう密みつ会議のため残らず集められ、徹てつ夜やで擬獣対策が論じられているはずの場所。

〈──しまった!?〉

　ユピテルはようやくアルマの意い図とに気づいたが、もう間に合わない。

『黒き太陽の下にマグヌス・ソル・ニゲル──っ!!』

　高らかに叫びながら、革命結けつ社しやの女幹部は王宮めがけて光球を放っていた。

　バシャアアア──ッ!!

　ふいに大地から巨大な土の壁がせり上がり、激突した光球は壁と共に砕け散って消滅した。

『地の疑似精霊!?　誰がいったい──!?』

　呆ぼう然ぜんとするアルラウネ。土の壁が崩れ去った向こうに、地面を割って出現したもう一人の〝銀色の巨人〟が立ちはだかっていた。

『もう終わりにしよう、アルマ。終わったんだ──僕たちの革命は』

　青い双そう眸ぼうを穏おだやかに光らせ、少年のような姿の巨人は諭さとすような口調で告げた。

『メ、メルクリウス──!?』

　アルラウネの両腕が、だらりと垂たれ下がる。今の一発で、最後の力を使い果たしたのか──灰色の大だい蛇じやの姿は青白いアストラル光に包まれ、夜の闇やみに溶とけるように消滅した。

　後に残された男女の巨人は、互いの姿を何となく不思議そうに見つめ合っていたが──やがて頷うなずき合うと、ほぼ同時にアストラル光を放って姿を消した。




　時刻は夜半に近かったが、〝賢ア者ゾのー石ト〟の残ざん骸がいが燃える炎ほのおで周囲は昼間のように照らし出されていた。

「ニコラ……兄さん？」

　目の前に立ち、照れくさそうに微笑ほほえむ黒髪の少年を見つめ、ユピテルは驚いたように瞳ひとみを瞬またたいていたが──。

　やがて走り寄ってギュっとしがみつき、大声で泣きじゃくり始めた。

「兄さん！　ニコラ兄さん！　ふぇえええ～～～ん、会いたかったよう!!」

「ね……ねえユピテル。僕もまた会えて嬉しいけど……」

　対するニコラの方は、この手のストレートな愛情表現に免めん疫えきが薄いのか──やけに狼ろう狽ばいしてあらぬ方向をキョロキョロ見やっている。

「その……〝兄さん〟はやめようよ。僕ら、今は同い年になっちゃったんだから……」

「？　いわれてみれば……そうねえ」

　ユピテルは一歩間ま合あいをとり、改めて八年ぶりに会う〝ニコラ兄さん〟をしげしげ見やった。あの当時、彼女の背丈はニコラの腰くらいまでしかなかったものだ。

（確かに、昔のままのニコラだけど……こんな押しの弱そうなタイプだったかなぁ？　どっちかってゆーと、メルクリウスの方が影があってちょっとステキってカンジ？）

〈やれやれ、人間の欲には限界がないな。ルスカのことを悪くはいえんぞ〉

　ユピテルの心の、ほんのわずかな揺らぎを読みとったメルティアが、すかさずツッコミを入れてきた。

「るさいわねーメルティア！　知った風な口利きかないでったら。乙おと女め心ごころは色々とビミョーなの！」

　いきなり一人で口くち喧げん嘩かを始めたユピテルにどうリアクションしていいか判わからず、ニコラはやや戸と惑まどい気ぎ味みの微苦笑を浮かべ、首を傾かしげている。

「おー、いたいた！　二人とも無事かーっ!?」

　声をかけながら、アルノー、レベッカ、それに意識を取り戻したらしいラッセルがクレーターの斜面を降りてきた。

〈……頼む、ユピテル……〉

「あ、そーか。えへへ、判ってますって☆」

　喧嘩の最中でも、そこはパートナーである。メルティアの意を汲くみ、ユピテルは封印容器をひと撫なでしてすかさず相そう変へん異いした。

　久しぶりに人間の姿──銀髪を長く垂たらした紅あかい目の美女──に変化したメルティアは瞬刻ためらった後、意を決したようにアルノーに向かって歩き出した。

〈おりょ。まずアルノーの方に行く？〉

「メ、メルティア──おまえ、身体からだの方は大だい丈じよう夫ぶかよ？」

　彼女の顔を見るなり、アルノーは心配そうに尋ねた。何しろ全身ボロボロにされた巨人の姿を目まの当たりにしたのが、つい先せん刻こくのことだ。

「問題ない。──そんなことよりアルノー、おまえには詫わびねばならんことがある」

「な、何だいきなり……？」

「おまえの気持ちは嬉しいが……やはり、おまえの情けを受けるわけにはいかない」

「あ──振られるか？　やっぱり」

　カクっと肩を落とし、傭よう兵へいはばつが悪そうに頭を搔かいた。

「──とはいえ俺だって男だぜ。『ハイ、そーですか』とは引き下がれねーなぁ。

　理由は何だ？　やっぱ好みじゃねーとか、そーゆーことかい？」

「誤解するな。おまえのことは嫌いではないし、人間のオスとしては上じよう出で来きな方だと思っているぞ。だが──」

「だが……？」

　疑ぎ似じ人にん間げんの女は両手を頰ほおにそえ、はにかむように俯うつむいた。

「ついさっき、わたしはラッセルにコクハクされてしまった。──だから、おまえの情けは受けられん。許せ」

「な、なにぃーっ!?」

　レベッカの後からついてきたラッセルが、雷かみなりに撃たれたように硬直した。

「──ラッセル！」

　メルティアは嬉しげに駆け寄り、たじろぐ少年に構わず子猫のようにひょいと抱き上げた。

「や、やめてよメルティア～！　みんなが見てるよっ、恥ずかしいよう！」

「何をいうラッセル。さっきデミウルゴスの上で、おまえはわたしのことを『好きだ』といってくれたではないか。人間の世界ではあれを〝告白〟というのだろう？」

　豊満な胸にラッセルを抱き締め、盛大に頰ずりしながらメルティアがいう。

「た、た、確かにそうはいったけど──あれは、別にそんな意味じゃ……」

　赤しやく熱ねつした石炭のように頰を染め、必死に弁解するラッセル。だが、擬ぎ獣じゆうの怪力に捕とらわれもはや逃のがれる術すべもない。

「うぇええ～～～ん、誰か助けて！」ついに泣き出した。

「そうか、ついに告白までいったかぁ……しっかし大丈夫なのかね、この二人？」

「いいんじゃない？　恋にルールなんかないんだもの。うふふ……」

　くすくす笑いながらレベッカがいう。

　そのとき──。

「キリキリ歩けよ、このテロリストが！」

「痛っ！　乱暴はよしてよ、こっちは投とう降こうしてるんだからさ！」

　闇やみの向こうからルスカが、そして拘こう束そく用の疑似精霊──縄状に具現化した水精ウンデイーネ──に縛られた野や戦せん服ふく姿の女が近づいてくる。

「──アルマ・ローネ!?」

　それまでの和なごやかな雰囲気は瞬時に消し飛び、全員が険けわしい表情で女テロリストの姿を凝ぎよう視しした。

「見ろ。君らがそこで吞のん気きにラブコメ三ざん昧まいしてる間に、現場から逃げようとしてた〝黒い太陽ソル・ニゲル〟の幹部を捕らえたよ！　ふっ。やはり最後を締めるのはこの天才、ルスカ・ゲルハルト様だね！」
















　得とく意い満まん面めんのルスカとは対照的に、レベッカは顔がん面めん蒼そう白はくで唇くちびるを嚙かみしめている。

　この女のためにファティムでは重じゆう傷しようを負わされ、マイアー課長以下保安局の仲間を多数失った。「殺してやりたい」──それが彼女の率そつ直ちよくな本ほん音ねであろう。

「大丈夫か……？」

「心配しないで、アルノー。この女は正規の裁判にかけて──必ず相そう応おうの裁きを受けさせてやる！」

「どうでもいいが──その格好はいったいどうした？」

　ルスカに突き飛ばされ地面に倒れたアルマを見下ろし、メルティアが無感動な声で尋たずねた。

「何かの冗じよう談だんのつもりか？　アルラウネ」

　アルマはチラリと視線を上げ、メルティアたちを見やったが──きまりが悪そうにすぐ顔を伏せた。

「……デミウルゴスから脱出するとき、あそこの半物質から慌あわてて自分の身体を再構成したんだけどね──その時、何かしくじったらしいのよ」

「──天てん罰ばつよっ！」

　レベッカが顔をそむけ、吐はき捨てるように短く叫ぶ。

「天罰？　そうかもねぇ……だとしたら冷たいもんだわ、本物の神様なんて。私が不幸な時はこれっぽっちも救ってくれなかったくせに、バチだけはしっかり当ててくれるんだからさ。くっくっく……」

　そういって自じ嘲ちようめいた笑いを上げるアルマの髪は真っ白に変色し、深く皺しわの刻まれたその顔はどう見ても七十過ぎの老ろう婆ばのものであった。








エピローグ









「ひどいものだな……」

「まったくですねえ」

　王都上空を飛行する保安局の輸送機から眼がん下かに広がる光景──完全に崩ほう壊かいしたソシエタス中央本部の惨さん状じよう──を眺ながめやり、シュレディングとジルクリストは陰いん鬱うつな面おももちで言葉を交かわし合っていた。

　前夜──。

　王都を包ほう囲いしていた大小合わせ数十万頭に達する擬ぎ獣じゆうたちは、夜半近くになって突然移動を再開した。奇妙なことに、擬獣の大群は示し合わせたように王都から離れ、現在は各おの々おのが元いた棲息地域テリトリーに引き返しつつあるという。

『ほれ見たことか！　我わが輩はいの設計した都市魔ま法ほう陣じんの御ご利り益やくじゃ。王おう宮きゆうの連中、せいぜい魔ま神じんの力に感謝するこっちゃな！』

　アーリマン教団の総そう帥すいでありソシエタス理事も兼ねる魔ま導どう師しゾシモスは大いにご満まん悦えつだったが、実際には魔法陣が起き動どうする以前に擬獣群の撤てつ退たいは開始されていたという報告もあり、今回の大移動の原因も含め事実は未いまだ判然としていない。

　また昨夜は王都全域に渡って〝黒い太陽ソル・ニゲル〟の武力テロが多発し、ことにソシエタス中央本部を中心にした数ブロックが被こうむった被害は壊かい滅めつ的てきといってよい。擬獣による王都壊滅という最悪の事態は回かい避ひされたものの、この街が負った痛手は決して浅いものではなかった。

「しかし本部のあの被害状況──壊滅というより消滅だな。やはり擬獣が兵器として使用されたというのは、本当だったか」

「それについては、どうも情報が錯さく綜そうしておりまして……光を放つ巨大な擬獣が空に現れたとも、銀色の巨人が出現してそれを撃げき退たいしたとも」

「巨人？　ほう、またあのメルティアが現れたのか……」

　シュレディングは飛行機の窓に振り向き、すり鉢状の陥カ没ル地デ帯ラと化した本部跡に再び視線を落とした。

「王都の全滅は免まぬがれたものの、我がソシエタスは多大な被害を被った……保安局の部隊を本部に戻さなかった私の判断は、誤あやまっていたと思うかね？」

「いえ。あの時点で、擬獣たちの行動は誰にも予測のつかないことでしたし──一組織の利害より王都全域の防衛を優先した閣かつ下かの御決断は、結果はどうあれ非難されるべきものではございません」

　ジルクリストが答えた。機体の揺れに酔ったのか、副理事長の貌かおはいつにも増して青白く額ひたいにはうっすらと汗をかいている。

「──それに今は責任問題より、事後処理の方を優先するべきかと。殉じゆん職しよく者しやの遺族への救きゆう済さい措そ置ち、テロ対策、失われた中央本部施設の再建……難問が山積みですから」

「思えば先代理事長のライオスは、アビス教会の弾圧に対抗するため異ソ術シ師エ協タ会スを強大な権力組織として育て上げたが──その象徴だった中央本部が、同じ異い術じゆつ師しのテロリストに破壊されてしまったのだ。何とも皮肉な話じゃないか──これを機に、我われ々われは組織のあり方を見直すべきかもしれんな」

「願わくば再建されたソシエタスが、異術師に限らず真理を求める全すべての探たん求きゆう者しやたちにとって、より開かれた存在になって欲しいものです」

「世界もまた然しかりだよ。我々は百年に及ぶ擬獣災害を辛かろうじて生き延のびたが、同時に一度は焦しよう土どと化したこの国を復興する責務をも負っているのだ。容易たやすいことではないがね……いずれ大人になる息子や娘たちに、少しはましな形で再生した世界を譲り渡してやりたいものだな」

「………」

「ときに副理事長。息子が家に帰って来たよ」

「──ラッセル坊っちゃまが？」

「ああ、ユピテルが連れて帰ってきた。二人とも今は疲れ切って家で寝ているが……どうやら夕べはあそこにいたらしいな」

　本部跡のカルデラを顎あごで示し──シュレディングはジルクリストに向き直った。

　その時になってジルクリストにも、理事長から二人きりで飛行機による本部の被害状況の視察をもちかけられた理由に察しがついた。

「三日前、本部の治療院で娘が受けた検査のことといい──君らは私に、何か隠しているような気がしてならんのだが？」

「ご存じでしたか……」

「非難するつもりはないよ。君のことだ、おそらく何か話し辛づらい事情があったのだろうが──しかし私もあれの父親だ。それが何であれ、真実を知る権利はあると思うが？」

「──おっしゃる通りです」

　ジルクリストは軽く頭を下げて詫わびた。




　昨夜の惨さん劇げきが悪夢であったかのように晴れ渡った王都上空──。

　機体と両翼にソシエタスの紋章──理性と叡えい智ちの象徴たるヘルメスの杖つえ──を掲かかげた大型飛行機はエーテル機関の唸うなりを轟とどろかせながらしばしの間蒼そう空くうを旋回していたが、やがて機首を返して東の空に飛び去って行った。




　王都全域に渡って甚じん大だいな人的・物的な被害をもたらした武力テロ、並びにソシエタス中央本部襲撃の首しゆ謀ぼう者しやとして逮たい捕ほされた〝黒い太陽ソル・ニゲル〟幹部アルマ・ローネはただちに〝タブレット〟の摘てき出しゆつ手術を受け、異術師としての力を封ふう印いんされた。

　王宮の司法官はアルマの身み柄がら引き渡しと裁判──当然、判決は死刑以外にあり得ない──を主張したが、ソシエタス保安局はこれを拒きよ絶ぜつした。彼女の体内にはホモ・ファルサス〝アルラウネ〟が憑ひよう依いし、肉体を殺せば危険なエーテル生命体が外部に流出する恐れがあったからだ。

　ホモ・ファルサスの分離装置が完成するまでアルマの裁判は無期延期され、彼女の身柄はソシエタスの研究施設に厳重隔かく離りされる決定が下くだされた。もっとも彼女自身はこの時点で精神に異常を来たし、既すでに生ける屍しかばねと成り果てていたが──。




　アルマの逮捕と時を同じくして投とう降こうしたもう一人の〝黒い太陽ソル・ニゲル〟メンバー、ニコラウス・ライモンドスに対する処分も紛ふん糾きゆうを極きわめた。

　なぜならソシエタス先代理事長の息子ニコラウスは八年前の事故で死亡とされており、現在の王国法に死者を裁く法律が存在しないからだ。裁判を主張する声もあったが、ニコラ自身がまだ少年であること、組織のメンバーとして活動していた期間は記き憶おく喪そう失しつ状態であったことが考こう慮りよされ、最終的には現理事長シュレディングが身み元もと引受人になる形で不ふ起き訴そ処しよ分ぶんとなった。

　なおこの後ニコラからもたらされた情報により〝黒い太陽ソル・ニゲル〟の組織の全容、各地に潜せん伏ぷくする幹部メンバーの所在などが明らかにされ、百年の長きに渡り王国を脅おびやかし続けた革命結社はその命めい脈みやくを完全に断たれることになった。




　そして──。




　ゲッヘナ山脈の西に位置する自じ治ち都市アッザム。百年に及ぶ擬獣災害にも耐えた歴史と伝統を誇る地方都市の一角に、その小さな聖堂はあった。

「皆さん、寄り道しないでまっすぐ帰るんですよー。お家でも、よくおさらいなさって下さいね！」

　額ひたいに青い聖せい石せきを飾った若い女司し祭さいが聖堂の前に立ち、堂内からぞろぞろ出てくる小さな子供たちに微笑ほほえみながら手を振る。

　貧まずしい家庭の子供に無料で読み書きを教える日曜学校──アビス教の聖堂のある街や村では、ごくありふれた光景だ。

　生徒である街の子供たちを、すっかり送り出してしまうと──。

　頰ほおのふっくらした清せい楚そな顔立ちの女司祭は、軽い疲れをむしろ楽しむかのように心地よさげな背伸びをしたあと、戸口を覗のぞき込んで声をかけた。

「あなた！　私はお夕ゆう飯はんの買い物に行って参まいりますわ。お留る守す番ばん、お願いできます？」

「行っといで～。あ、今夜は久しぶりに人にん参じんのスープが食べたいなぁ」

　堂内から返ってくるのんびりした声に、彼女は手を口に当てくすっと笑う。

「もしかしたらと思って寄ったけど……よかったー、やっぱりアッザムに戻ってたんだ！」

「え……？」

　背はい後ごから親しげにかけられた声に、驚いて振り向くと。

　毎週の礼れい拝はいに来る信者でも、顔見知りの街の人間でもない。だが、どこか見覚えのある少女がそこにいた。

　年齢は十七、八か──。華きや奢しやな肢し体たいを旅行用のドレスに包み、赤みがかった髪を肩のあたりまで垂たらしている。背丈は百五十そこそこと相変わらず小柄だが、卵のような輪郭の面おも差ざしは以前に比くらべるといくらか女らしく成長したように思えた。

「──ユピテルさん!?」

「えへへー☆　三年ぶりだね、カティーナ」

　顔を傾かたむけにっこり笑った拍子に、前髪が揺れて緑色の〝タブレット〟がキラリと光る。

　だが──少女の胸元に、あの銀のペンダントはなかった。




「びっくりしたなぁ、何い時つの間にか二人が結婚してたなんて。何で報しらせてくれなかったのよ～？　もうっ」

　聖堂の礼拝室兼応接間──。

　勧すすめられたお茶を一口飲んでから、ユピテルがちょっと不満そうに唇くちびるを尖とがらせた。

「いや～、面めん目ぼくない！」

　首の後ろを搔かきながら、主人のフェルゼンがしきりに詫わびる。

「本当は一番に報せたかったんだけどね。ほら、僕らは上からの呼び出しがかかると、すぐ出張しなけりゃいけない立場だろ？　せっかく遊びに来て貰もらっても、家が留守じゃ失礼だし」

「相変わらず忙いそがしいのねえ」

「実をいえば、総そう主しゆ教きよう府ふのお偉えら方がたの中には、僕らがこうして所帯をもつことにイイ顔しない人たちもいてねぇ。総主教猊げいか下のご厚意で、何とか黙認して貰もらってる形さ」

「ふ～ん……大変なんだ」

　こうしてお茶を飲んでいると幸福な若夫婦にしか見えない彼ら──フェルゼンとカティーナだが、その正体はメルティアと同じ疑似人間ホモ・フアルサスである。

　その特殊能力を見込まれた二人は表向き司祭として布ふ教きよう活動に勤いそしみつつ、総主教の密命が下ればヴァリシニアの各地に飛んで、教会の権けん益えきを守るための特殊任務に携たずさわっているのだ。

　教義として魔法や錬れん金きん術じゆつ、あるいは異い術じゆつなどを排はい斥せきするアビス教会の中にあって、異術の産物であるホモ・ファルサスと融ゆう合ごうした彼らの立場は、必ずしも風当たりの良いものではあるまい。それくらいは、宗教に疎うといユピテルにも充じゆう分ぶん察しがつく。

　逆にいえばそんな逆ぎやつ境きようでなおアビス・ウルの信しん徒とであろうとする所が、彼らの信しん仰こうの強さと純粋さの現れなのかもしれないが──。

「でも、それって何か冷たすぎ。ファティムの時だって、フェルゼンさんたち教会のためにあんな一生懸命闘たたかったのに……」

「私は、よろしいんです。故郷の聖堂で、こうしてフェルゼン先輩と一いつ緒しよに暮らせるだけで──これ以上望むものなんて何もありませんわ」

「おい君、先輩はよせよ。僕らもう夫婦なんだから。あはは」

「ところで──ユピテルさんの方は、その後……」

「あー、あたし？　家に帰ったよ。といっても一月くらいでまた飛び出して、今は寄き宿しゆく舎しや暮らしだけどね」

「寄宿舎？」

「そ、王都賢けん者じや学院の学生寮。また学生になっちゃった、へへ☆」

「でもユピテルさん、確かソシエタスの異術学院を──」

「いちおーあそこも卒業したけど。何かストレートにソシエタスに就しゆう職しよく、ってのも安あん直ちよくな気がしてさぁ……で、弟が街の学校の中等部に通かよいたいってゆーから、願書出しに行くのに付き合って──面おも白しろそうだから、あたしも高等部に編入しちゃった。てへっ」

「まあ、ラッセルさんと同じ学校に？」

「後で話したら大喜びだったな～、あの子。人間ってホントに嬉うれしいときは顔がひきつるのね。あたし、全然知らなかった」

「それは、喜んでいたのとはちょっと違うんじゃないかなぁ？」

「まあ、それもかれこれ三年前の話で──来年はもう卒業だけどね。今は卒業旅行も兼ねて、昔旅してたいろんな場所を回ってるの。サブナックとか、カラナンとか」

「へえ？　そりゃあ面白そうだねえ」

「三年前といえば、あの時ご一緒した皆さんはお元気にしてらっしゃるのですか？　アルノーさんや、レベッカさんは──」

　といいながら、カティーナはユピテルの胸元にチラリと視線を走らせた。

　見れば夫のフェルゼンも、ティーカップを口に運びながらそちらの方をチラチラ気にしている。

　──二人とも、例のペンダントがなくなっていることに気づいているのだ。

「アルノーはね、いま王都の警けい邏ら隊たいで働いてるわ。レベッカは、あの後ソシエタスの保安局に入ったニコラ兄──もといニコラウスと組んで、あちこち秘密の任務で飛び回ってるみたい。ルスカは──」

　そこで何な故ぜか言葉を切り、ひどく遠くを見るような眼まな差ざしを窓の外に向ける。

「……聞きたい？」

「何だか、伺うかがわない方がよろしい気がしますわ……」

「ときにユピテル君、さっきから気になっていたんだけど、メル──」

　コン、コン──扉とびらを控えめにノックする、小さな音。

「──はい？」

　カティーナが行って扉を開あけると、旅たび装しよう束ぞくをまとい大きな背はい囊のうを背負った少年が、申し訳わけなさそうにもじもじと立っていた。

「ごめんください。あの、姉はお邪じや魔ましてます？」

「まあ──ラッセルさん!?」

「あの、あの、三年ぶりで……ご無ぶ沙さ汰たしてます」

　そういって、ラッセルはペコリと頭を下げた。

　三年前はユピテルと大差ない身長だったが、やはり男の子だけあって今は姉より頭一つ分は背丈が伸び、見違えるように[image: 逞]たくましくなっている。

　もっとも、気弱な性格はあまり変わってないようだが──。

「あ、よーやく来たな。遅いぞーっ、もう！」

　片手をぱたぱた振りながら、ユピテルが大声でいった。




「思えば三年前──家に戻った時から、何だか様よう子すがおかしかったのよ、この子」

　畏かしこまったように隣となりに座すわる弟の頭を指先で小こ突づき、ユピテルがいう。

「実家に戻っちゃ父さんの書斎に忍び込んで、錬金術書や自然科学の本を持ち出してくるわ、学校の器材を使って何だか怪あやしげな実験を繰り返すわ……」

「と、いいますと……？」

「聞いて驚きよ。〝彼女〟に身体からだを与えるために、自分の力でホムンクルスを造ろうと研究してたってゆーんだから」

「ほむんくるす？」

　アビス・ウルの聖典以外の知識には疎うといカティーナが、きょとんとした顔つきで聞き返す。

「別名〝哲学の胎たい児じ〟──人工的な手段で完かん璧ぺきな人体を造り出す、古いにしえより伝えられる錬金術の秘法の一つだね」

　ユピテルを代だい弁べんするように、フェルゼンが説明した。

「しかしあれは、ソシエタスの専門家ですら未いまだに成功した者はいないと聞くよ。いくらなんでも、ラッセル君一人で……」

「それが、不思議なんです。三年前のあの日から急に頭が冴さえてきて──以前は全然理解できなかった専門書や古代語の文献が、まるで誰かに読み聞かされてるようにすらすら頭に入ってくるようになったんですよ！」

　ラッセルが顔を上げ、少し興奮したように喋しやべり始めた。

「もっとも、理論は解わかってもぼくには実験や何やらの基礎的な技術がなかったので、もっと勉強がしたくて賢者学院に……」

「ふうむ……ラッセル君、確か君、デミウルゴスと闘たたかったとき一時的にゼルファナスの意識に身体を貸したそうだね？　──ひょっとしてその副作用かな？」

　腕組みしたフェルゼンが思し案あん顔がおでつぶやく。

「『誰かに読み聞かされて』といったけど、ひょっとしてあの錬金術師に精神操そう作さされている可能性も……」

「最初に打ち明けられた時は、あたしもちょっと心配だったけどねー。まあそれ以外に何か悪影響があったわけでもないし……ここはゼルファナスからの〝プレゼント〟と好意的に解かい釈しやくして、一口乗ることに決めたのよ」

「それで──そのほむんくるすは完成したのですか？」

　カティーナが身を乗り出し、少し不安そうに尋ねた。

「〝彼女〟は、メルティアさんは──いったいどうされたのです？」

「そ、それが……」

　姉と弟は突然気まずそうに口ごもり、互いに目め配くばせしていたが──。

　やがて、ラッセルが顔を伏せ、ぽつりといった。

「……失敗しちゃった……」

「………」

　瞬刻、小さな礼拝室の中に通つ夜やのごとき沈黙の帳とばりが降ろされる。

　そのとき──。

「おいっ、何い時つまでここに閉じこめておくつもりだ!?」

　何ど処こかから怒ったような声が上がったかと思うと、ラッセルが背負ってきた背囊の蓋ふたが勢いよく跳はね開あけられ、中から小さな影が飛び出した。

「わたしを荷物扱いしおって──息が詰まるかと思ったぞ！」

「きゃっ!?」「わぁっ!?」

　猫のような跳ちよう躍やく力りよくでテーブルの上に飛び乗った〝それ〟を見て、司祭の夫婦は驚きに目を瞠みはった。

　身の丈、およそ三十センチの小人──ただしその体型は、完璧なまでに均きん整せいの取れた人間の若い女。

　波打つ銀髪、青いミニドレスをまとったしなやかな肢し体たいは、以前にユピテルから聞いていた〝彼女〟の姿そのままである。

「えへへ～、ごめんごめん。ほらぁ、いきなりそのカッコ見せたら、カティーナたちが驚くと思ってさ」

　ペロっと舌を出して笑うユピテルを、小さなメルティアは紅あかい瞳ひとみで睨にらみつけた。

「なら、さっさと要点から話せばよかろうが!?　狭苦しい場所で待たされるわたしの身にもなってみろ！」

「……かっ……」

　両の拳こぶしを顎あごに添え、ふるふる身震いしながらカティーナが叫んだ。

「可か愛わいいですわ～～～♡」

「……ふんっ」

　人造人間ホムンクルスの女は白はく磁じのごとき貌かおをほんの少し赤らめ、拗すねたようにそっぽを向いた。

「だからわたしは、今度の旅行につき合うのはイヤだったんだ。それをユピテルのヤツが無理矢理……」

「ごめんね、メルティア。王都に帰ったらもう一度実験をやり直して──今度こそキチンとした身体を造ってあげるから……！」

　テーブルに両手をつき、ラッセルが申し訳わけなさそうに頭を下げる。

「何をいう？　おまえが詫わびることなんかないさ」

　メルティアは艶えん然ぜんとして微笑ほほえむと、軽くテーブルを蹴けって少年の肩に飛び乗った。

「それにこの身体、わたしは結けつ構こう気に入っているぞ。あの狭苦しい容器に詰められて小娘の首でブラブラ揺れてるより、ずっとマシさ」

「あんたねー。その言い方、ちょっと……」

「おお、怖こわい。巨人の女が襲ってくる！」

　わざとらしく怯おびえながら、小さいながらも豊ほう満まんな肢体できゅっとラッセルの顔にしがみつくメルティア。

「わっ!?　あ、あの……メルティアぁ～」

「何なら、この先ずっとこの姿でも構わんぞ。おまえが護まもってくれるなら──」

「あ、あはは……」

　満面に朱しゆを注ぎ、ラッセルは困っているのか嬉うれしいのか、よく判わからない表情で硬直していたが──。

　やがてふっと穏おだやかに微笑ほほえむと、小さな女を優しく抱き上げて自分の膝ひざに乗せた。

「護るよ。──だって約束じゃないか、君を必ず人間にしてあげるって」

「ラッセル……」

「あ～恥はずかしっ。見てらんないわ～！」

　呆あきれてそっぽを向くユピテルをよそに──メルティアは嬉うれしげに目を閉じ、少年の腕の中で丸くなった。

（でも、本当によかった……）

　三人から顔をそらし、カティーナは気づかれぬようにそっと涙を拭ぬぐった。

「──大だい丈じよう夫ぶかい？」

　隣のフェルゼンが小声で囁ささやいてくる。

　たとえ人造人間ホムンクルスの技術が完成したところで、彼ら夫婦が人間になれるわけではない。最初から独自の人格を持って生まれたメルティアと違い、彼らは〝器〟となった人間の自じ我がを奪うことで自みずからの存在を成立させてしまったのだから。

　忘れることも、否定することも適かなわぬ原罪。

　だからこそ彼らは神に祈り続ける。

　祈らざるを得ないのだ。普通の人間以上の切実さで──。

「違うんです。せめて、彼女には幸せになって欲しくて……」

「彼女〝も〟だろ？　僕らだって、きっと幸福になれるさ。──こうして僕らが存在しているこの瞬間、それじたいが大いなる神の恩おん寵ちようなんだから」

「そうですわね。本当に──」

　左の肩に夫の手の温ぬくもりを感じながら、カティーナは微笑して頷うなずいた。

（全すべての魂たましいに、アビス・ウルの祝福を──）

　額の聖石にそっと触れ、胸の裡うちで祈りの言葉を唱となえる。




　彼女自身まだその姿を識しらぬ、虚うつろな世界の神に──。





（疑似人間メルティア・完）










あとがき









　お久しぶり、対馬つしま正まさ治はるです。

　思えば平成十年の一月に第一巻が刊行された『メルティア』シリーズ、今回を持ちましてついに最終巻。グランドフィナーレ──というのもちと大げさですが、執しつ筆ぴつ期間二年、原稿用紙にして二千枚近く書き綴つづってきた一つの物語にピリオドを打つというのは、やはり作者としてそれなりの感かん慨がいがございます。

　これまで作中にバラまいてきた謎なぞや伏ふく線せんの解明、クライマックスへの盛り上げといったエンターティメント的な要素もさることながら、何より頭を悩ませたのはこの二年を作者と共に喜き怒ど哀あい楽らくしてきたキャラクターたち──ユピテル、メルティア、ラッセル、アルノーその他大勢の人々──のドラマに如い何かに決着を付けるかという点でした。

　当初は「ファンタジー世界で思い切り怪獣ゴッコするぜ！」（笑）というかなり軽けい薄はくな意い図とで書き始めたこのシリーズも、おかしなもので巻を追うごとに作者自身の興味が怪獣やミリタリーから人間ドラマ、登場人物（一部人間じゃないヤツもおりますが）の考えや行動を描くことの方に移って行ったのは自分でも少々意外でした。

　対馬がデビュー当時にお世話になった初代の担当さんが口くち癖ぐせのように「結局、人間がいちばん好きなのは（興味を抱いだく対象は）人間なんです」と仰おつしやられたものですが、最近になってその意味が少しずつ判わかって来たような気がします。

　とはいえ「怪獣ゴッコ」の部分も相変わらず健在なのでご安心を。前はお休みした対擬獣兵器、完結編をかざる今回はついに航空兵器の登場です。モデルは「缶切り」といえば判る人には判る某第三帝国の対戦車攻撃機。スペックはいー加減に変えておりますが「七五ミリ機関砲」は「七・五ミリ」の誤ご植しよくではないので、念のため（笑）。

（まあ空中戦の話は一冊かけてやりたかっただけに、ちと心残りではありますが……）

　既すでに本ほん編ぺんをお読みになった方はお判りかと思いますが、今回のエピローグ部分はかなり反則度高いです。あのラストシーンに至るまでに存在するはずのもう一つの「物語」（それこそ文庫本二、三冊くらいの長さになってしまうはず）については、また機会を改め作品にできればと思っております。

　とにもかくにも、デビュー初の長編シリーズという大たい任にんを無事に果たしたことで、今は安あん堵ど感かんで一杯です。気分は、さしずめ初はつ登とう板ばんのゲームを完かん投とうしたルーキー投手といったところでしょうか。

　さて、末まつ尾びながらお世話になった方々に感謝の言葉など。

　対馬にとっては遠えん大だいな目標であり、公こう私しの付き合いや作品そのものを通して常に啓けい発はつして下さる諸先輩方──麻生俊平さん、大林憲司さん、葛西伸哉さん、雑賀礼史さん、富永浩史さん、中里融司さん、南房秀久さん、いつもお世話になっております。

　同期デビューの櫻井牧さん、いつもお電話ありがとうございます。

　後発デビューながら、今や対馬以上の人気作家になってしまわれた（プロの世界は厳しいのです）[image: 榊]一郎さん、この調子で頑がん張ばって下さい。

　ＨＰ設立の際にお世話になった草野ぐりまさん、どうもありがとうございました。

　シリーズを通して素す敵てきなイラストを描いて下さった小河原亮さん、本当にお世話になりました（今回のカバーイラスト最高です！）。

　遅ち筆ひつな対馬に根気よくつき合って下さった担当のＳ田さん、どうもお疲れさまでした。次のシリーズもよろしくご指導お願い致します。




　そしてユピテルとメルティアの旅を見届けて下さった皆さん、本当にありがとうございました。次回は、また新たな作品でお目にかかりましょう！





平成十一年五月三十日　　対馬正治






追伸：仕事のために始めたインターネットにどっぷりハマり、ついにホームページ立ち上げてしまいました（笑）。「Yahoo! Japan」他の主要検けん索さくエンジンで「対馬正治」を検索すると引っかかりますので、興味のある方はぜひアクセスを。
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